『スピリチュアルな力がつく本』
眠れる能力が人生を変える

すべての人の中に「予言者」「共感者」「戦士」「シャーマン」が存在します。　著者アンドレイ・リッジウェイ
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　予言者－未来を予測し、ひらめきをもたらす力　
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PARTl　失われた宝石を取り戻す
　眠れる本能を呼び覚ます　　
“人間の内部に在る”とはすなわち、“神が学ぶ場所にいる”ことだ。―リルケ

現代のような科学技術が生まれる前、すなわち、道路標識や羅針盤が発明される以前には、どんな人間であれ、頼るものは、自分の直観しかありませんでした。

治療のために新しい薬草を手に入れる必要が出てくれば、人間は直観に導かれるままに森を進み、目当ての薬草を見つけました。狩りのときも、体の中にわき起こる衝動に、言いかえるなら、獲物のいる場所へと導いてくれる声ならぬ声に従いました。

生き延びるためには、おのれを導いてくれる声に、常に敏感でなければなりませんでした。ニュース番組もなく、来(きた)るべき暴風や疫病に、あらかじめ備えることもできません。直観こそが、人間を生き延びさせてくれるものだったのです。

今日では、私たちは、体を通じて直観的に魂に反応する代わりに、人間からそうした感覚を奪う機械を持つようになりました。テレビやコンピュータがあふれ、私たちのスピリチュアルな力の多くは、もはや頼りにされることなく、潜在意識の中に退き、あてもなく漂っています。
　しかし、きわめて原始的な文化においては、精神感応(テレパシー)や体外遊離といった力は、今日の言葉

によるコミュニケーションと同様、日常生活においてごくふつうのものでした。今では、こうした力は退化してしまっています。多くの人が、そうした力は進化した結果得られるものだと考えていますが、凝った発明品の奥にある現代文化の本質をよく見てみれば、偉大なものが失われてしまっているのは明らかでしょう。

　私は、文明の利器やトイレや電話を捨てて野性に帰ろうと提案しているわけではありません。ただ、自然が授けてくれた直観の力を取り戻すことは、私たちが生き残るためにきわめて重要です。そうすれば、手遅れにならないうちに本来の軌道に戻り、過ちを正すことができます。

　自分の持つスピリチュアルな力を解き放てば、私たちはすぐさま、本来の軌道に戻ることができます。これが、私が“魂の道”と呼ぶものです。この道が見つかると、優雅に混沌(カオス)を切り抜けられます。時間を割いてスピリチュアルな力を向上させると、多くの苦しみを防ぎやすくなります。道のりがなだらかになり、学んだことがよりたしかなものになるのです。

一九九四年にロサンゼルスで地震が起きたとき、私は当地にいましたが、家屋の揺れがおさまってまず多くの人々がしたのは、テレビのスイッチを入れ、地震について確認をすることでした。人々はCNNに、何が起きたか説明してもらいたいと思いました。そうした気持ちが、私たち全員にありました。いつのまにか、メディアが、私たちのスピリチュアルな力の代わりを務めるようになってしまっていたのです。

　本書は、自分が何者でどこへ向かっているのかを知るのにテクノロジーに頼らずにすむよう、みなさんが本来の力を取り戻し、アンテナをふたたび張りめぐらすのをお手伝いするものです。

最終的に、私たちはみな、おのれを導く者、自分のスピリチュアルな力に敏感な者、みずからを救う者にならなければならないのです。

　多くの人は、スピリチュアルな力のことを、ほんのひとにぎりの人だけが持つ超自然的な能力だとか、非現実的で不可思議なものだと考えています。私は、長年にわたってスピリチュアルな仕事をする中で、この力はそうしたものでは全くないことに気づきました。

　私たちの中にあるスピリチュアルな力は、何世紀にもわたって文明が覆い隠してきた動物的な本能です。それは、決まった土地を行き来する渡り鳥の本能と同様、すべての人に一様に存在します。そして、この力が現れると、ぴったりと体にそぐう上着のように、自然で心地よい気持ちが起こり、知力だけではもたらしえない自信とゆとりを、私たちに付け加えてくれます。

　そうした直観の力は、私たちをこの世界に結びつけ、行動の目的やほかの人間との親密さを感じさせてくれます。自分が、なぜその友人を選んだのか、なぜある特定のコーヒーショップが気に入っているのか、なぜ車を売りたいと思い、チベットへ瞑想しに行きたいと思うのか、私たちは瞬時に理解することができます。

　スピリチュアルな力は、すばらしい人間に近づいていくような感覚を与えてくれますが、そうした力を呼び覚ますことは実際、私たちが自分を確立し、安定させるための最も良い方法であり、人生を今までよりもっと真摯しんしで意義深いものにしてくれます。そうした力と調和すると、平凡な出来事に深い意味が加わります。毎日が神秘的な冒険になります。薬やアルコールがなくても、感覚を研ぎすませられるようになります。生きているだけで十分になるのです。

　スピリチュアルな力との調和は、一生をかけて行なうものであり、また段階を踏んで起こります。それは、スピリチュアルな直観を発達させること、すなわち、心身のさまざまな感覚を向上させ、神の導きをすばやく察知することから始まります。こうした能力が目覚めると、私たちは魂の道と響き合う決定をし、ほんとうに望んでいる夢を実行に移すようになります。

　しかし、この直観に気づかないうちは、人生について自分が何をしたいと思っているのか、知ることさえないでしょう。アンテナのないラジオのようなもので、自分の魂がどんな才能や能力を持っているのか、認識することができないのです。

不幸なことに、私のところへ来る人々の多くは、この状態にあります。内なる導きの声に触れることがなく、自分が何者でどこへ行こうとしているのかということについて、はっきりとわからずにいるのです。

スピリチュアルになるというのは、ただ単に、未来や過去の出来事を利用したり、パーティーで魅力的だと感じた人の心を読んだりすることではありません。最も基本的なレベルでは、生き延びていく方法を知ることを意味します。スピリチュアルな人は、動きが速く、恐れることなく注意を傾け、ここぞという瞬間に行動を起こし、魂を開花させる機会をとらえます。精神的に安定し、敏感になっていれば、私たちは多くの困難を避けることができるのです。

　自分の持つスピリチュアルな力に気づき始めると、ずっと抑圧されていた多くの個性が表面に浮かび上がってきます。自分が幾人もの人間の集まりであること、その一人ひとりが、あなたが運命を実現する手助けをしてくれることに気づくでしょう。ひとつひとつの個性が、人生においてどんな役割を果たすことになっているかもわかるでしょうし、どうすれば、自分の中の悪魔たちに、夢を妨害させず、境界を守らせることができるかもわかるようになるでしょう。

　スピリチュアルな力に気づき、本質的な意味で成長すればするほど、私たちは他人の助けとなることができるようになります。ひとたびその力を見出せば、意志とは無関係に、人生の中で出会う人々に影響を与えるようになります。黙っていてさえ、周囲の人々に作用をおよぼすようになるでしょう。スピリチュアルな人は、自分の高次の意志と手を取り合います。そして、その人と関わる人はみな影響を受け、自分の高次の意志と手を取り合うようになるのです。

　本書を読み進めるときには、どうぞ忘れないでください。スピリチュアルな力に近づく方法には、かぎりがないことを。魂の肥やしとなるものは何でも、この能力を高めてくれます。あなたは、スピリチュアルな力に近づくために、独自の方法を―ほかの人からは、笑われ、理解されないような、一風変わった方法を見つけ出すかもしれません。そんなときは、あなたの独自性にぴったり合う、あなたならではの方法に、ぜひ従うようにしてください。

　子どものころの自分を思い出す
私は進化したりしない。私は私だ。―ピカソ

 赤ん坊のころ、私たちはスピリチュアルな情報を、はっきりと受け取っていました。体内に張りめぐらされた直観のアンテナが、純粋な信号をつかんでいたのです。私たちは、さまざまな事柄が同時に存在する場において、周囲で起きていることを、正確に解釈することができました。信頼に値する人は誰か、家の中でどの部屋が癒しを与えてくれるか、どんな音楽が魂を育んでくれるかということも、感じることができました。

幼い子どものころには、私たちは魂の声を感じ取っていました。それは、細胞を通じて、ハミングをするように伝わってきたのです。私たちは、いささかの不安も感じることなく、感情を表しました。笑うときには、足までがいっしょにくすくす笑いました。怒るときも申し分なく、突然炎が体じゅうを駆けめぐり、少しするとすっと消え失せました。小さな導師のように、私たちは無言のまま、言葉を超えた感情を表に出すことによって、世の中の人々と意志を通じ合わせました。ひとことも言葉を発することなく、私たちは人々の心をひらき、見知らぬ人を、わけもなく幸せにしたのです。

　先へ進む前に、読むのを中断して、あなたという存在の本質的な部分に、しばらく触れてみましょう。目を閉じ、深呼吸をしてください。そして、心の中にいる過去の小さなあなたを想像し、印象に残っていることを次々に思い返してみましょう。できれば、生まれた年に撮ってもらった写真を探してください。こうした写真があると、想像が、より現実味のあるものになります。

　小さいあなたには、今すぐあなたに伝えたいことがあるかもしれません―言葉で伝えてくるか気持ちで伝えてくるかはわかりませんが、大人のあなたの心がずっと押し殺してきた何らかのメッセージを持っている可能性があるのです。

　もし、あなたに対して伝えるべきことを何も持っていなければ、小さなあなたの存在に、ひたすら意識を集中してください。時が経つにつれ、このエクササイズは感銘深いものになります。小さなあなたが伝えようとするメッセージや気持ちを受け取ることも、たやすくなります。

　この純粋な部分に意識を集中することによって、あなたは魂に入口を与え、魂はそこから重要な情報を受けわたすことができるようになります。これは、赤ん坊のころには簡単にできたことでした。このエクササイズをすることは、あなたがその道筋をふたたびひらく手助けとなるでしょう。

　できればこのエクササイズを、一カ月のあいだ、毎日五分ずつやってみてください。そうすると、本書にあるほかの教えも、さほど抵抗なく吸収できるようになります。自分の本質的な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

部分に意識を集中すると、魂の声を妨げる、霊魂(プシュケ)の中の壁を打ちくずしやすくなります。自分の中にいる聖なる子どもを崇めると、至上の幸福への扉がひとつ残らず大きく開け放たれるのです。

エクササイズが終わったら、あなたが小さなあなたから受け取った肉体的な印象と精神的な印象のいくつかを、新しいノート（本書を通じて旅をするあいだ、船長用の航海日誌として使えるノート）に記してください。心に浮かび1がってきた記憶や、見えた色や、聞こえた音も、書きとめておきましょう。

　このエクササイズを初めて行なったとき、私は、熱い青色の光が体じゅうに満ちていくような感覚を覚えました。その光は私を励まし、笑わせ、同時に涙を流させました。

一瞬、私はとてつもない自信を―すべての疑念や不安を消し去る、自分への信頼感を感じました。その感覚はこういっていました。「私は、自分がここにいる理由を知っている」と。

赤ん坊のころには、常にこの感覚が私たちの体の中を駆けめぐっていました。それを思い出せば思い出すほど、私たちは、真実の人生を歩んでいけるようになるのです。
スピリチュアルな四つのキャラクター
あなたの子どもは、あなたの子どもではない。生みずからが生を渇望する、その思いの息子であり、娘なのだ。

カリール・ジプラーン

 私たちの多くは、自分にぴったり合っていると感じるような家庭、すなわち、両親が、「あなた自身でありなさい、自分の魂の道を進んでいきなさい」と励ましてくれるような家庭では育てられませんでした。私たちは、自分自身が思い描くものよりむしろ、世間でいうところの「成功」を追い求めるよう、教えられるのです。

五歳までに、私たちの多くは、人生の先々まで細かく計画を立てられました―どんな学校に入り、どんな楽器を学び、どんな仕事を生業とするのか、といった具合に。事あるごとに、スピリチュアルな力は潜在意識の中に押しやられていきました。道案内人が必要になったときは、みずからの魂ではなく権威ある人に従いました。

結果として、道に迷ったよう感覚を覚えるのが、ごくふつうの心の状態になっています。クライアントの多くは、この状態で私のところヘやってきます。彼らは、自分を家へ連れて帰ってくれる道を、あるべき自分の姿へ返してくれる道を、ひたすら探しあぐねているのです。

　スピリチュアルな力を呼び起こすよう意識的に努力を始めると、私たちはすぐさま、自分を今の人生へと連れてきた考え方を思い出し、行く手を妨げるどのような環境からも遠ざかろうとし始めます。そこで、まずは、子ども時代を詳細に考察し、幼いころの人生経験によってスピリチュアルな力がどのように方向づけされたか、見きわめる必要があります。

　とはいえ、スピリチュアルな力はとらえどころがありません。影響をおよぼす環境上の要因は無数にあり、幼いころにどんな教育をすれば最もよく育つのか、はっきりとはいえません。

ときには、子どもに見向きもしない冷たい両親のもとで幼少期を過ごすことでスピリチュアルな力が残り、一種の心の友となって、つらい日々をやりすごさせてくれることもあります。また、親密な関係や、遠い国への旅や、創造的な情熱によって、強められる場合もあります。
　ひとくちに本といっても、ユーモア小説やサスペンスや詩やロマンス小説などとさまざまなジャンルがあるのと同じように、スビリチユアルな力もさまざまな現れ方をします。多くの場合は、育てられた環境によって、どのような力を持ち、抑圧しているかが決まります。

　赤ん坊だったころ、私たちの知の力は完璧でした。私たちは実に多くのスピリチュアルな力に近づくことができました。ところが幼少期に、こうした力のうち、環境によって刺激を受けないものはすべて、徐々に失われていきます。いうなれば、ダーウィンの進化論と同じです。
スピリチュアルな力のうち使っている部分は、いずれも強くなっていきます。しかし、無視している部分は、潜在意識の中へと後退していくのです。

私はスビリチユアルな力を四つのキャラクター、つまり四つのタイプ-共感者、予言者、戦士、霊界との媒介者（シャーマン）―に分けてきました。簡単にいえば、共感者は、心や直観や情緒的な感覚に深い関係があります。予言者は、知力や鋭い洞察力を軸に力を発揮します。戦士は、肉体に、すなわち細胞や神経組織の中に組み込まれた動物的本能と関係があります。シャーマンは、魂を、すなわち人間の生命を形づくり影響を与える、きわめて抽象的な本質を支配します。

根本的に、スピリチュアルな力は分類できるものではありません。この四つのキャラクターは単なるスタート地点であり、あなたの中にあるさまざまな力を吟味するひな形にすぎません。

大切なのは、それぞれのキャラクターを統合すること。そうすれば、魂の道を実現するのに必要な、力と眼識を得られます。本書を読めば、自分の持つスピリチュアルな力のうち、どの面に最も注意を向けるべきか、明らかになるでしょう。

　以下の章では、読むのをたびたび中断し、この四つの性質が自分の過去においてどんなふうに存在していたか、また、現在の生活においてどんなふうに現れているか、じっくり考えてみてください。四つの性質が部分的に重なり合い、絵画の陰影のように互いに混じり合っているところがたくさんあることに気づくことでしょう。同様のスピリチュアルな力を持つ人はふたりとしていません。私たちは、一人ひとりが、それぞれの声を持っているのです。

予言者－未来を予測し、ひらめきをもたらす力　
想像は知識以上に重要である。－アルバート・アインシュタイン

“予言者”という言葉から多くの人が思い浮かべるのは、十六世紀のフランスの修道士、ノストラダムスでしょう。彼は二十世紀の危機的な出来事の多くを予言しました。広島のことも、第三帝国の凶行のことも、一九九一年の湾岸戦争のことも。

　予言者は、時間というベールを透かして、十年後、五十年後、あるいは千年後に起こることを予測して述べることで知られています。この能力に関しては、ノストラダムスはたしかに、きわめて優秀な人でした。

　しかし、私たちのスビリチユアリティにおける予言者は、未来を予測するよりはるかに大きな役割を担っています。この予言者には、新たな意識を発見する責任もあります。予言者の英知に近づくと、私たちは精神(マインド)を未来や過去へ届かせ、社会を変える考え、すなわち、暗い洞窟から光の中へとさらなる一歩を人間に踏み出させる考えを、取り戻すことができるのです。

予言者の特質を強く持っていたのは、ソクラテスや仏陀、エジソン、アインシュタイン、それにライト兄弟でした。ジャンヌ・ダルクも同様です（彼女は戦士とも密に結びついていました）。ジャンヌ・ダルクは内なる声に従って、両親のいる農場からはるばるオルレアンへ行き、王太子が国王となり、フランスをイギリス人の手から取り戻す手助けをしました。わずか十七歳のときのことです。女性が劣った存在として扱われていた時代でした。彼女は文字を読むことさえできませんでした。

　予言者の英知は、どのような職業においても活用することができます。予言者はひらめきを、すなわち、どのような仕事であれ結果を高めてくれる高いレベルの認識を、不意につかみ取るのです。ビジネスでは、人々は絶えず予言者を活用して、経済の動向を予測したり、新しい製品ラインに関して実験をしたり、知的な投資をしたりすることができます。また、予言者の言葉は、医療や環境保護の領域においても貴重です。治療法を発見したり、森を救ったり、環境的に安全な技術を開発する手助けをしてくれるのです。
私たちの多くは、子どものころ、直観的に何らかの行動へ突き動かされることはありませんでした。そのため、私たちの中の予言者は、潜在意識の中へと消え失せてしまいました。多くの人が、創造性などというのは遊び以上のものではないと教えられ、おかげで、大人になるまでに、先のことを見通す本能を尊敬する気持ちがなくなってしまっています。心に浮かんだ発明品、不意に思いついたアイデア、治療法、政治的な解決策。そうした発見を支持してくれる場を持ち、深く突きつめていけた場合を除いて、私たちはそれらを理想主義の幻想だとして打ち捨て、充足感のない人生へと深く入り込んでしまったのです。

　予言者は出口を、すなわち、予見の力を表現する創造的な道筋を必要とします。私たちが子どもだったころ、予言者は、楽しい想像によって、すなわち夢想や空想や芸術によって、ずっと目を覚ましていました。子どもは、フィンガーペイントで絵を描いたり積み木で家を建てたりするときは常に、予言者の力を利用して、見えたものをこの世界で具体的な形にしていくのです。

　子どもは、幼いころから教わらなければなりません。世界は自分の思いどおりになるのだということを。心にはセンサーがあって、どんな情報でもキャッチし、日々の生活の中でその情報を表現していけるのだということを。チベットやインドのある文化においてそうであるように、子どもたちがこの認識を早い時期に与えられたら、学びへの道はさほど恐れるものではなくなり、子どもの精神(マインド)はもつと自由に、魂が過去の人生において得た知識を受け継いでいくことでしょう。

　私の家庭では、予言者は絶えず刺激を与えられました。母は、私がほんの小さな子どもだったころから、詩や物語を読み聞かせてくれました。家の中には常に音楽が流れていました（とくによく流れていたのはバロック音楽です。バロック音楽が、肉体を癒したり、私たちの精神(マインド)をひらいて何の束縛もなく思考させたりするということは、科学者によって証明されています）。また、私が哲学的にものを話すとき、両親は、私がまるで注意を向けるべき重要な人物であるかのように、私の話に耳を傾けてくれました。人間の英知は無限であり、子どもであっても、影響力や洞察力や意味のある考えを表現できるのだということも教えてくれました。

現代の教育（その多くは、私たちの直観を失わせるものです）やテレビを長時間見ることによって、私たちの予見的な感覚はたいてい、ティーンエージャーになるころまでにかなり鈍くなります。大人になると、多くの人が夢を思い出すことさえありません。予言者の目は固く閉じられ、私たちは、自分自身の想像から送られるシグナルではなく、広告や雑誌といった外から与えられるシグナルしかとらえられなくなってしまうのです。

　もし、この星がこれからも栄えることを願うなら、子どもの中で予言者を生き続けさせる方法を生み出さなければなりません。予言者は、何をすべきかを知っており、私たちが起こりうる最良の未来とつながるのを手助けし、人類が発展するのに手を貸してくれます。予言者には愛を見通す力もあります。きわめて突拍子のない、型破りな思いつきでさえ、予言者の力が作用すれば、心にプラス方向の影響をおよぼすことができます。

エクササイズ‥予言者編

予言者の能力を復活させるエクササイズは、PART2で数多く扱います。この章では、ども時代の予言者に焦点を当て、子どものころどんなふうにこの本能が自分の中に現れていたかを、再認識していきたいと思います。読み進めるにつれ、未来の見方にはあなた独自のスタイルがあることに気がつくことでしょう。その見方を信じてください。大いにあなたの役に立つはずですから。

ステップ1　このエクササイズを始めるために、大人になる前に持っていた、成人後の夢や思い描いていたことを、すべて書き出してください。宇宙飛行士になって、二十人の子どもといっしょに、アイスクリームの宇宙船の中で暮らす、といった突拍子のないものも、胸に秘め　　た関心事を表す、もっと奥ゆかしい夢も。

　子どもだったころ、私たちの予言者としての感覚は、絶えず未来に向いていました。そのころ思い描いていた夢に触れるのは、あなたが魂の道のカギとなる要素を思い出すのに、役立つことでしょう。夢の中から本質を見きわめる必要があるかもしれませんが、そこにこそ大切なものがあります。もし一度ですべての夢を思い出せなければ、時間をおいて、再度やってみてください。

ステップ2　　あなたがずっと胸に抱いてきた、予測や予言、アイデア、政治的解決策、世界を変える方法を、残らず書き出してください。そして、実現した、もしくは実現させようとした事柄の横に、チェック印をつけてください。この作業をするために今日にいたる全人生を、今すぐ順に思い返してください。リストは延々と続くはずです。
これまで、私たちはみな、予見的な瞬間を何度となく持ってきました。そしてその瞬間に、私たちは未来を見、実現する夢を持ち、人類を救う発明品や考え方や歌を思いついていました。

瞑想して、自分を鼓舞しましょう。リストには、柱を三つ作ってください。ひとつは、予測したことを書くためのもの。ひとつは予見的な考えを書くためのもの。もうひとつは予言を書くためのものです。予言は全世界的な変化と関係があります。予測は、自己や家族や近しい友人に関連のある事柄です。
途中、時間をかけて磨いたことのない宝石が、たくさん見つかります。すべてを書き出し終えるまでに、これまで霊魂(プシュケ)を素通りしてきた予見的なすべての情報が、以前よりはっきりとわかるようになるでしょう。そのいくつかは今なお、あなたの魂の大切な部分になっている可能性もあります。たどれる記憶が、五年前のクリスマスに母親がプレゼントしてくれたセーターの色を言い当てたとか、個性的な味のサラダドレッシングが偶然できたといったちょっとしたことであっても、書きとめましょう。大切なのは、あらゆる予見的瞬間を確認すること。そうした瞬間を見つけ出せば出すほど、予言者は私たちを通して語りかけてくるようになるのです。

　ステップ3成長する過程で経験した創造的なものごと、たとえば、絵を描くことや歌うこと、彫刻、ダンス、ものを書く、といった事柄を、すべてリストアップしてください。その中で、今でも学びたいと思うものに、アンダーラインを引きましょう。注意してください。
―芸術とは幅の広いもの。トランペットを吹くことから折り紙を折ることまで、実にさまざまな分野を含みます。意味のあるなしを判断してはいけません。覚えていることをすべて、紙に書き出してください。

　このエクササイズの主な目的は、予言者があなたの目に触れて未来を見せた奇跡的な瞬間を、残らず思い出すことです。過去の中に深く身を沈めれば沈めるほど、予言者のことがよくわかるようになります。絵を描いていて、創意に富むマンガのキャラクターを偶然考えついたときのことを思い出すかもしれません。あるいは、樹1の家で遊んでいて、将来住む家のことが一瞬ひらめいたときのことが、思い浮かぶこともあるでしょう。

　見つけ出したものすべてを、注意深く検証してみてください。一週間か一カ月後にふたたび思い返して、何に心を動かされるのか、考えてみましょう。直観の力を使って、それぞれの記憶が意味するものに耳を傾けてみてください。見つけ出したものはすべて、何らかの意味があればこそ、あなたによって見つけ出されたのです。

覚えておいていただきたいのは、予言者の力は予知にかぎつたものではないということです。予言者が体の中にあると、さまざまなレベルの英知を利用できるようになります。私たちがその瞬間に必要としているものに応じて、予言者はそれをユーモアであれ、雄弁さであれ、数学を解く力であれ私たちに提供してくれるようになるのです。

私がこのエクササイズを行なったとき、実に意外だったのですが、記憶に、中学一年生で、シアターゲームをしているときのことが蘇りました。私は陽気な声に支配され、クラスのみんなを笑いころげさせていました。声は中年のイギリス人女性のもので、私が以前に聞いたことのない言葉や表現を使いました。彼女の話は風刺に満ちていました。私は、体内にいる彼女が、私を通じて、優雅にゆったりと話をしているように感じました。

その記憶を吟味するうち、私は演じたいという自分の深い望みに気づくようになりました。自分が舞台に対してどれほど大きな情熱を持っているか、私はすっかり忘れていました。私の自我は、どういうわけか、この手の芸術が与える解放感によって脅かされ、そのためにその記憶を抑圧していたのです。シアターゲームをしているとき、私はなにものにも縛られず、望むがままに動くことができました。私はもはや、駆け引きの上手な外交家ではありませんでした。ありのまま、素直に話をすることができました。

ふたたび現れたもうひとつの記憶は、十一歳のときに妻の国籍を予測したことでした。ベッドの下に、私は誕生日のプレゼントにと両親がくれた地図帳を置いていたのですが、この地図帳は、私の想像力にとって、航空券のようなものでした。地図帳は、私が行きたいと思う場所であればどこへでも、部屋を出ることなく、連れていってくれたのです。

　どんなふうに起きたか正確には思い出せませんが、地図帳での旅をしているときに、私はこんな感覚を得ました。妻となる人はフランスの出身だ。結婚できる年齢になったら、私は大西洋を渡って、花嫁に出会うだろう、と。十二年後、私はライーナに出会いました。彼女はパリの生まれで、私が子どものころに空想の中で見た人とよく似た顔立ちをしていました。私たちが結婚したのは、知り合ってわずか六カ月後のことです。交際して結婚することは、前々から決まっていたことのようでした。

　予言者は、鮮明でぞくっとするようなメッセージを持ってあなたの子ども時代に現れたかもしれませんし、ありがちな、とらえにくい方法で現れたかもしれません。予言者は、私たちを、一生の仕事へ、重要な社会的地位へ、未来の伴侶へと導いてくれるメッセンジャーです。そのため、予言者が見せてくれた映像がどれほど控えめなものであったとしても、私たちはそれを見つけなければなりません。そうした映像は、魂が私たちに望んでいる、真実の人生への鍵を持っているのです。

　思い出せることをすべて書き出したら、蛍光ペンを手に取って、将来の生き方を左右したと思う記憶すべてに印をつけてください。懐疑的になってはいけません。あなたがこの世界にいるのは、何かとてつもないことのため、たとえば、ストッキングからコンピュータを作ったり、有機栽培のリンゴの種からガンを治す分子を育てたりするためかもしれないのです。

　ゆったりと息をしてください。笑ってください。私たちは、自分に生来備わっている予言者を受け入れる必要があります。そうすれば、予言者は、日々の暮らしの中で安定して生きられる場所を見つけることでしょう。

　最終ステップ　予言者を表す写真か象徴を見つけましょう。それは、あなたの中にいる、未来を見通す力を持った、すばらしい存在の目を覚まさせる助けになります。その写真あるいは象徴を、家の中の神聖な場所、本書のために使うことのできる祭壇のような場所に置きましょう。花柄のテープルや、寝室の窓台などの、ちょっとしたところでかまいません。祭壇は、あなたが今している旅のことを―魂の道を明らかにする、ゆっくりとした、しかしわくわくするプロセスのことを思い出させてくれるでしょう。

以下に、私が適切だと思う人々および象徴を挙げます。しかし、どんな人、あるいはどんなものを予言者とするかは、自分自身で判断するようにしましょう。

・E．E．カミングズ（童話作家）

・アナイス・二ン（日記作家）

・北極星

・シェークスピア

・カラス

・雲

・二コラ・テスラ（発明家）

・ロバート・プライ（詩人）

・チベットの蔓陀羅まんだら

共感者－他人のさまざまな経験を、体の中で感じる力
心でこそ、人は正しく見ることができる。大切なことは、目には見えないのだ。―アントワーヌ・ド・サンテグジュペリ

 共感者のおかげで、私たちは、ちょっとした気持ちから身体的な病気にいたるまで、他人のさまざまな経験を、体の中で感じることができます。教師をはじめ、心理学者や神霊治療家ヒーラーはみな、この共感者の力を使って仕事をします。

　私たちは、生まれながらにこの力を授けられます―同じ部屋にいるにせよどこか遠いところにいるにせよ、大切な人が傷ついているとき、それを感じることができるように。

　母親は生まれながらの共感者です。ラジオ番組で聞いた医者の話によると、母親というのは、赤ん坊のそばを離れているときでも、その子がおなかをすかせると、母乳が出ることがあるといいます。十マイル離れている場合もあるでしょうが、それでも母親の体は同じ反応を示すことでしょう。
私たちは、直観的な衝動に反応して、誰かと接触し、その人のことを気にかけると、そのたびに、共感者を自分の人生に引き入れることになります。共感者は、他人のことをよく考えなさいと教えられる子ども時代に気持ちや夢のことを気がねなく話せる環境や、家族のぬくもりを肌で感じる環境によって、強くなります。

　共感者は、子どもが、両親あるいはどちらかの親とともに世話をする立場に立つことを強いられ、自分自身のアイデンティティを育てられないと、表に出すぎるようになります。この場合、人はいともたやすく、他人の必要性にむやみに応じたり、親切のために自分自身の情熱を捨てたりするようになってしまいます。

　共感者に役立ってもらうためには、健全な自我を磨かなければなりません。自分自身についての責任の引き受け方を知り、その上で、外に出て、人々を癒す努力をしなければならないのです。この境界をきちんと持たず、共感する性質ばかりが強いと、あなたは環境のあらゆる負の要素を吸い取り、近しい関係の中で自分を失ってしまうことでしょう。
　私のワークショップに参加していた学生のひとりは、科学の授業中に突然、子宮のあたりに鋭い痛みを感じたときのことを話してくれました。その痛みはあまりに激しくて、死ぬのではないかと思ったほどだったそうです。結局、隣にいた女性の卵巣にガンがあることがわかりましたが、学生の共感者がそれを見つけ出したのでした。

　これは、共感者がどのように機能するかを示すたいへんわかりやすい例です。ここまではっきりとした形でこの本能にめぐり会うことは、あまりないでしょう。しかし、もし子ども時代に、両親の幸せに対して責任を感じさせられたり、あるいは虐待を受けていたら、共感の力は過度に作用するかもしれません。その場合は、この力を調和させるよう、努力する必要があります。

　もしそういう子ども時代を送っていて、他人の感情を背負い込むクセがあるなら、戦士を呼び起こすことによって、共感者を安定させることができます。戦士は共感者を保護します。光の盾を提供して、共感のためのセンサーを守るのです。虐待を受けた人はみな、内なる強い戦士を育てる必要があります。共感者と戦士は正反対のもの。戦士の激しさは共感者のやさしさによってやわらげられ、そして共感者は、戦士に守られるのです。

　戦士に接触する以外にも、次の儀式をすることで、共感者に強い境界を与えることができます。まず、自分のまわりに想像上の円を描いて、この世界での自分の空間を明確にしてください。それから、呼吸をしながら、その円が大きくなってふしぎな光の球になり、あなたの体全体を包み込むところを想像してください。

瞑想の前や、仕事をしているとき、あるいは友人と出かけているときでさえも、この儀式を一日に数分行なうことは、健全な霊気を生み出し、負のスピリチュアル・エネルギーを取り除く助けになるでしょう。

多くの人は、自分の中にいる共感者が日々どんなに多くの重い感情をとらえているか、気づいていません。この儀式は、靴に防水処理をするようなもの。欠かさず続ければ、深い水たまりの中を歩いても、染みひとつつかなくなります。

エクササイズ‥共感者編

共感者は、私たちが、拘束的な家族関係の力から自分を解放して初めて、健全に作用するようになります。クライアントの生を解釈(リーディング)してきてわかったのですが、多くの人の共感者は、今なお過去の中を生き、他人のために超過勤務をしています。しかしほんとうは、共感者は自分の心の中へこそ向けられ、自己を癒し、導くべきなのです。

　どこかに静かに腰かけ、胸に手を当てて、二分か三分のあいだ、心臓の鼓動を感じてください。リラックスできたら、自分は五歳ないし十歳の子どもで、育った家のいずれかの部屋にすわっているのだと思ってください。そして、まるで面接をするかのように、両親をひとりずつ、部屋の中に呼んでください。

　父親、母親それぞれに対し、あなたが体内で覚えるさまざまな感覚について、よく考えてみましょう。両親のうちどちらかが、あなたの共感的な感覚を支配していたかどうか、親の幸せに対してあなたに責任を感じさせていたかどうか、評価してください。両親のどちらかがこの点に当てはまっているなら、心の中でこう言ってください。あなたの影響力から解放されたい。私はもう、独立した人間として歩んでいけるのだ、と。

　部屋に招き入れるべき人は、ほかにも大勢いるかもしれません。このエクササイズをきちんと行なうには、子どものころにあなたの心を操ったすべての人を呼び出す必要があります。それによって、つらい過去に足を踏み入れることになるかもしれませんが、それと引き替えにするだけの自由を、あなたは受け取ることができます。

　次の段階では、子ども時代に、あなた自身であるための空間を、すなわち、あなたの気持ちや個人的な望みを恥じることなくさらけだす空間を、いちばん多く与えてくれた人を探す必要があります。

　ふたたび面接をし、誰が現れるかたしかめてください。今回は、兄弟姉妹や子どものころの近しい友人が関係します。その人を突きとめることができたら、あなたとのあいだにあるあたたかな感情に意識を集中してください。健全な共感者はこんなふうに表れるのだと知ってください。そういう親密さに守られてこそ、自分自身の心と結びついていることができます。また、ほかの人が感情的に必要としているものに、身体的に気づくこともできます。
この心あたたまる瞑想は、何度でも、したいと思うだけの時間をかけて続けてください。終わったら、共感者と結びつくことをどう感じたか、どんなイメージや色が心に浮かんだか、子ども時代のどんな人間関係が今なお癒しを必要としていると思うか、メモをとりましょう。

私の友人リチャードの場合は、子どものころにいつもいじめられていたガキ大将の記憶が浮かんできました。そのガキ大将はリチャードの潜在意識の奥底に組み込まれていました。そのため、ガキ大将が自分の人生の中でどんな意味を持っていたのか見つけ出そうとするたび、リチャードの共感者は黙り込んでしまいました。いじめられたトラウマのせいで、共感者は話すことができなかったのです。リチャードの耳に、自分の心が望むものが聞こえてくることはなく、そのため、彼は魂の道に入ることができずにいました。

ワークショップでは、私は参加者たちに、この瞑想を少なくとも三度か四度行なって、自分に大きな影響を与えた人に会うように言っています。瞑想は法廷のようになります。金切り声をあげたり、叫んだり、悪態をついたり、ののしったり。その人に対して言うのです―その人のせいで自分がどんなつらい目にあったか、そのすべてを。こうした昔の人間関係によって背負わされていたものが少なくなればなるほど、共感者ははっきりとあなたに話しかけ、あなたの夢へと導いてくれるようになります。手紙を書いて、燃やしてしまうのも有効な方法です。したいと思うことは何でもやってみましょう。

常にできる最もスピリチュアルなことは、自分自身に対してであれ、誰かほかの人に対してであれ、必要とされているところに愛を与えることです。共感者が癒されると、愛が―おのれを失うことのない、今までとはちがう愛が、自分の中から常にあふれ出すことに気づくでしょう。
あなたは、あなたからの励ましの電話を誰が必要としているか、心を解放するにはどんな本を読んだらいいか、どの医者がいちばん思いやり深いか、信頼できる人は誰か、親密な関係を築くにはどんな人がふさわしいか、といったことも、感じられるようになります。また、共感者は、ペースを落としたり、休息したり、退いたりすべきときを知らせてくれるようにもなります。共感者は私たちの中の博愛主義的な部分であり、生きているものに奉仕し、この星に生きる人々に癒しを与えたいと思っています。私たちが耳を傾ければ、共感者は私たちに独自の道を与えてくれることでしょう。

最後にもうひとつ提案します。外へ出て、心の中に住んでいる共感者の象徴となるような像か絵を探してください。樹木でも仏像でも太陽の絵でも、好きなものでかまいません。その像を、予言者のときと同じように、家の中の神聖な場所に―本書を実践するために使うことのできる祭壇のようなところに置いてください。

自分自身の中に新しい面を発掘したら、それぞれに、物理的な形を与えることが重要です。共感者を象徴するものは、心の声に耳を澄まし続けることや、自分自身と周囲の世界を愛すること、とりわけ、自分を導く最良のものは自分自身であることを、思い出させてくれるでしょう。
戦士－　直観の力、野性の力
この星の純粋な野性が消えると同時に、私たち自身の内なる野性的な性質への理解が消失するのは、偶然ではない。―クラリッサ・ピンコラ・エステス

　戦士とは、私たちの脳や神経に刻み込まれた動物的本能のことです。直観で感じたとか、衝動に基づいて行動すると言うとき、人々は戦士のことを話しているのです。戦士は分析をしません。戦士は行動するもの。魂が望むがままの方向へ、認識すると同時に動きます。

　また戦士は、人の心を読む手助けをし、どのような状況であれ、危険な領域を察知することができます。共感者と同様、体内のセンサーを通して情報を集めますが、その情報を弱めることはありません。戦士は健全な境界を持っています。そのエネルギーは、風のように戦士を運びます。危険に直面しているときでさえ、戦士は生き生きと活気とエネルギーに満ちています。

　ブルース・リーは戦士でした。武道の稽古けいこを通して、彼は全身でものを見ることができるようになりました。ネコさながらに周囲の空間をとらえることもできました。また、目隠しをされた状態で、十人を相手にすることもできました。

マーティン・ルーサー・キング牧師も、戦士のエネルギーを持っていました。彼の演説を聞くと、人々は足のつま先から脳にいたるまで、鼓舞されるように感じました。

戦士は私たちを、地球や、肉体や、自然のかすかな鼓動―健康で活力に満ちていると私たちに感じさせるものに結びつけてくれるのです。

ダニエル・ゴールマンは、ベストセラーになった著書『EQ－こころの知能指数』（講談社）で、今の文化の中にある多くの暴力行為は、現代の生き方に私たちの脳が追いついていないことによって引き起こされていると説明しています。動物を追ったり、森の中を歩きまわったり、敵対する部族と戦ったりしたいという衝動は、今なお私たちの体内をめぐっています。こうしたエネルギーを解放しなければ、エネルギーは無意識のうちに体からほとばしり出て、私たちの成長を支えるどころか、私たちに害をおよぼすでしょう。

農場で、つまり自然に鍛えられた両親のそばで育つ人は、周囲の強健さに呼応して、戦士を成長させる傾向があります。私の父は、戦士の性質をありあまるほどに持っていました。古風な人で、狩りや重量挙げや乗馬を好みました。荒々しい気質の持ち主で、一瞬のうちに聖人から暴君へ変わることもありました。父の近くにいることで、私は、体の中にある膨大なエネルギーの使い方を知り、海兵隊員のような直観を持つようになりました。

子どものころ、私たちの体は野生の感覚を求めてやみません。スポーツをしたり、何か体を使う仕事をしてその感覚を経験しないと、自信を感じることや、自らの根幹部分に基づいて行動することが難しくなります。

他方、戦争を経験したり虐待されて育てられると、戦士は、ゆがんだものになったり、残酷になったり、場合によっては、従順になったり、存在しなくなったりします。こうなると、私たちは全く逆の道を進むことになります。瞑想やメッセージ・セラピーといった、気持ちを静めるための練習を探し、激情が火を噴く前に、体の中に残るトラウマを癒す必要があるのです。これは長いプロセスになりますし、荒療治も必要になります。その後やっと、私たちの体は、すべての人が自分を理解しようとするわけではないことを知ることになります。

都市に住むようになってから、私たちの多くが、戦士との結びつきを失いました。戦士が抑圧されていると、私たちはたやすく、レイプからウイルスまで、あらゆる侵略のターゲットになります。また、意志を決定する際も、正確さと迅速さが失われてしまいます。

私たちが食べ物を求めて狩りをしたり、星や月の光を頼りにしていたのは、それほど昔のことではありません。私たちは、戦士を活動的にしておく練習を、腹の底から呼吸する練習をする必要があります。そうすれば、魂の道を行くのに役立つ機会が不意にやってきたとき、私たちの動物的な感覚が注意を促してくれるようになります。武道、アーチェリー、登山、ハイキング。これらはいずれも、戦士に行動を起こさせ、単調な暮らしの中にあってさえ、私たちをはつらつと、精神的にバランスのとれた状態にしてくれるでしょう。

戦士は、体内にある愛の与え方を教えると同時に、「ノー」の言い方や本心の伝え方も教えてくれます。昔の騎士がよく言ったように、私たちは剣を持つ前に詩人にならなければなりません。また、戦士の火は、ほかの三つのスピリチュアル・キャラクターの助けを借りることで、抑えることができます。

エクササイズ‥戦士編
子どものころに生命の息吹を感じた自然の場所、たとえば、海や木の下や山や砂漠へ行ってください。それが無理なら、そうした場所を思い出せるようなところでもかまいません。日誌とペンと想像力を使い、生き生きとして午後を過ごす計画を立てましょう。

前述したとおり、戦士は私たちの動物的な性質に結びついています。このエクササイズを始めるために、子ども時代の記憶をふり返って、大好きだった動物を探してください。強さと荒々しさと安心感を覚えた動物を選びましょう。自然の中にリラックスしてすわり、その動物について、子どものころに心を惹かれたりすごいなと思った性質を残らず、一ページ分、書き出してください。その動物の目のこと、毛並みや鱗うろこのこと、身の守り方、愛情の表し方、さらには、どんな音を出し、どんなふうに歩き、獲物を捕らえるか、といったことも書きましょう。微に入り細を穿(うが)って書く必要はありません。その動物のスピリット、すなわち、その存在の神秘に近づきましょう。

あなたの中にいる子どもが、恐竜や、あなたしか知らない想像上の動物に心を奪われていたという場合もあるでしょう。そうした動物について書いてもかまいません。あなたの自由です。

一ページ分書けたら、目を閉じ、その動物の生命力について、すなわち、その動物の動きを生き生きとしたものにしている特別至ネルギ一について、深く考えてみましょう。その動物の本能が、自分の血に注がれるところを思い描いてください。呼吸を、その動物のスピードとリズムに合わせましょう。その動物は、口や鼻で息をしていますか。世界をどんなふうに知覚していますか。ものを考えていますか。考えているなら、その考えはどんな感じがしますか。その動物にとって、世界のどんな部分がいちばんよく見えますか。体を、その動物と同じ皮膚センサーに直観的レシーバーにしてみましょう。

十分くらいのあいだ、こうしたことをじっくり考えてみましょう。内なる世界をどんどん広げて、その動物を包み込んでください。その動物のリズムと呼吸に溶け込んでください。

カンフーのあるスタイルでは、修行者は、さまざまな動物の特質を自分の武道テクニックに組み込み、新たなスピードとリズムに合わせて体を昂揚させます。子どものころ、私たちは同じように、動物を真似て本能を活発にし、植物や木や周囲の人々と体を調和させていたのです。

忘れないでください。戦士は、戦ったり殺したりするのではありません。それは、私たちの聖なる火。私たちの生に影響をもたらす、深い根源的な力とつながるもの。その力を無視して、かごの中に閉じ込めたら、戦士は私たちに対して反乱を起こし、他人に害をもたらすでしょう。

　思考することなく瞑想をし終えたら、子どものころに興味を惹かれ、内なる戦士を活気づけた、体を使った活動を残らずリストアップしてください。スポーツでも趣味でもゲームでも、霊魂(プシュケ)の中にいるこの戦士の役に立つものはすべてです。たとえば、ロッククライミングやボクシングやテニスといった、体の中で強烈な躍動感を感じさせてくれた活動や状況を探すとよいでしょう。

　そうした活動を、生活の中にもう一度取り入れてください。いくつか選んで、週に一度か二度、やってみましょう。そうすると、戦士がきわめて活発だったころの、体内に残る細胞の記憶が呼び覚まされます。あなたはいっそう覚醒することになります。必要なときに、直観がすぐ働くようにもなります。

　よくいわれる意見とは逆ですが、スピリチュアルな力は頭の中にだけあるものではありません。私たちは全身にセンサーを、つまり、あらゆる細胞に電話線を持っているのです。子どものころ、私たちは、こうした英知を次から次へと生み出す活動に、直観的に心を惹かれました。それは、私たちが持つふしぎな力の重要な部分でした。私たちは、どうすれば自分の霊魂(プシュケ)が活動的であり続けられるか、知っていたのです。

　書いたり考えたり思い出したりしてすばらしい午後を過ごしたら、外へ出て、戦士の象徴となるものを、すなわち、あなたの中にいる知的な火を思い出させてくれる写真や像のようなものを探してください。そして、共感者の象徴の隣に置いてください。旅はこれからも続きます。　
シャーマン－“あの世”ヘ入り込む力
われわれは空へ向かって旅立っていく。誰が物見をしたいと思うだろう。―ルーミー

私たちはみな、体内にシャーマンを宿しています。シャーマンは、精神(マインド)と肉体とが交わる十字路に住む魔法使いです。私たちが愛を交わしたり、瞑想したり、祈ったり、踊ったり、音楽をつくったりすると、太古の昔から人間の中にいたこのシャーマンは、目を覚まし、私たちの体に活力を与え、かつていた夢の世界への旅に、私たちを誘いざなってくれます。

私たちの中にいるシャーマンこそが、死んだ親戚の存在を感じ、スピリットと意志を伝え合い、ほかの町にいる友人に癒しを与え、波の音や鳥の鳴き声やバイオリンの音とひとつに溶け合う能力を持っています。シャーマンは、一方の足を地球にどっしりと据え、もう一方の足を永遠の中へと延ばしています。しかし、そんなシャーマンの、思考やイメージから成る王国のそばを、私たちは、目覚めているあいだも眠りに落ちた後も、さっさと通りすぎてしまっています。

　シャーマンは、象徴やエネルギー・パターンを通じて意志を伝え合います。彼らは、植物や動物の心の声を聞くことができます。呼吸や話される言葉を使って、自然の力を活発にもします。多くの先住民族文化を見ても、シャーマンは、薬草療法をはじめ気象学、天文学、出産、　　　　　　　　　　　　　　　　　死に通じた、その社会の癒す者(ヒーラー)であり、導き手です。鳥の羽や動物の骨でできた風変わりな衣装をまとい、集団トランスを実施して、部族の人々が人間の仮面をはぎ取り、神とひとつになるのを手助けします。

　現代にも、シャーマンは存在します。しかし、私たちはその世界を、たいてい観客として経験します。そうした不可思議な力が現実にあることは認めなくても、スクリーン上で起こることは受け入れます。そして、異星人が沼地の怪物に変化するのを見たり、主役の俳優が指先から光線を放つのに見入ったりするのです。

　しかし、自分自身の生活の中で神秘的なことが起きたり、恋人の顔が賢人のそれに変わったり、あるいは潜在意識の中から年老いた声が聞こえてきたりしたときには、私たちは、自分は気がどうかなってしまったのではないかと感じ、全力をあげて、その神秘的なことを追い払ってしまいます。

　シャーマンは、私たちの一部分であり、混沌や崩壊を黙認し、正気の垣根を越えたところを歩きまわって、エネルギーを集め、そのエネルギーをこの世で活用します。気のふれた科学者と聞いて思い浮かびがちなイメージが、活動しているときのシャーマンをかなり的確に表して　いるといえるでしょう。

　私たちはみな、ときどきクレイジーになって、いつもいる世界の外でダンスをし、非文明的な翼を広げなければなりません。定期的に旅行をしたり、神秘的な場所を訪れたり、詩を書いたり、花火を見たりしたいという人間の望みはすべて、シャーマンの強烈な願望です。その願望を、麻薬やアルコールを使わず、健全な方法でかなえることができたら、私たちははるかにスムーズに魂の道へ入って、ピラミッドを造ったり、作曲をしたり、世俗的な法則にとらわれない仕事を成し遂げられるでしょう。

　シャーマンの力を強く持つ人は、現実逃避のようなものによってそれを行ない、人間らしい苦痛をきっぱりと排除し、課せられた運命の中で幸せに生きていこうとします。画家ヴァン・ゴッホや、ロック歌手ジム・モリソン、作家ジャック・ケルアックら、芸術にたずさわった人たちの人生を調べてみると、彼らは、未解決の、激しい感情的な痛みに刺激を受けて神秘的な探求をし、驚くべきスピードで空想の世界へと駆り立てられているように思えることでしょう。

　私たちは、シャーマンの強い衝動を無視することはできません。抑圧されると、この本能は、陰で私たちを支配し、思いちがいや被害一方想、鬱、不安といった魔力へと私たちを引きずり込みます。人間は精神的な解放を必要としています。シャーマンがいなければ、私たちは全体像を見失い、無意味な世界に囚われたように感じるのです。

　子どものころ、私たちの多くは、シャーマンを育てる手助けとなるものを与えられませんでした。スピリチュアルな力を深めるよりむしろ、私たちは、食べ物をはじめ、タバコや麻薬といった、シャーマンが追求するほんものの魔力に代わるものに頼ることを覚えたのです。気がつけば、時が経つにつれ、おもちゃはどんどん意匠を凝らしたものになり、そして、子どもの目はどんどんどんよりとしたものになってきています。シャーマンは、テクノロジーによって押しつぶされ、生まれつき持っているほかのスピリチュアルな本能の多くとともに、しゃれた箱の中に放り込まれてしまうのです。

　シャーマンが成人期にも生き残るためには、子どもの空想の世界が信頼されなければなりません。よくある話ですが、子どもに想像1の友人がいて、実際それはスピリチュアル・ガイドなのに、両親に笑われたために、子どもがそうした友人と話をしなくなることがあります。これは、母親あるいは父親が、子どもと”あの世”との結びつきを台なしにしうるという、ありがちな例です。シャーマンが育つためには、家庭の中に、神聖な雰囲気や、見えない力を信じる気持ちや、祈りや瞑想といった日々の儀式－家族が一箇所に集まって、生の神秘を崇め、経験する場がなくてはならないのです。

私の場合は、幸運にも、両親はシャーマンが育つ豊かな環境を提供してくれました。父は天文学やアメリカ先住民族文化に夢中でしたし、母は、世界に名の知られた超能力者サイキックで、タロットカードをはじめ、ディープ・トランスヒーリング、占星術、自動書記といった超能力的技術サイキック・アートを私に教えてくれました。母と私は、父が死んだ翌年に、同時にカトリック教を抜け、すぐさま、私たちの生を劇的に広げてくれる独自の形而上的な実践を始めました。

　そのときから、私のスビリチユアリティは徐々に進化し、私はさまざまな分野の心理学や芸術を総合的に学ぶようになりました。長く研究を続ける中でわかったのは、シャーマンは、本格的な方法を用いたり荘厳な儀式をしなければ見つけ出せないというものではないということでした。創造的な遊びをすることによって、シャーマンは簡単に、しかも多くはより確実に、呼び出すことができます。神聖なロールプレイング・ゲームを通して、無意識のうちにシャーマンが現れると、私たちは、すんなり“あの世”ヘ入り込めるようになります。そして、シャーマンと興ずることができるようになれば、不合理な恐怖は消えてなくなり、私たちは、怖れではなく喜びを持って、魂の奥底を探求できるようになるのです。

　シャーマンは、ほんとうの親密さが芽生えたときにも活動的になります。ふたりの人が互いに心をひらいて、秘密にしていることや胸に秘めた夢を隠さず話すと、シャーマンが口をひらき、過去の生や、業ごうのかたちや、私たちの魂の道を照らし出す驚くべき知覚力について、詳細に打ち明けて話す雰囲気がつくられます。イエス・キリストは「ふたり以上の人間が集まるとき、私はそこに現れる」と言いましたが、それと同様です。シャーマンは、魂のこもった相手とともにいることに、すなわち、友情や結婚や家族といった信頼の絆に、刺激されるのです。

エクササイズ‥シャーマン編

ステップ1　このエクササイズを始めるにあたり、まず、子ども時代から昨日までに経験した、きわめて神秘的な出来事を現実世界が広がって、永遠を垣間見たときのことを、リストアップしてください。天使が見えたり、亡くなった身内の声が聞こえたり、母親の頭のまわりに明るい光を見たことがあるかもしれません。あるいは、その経験はもっと特異で、あなたにしかわからない独特のものだったかもしれません。

　スピリチュアルな世界は、誰に対しても同じように現れるものではありません。ある人にとっては、天使は翼と後光を持つものとして現れますが、別の人にとっては、巨大な赤い星のよぅに見えるかもしれません。あなたにとって神秘的であることが、ほかの人にとってはごくふつうのことである場合もありますし、逆もまた然りです。

　何を神秘的とするかは、あなた自身で判断しましょう。数分のあいだじっくり考えて、思い浮かぶ記憶をすべて書きとめてください。詳細に書きましょう。体がどんなふうに感じたか、その経験をした後にあなたは何をしたか、その経験はどれくらいのあいだ続いたか、といったことも書いてください。

　スピリチュアルな世界は、私たちが岐路に立ったときに、きわめて鮮明になります。快適な領域を越えてもっと情熱的な生き方へと足を踏み入れたとき、あるいは、自動車事故や強盗といった、生命が脅かされるような危機的状況になったときです。

　こうした状況になると、シャーマンは、不意に私たちに注意を促し、アドレナリンをどんどん分泌させ、危険を回避するのに必要なスピードとパワーを与えてくれます。生死に関わる状況は、どのようなものであれ、調べる価値があります。そこには、目に見えない存在、すなわち、あなたを安全へと導いてくれた守護神がいたかもしれません。徹底して調べましょう。あなたの内なる洞察力を使って、その場の全体を探ってみましょう。

　道に迷い、しかし奇跡的に帰路を見つけたときの記憶がよみがえることもあるでしょう。そういう場合、私たちは、気づくかどうかはともかく、かならずスピリチュアルな力に導かれ、気遣われています。
　心から好ましいと思う記憶、いうなれば過去の宝石のようなものを見つけたら、それを抱(いだ)いたまま腰を下ろし、その記憶で体の中を満たしてください。スピリチュアルな力を呼び起こすのに、これ以上確実な方法はありません。こうした記憶は、一人ひとりに合わせてなされる授業のようなもの。あなたのアンテナをもう一度張りめぐらし、魂の道と調和しているとどんな感じがするか、思い出させてくれるのです。

　ステップ2　幼いころのことを考察して、宇宙と調和していると感じることのできた、あなたにとっての儀式のようなものがあったかどうか、探してみてください。そういう儀式のようなものは、誰もがかつて行ないました。祈ったり崇めたりする本能は、私たち全員に組み込まれているのです。

　私の秘密を、ひとつお話しましょう。十二歳のとき、私は一階の部屋の中に、秘密の教会を持っていました。兄と姉が引っ越して出ていった後、私は三十枚ほどの聖人の絵を壁に貼り、ひざまずくためにカーペットの1にべルベットのカーテンを置き、飾り棚には竹の剣をつるし、そうして、即席の教会としたのです。悲しいときや寂しいときはいつも、私はそこへ行って、じっと考えにふけりました。それは私の私的な教会でした。私はひとりでその教会をつくりました。

　何を神聖な儀式とするかは、自分で決めましょう。子ども時代を詳しく探ると、魚釣りや、読書や、あるいは紙の凧をつくることが、どんなふうに神とつながっていたか、判断できるでしょう。

できれば、そうした行為を、もう一度生活の中に取り入れてください。取るに足りない行為だとしても、““全体性(ホールネス)””の感覚を、すなわち、シャーマンが姿を現し、そのふしぎな力を分け与える機会を、あなたに提供してくれることでしょう。

私の場合は、教会のほかにも、木々が”あの世”へ通じるもうひとつの窓になっていました。木に登らないときは、父と並んですわって、車庫へ通じる私道に並ぶ大きなポプラの木を見つめていました。

ポプラの木に、私は目覚めさせられました。老人たちによっても、やはり目を覚まさせられました。私には、老人と話をした記憶がたくさんあります。バス停や、老人ホームや、公園で、私は彼らのゆったりとした英知に、注意深く語られる話に、夢中になって耳を傾けました。老人たちは、どこからともなく現れ、私の中にいるシャーマンを、微笑ませ、笑わせました。

エクササイズが終わったら、外へ出て、ほかの三つのスビリチェアル・キャラクターのときと同様、シャーマンを表す象徴か絵を探してください。これはとても簡単にできるはずです。近ごろのニューエイジの店ならたいていどこでも、仏陀の像をはじめ、アメリカ先住民族の彫刻物、水晶、石、蔓陀羅などを扱っていますから。シャーマンをあなたの生活に呼び入れるのに役立ちそうなもの、あなただけに語りかけてくれるものを、手に入れましょう。

後の章では、シャーマンを目覚めさせるためのエクササイズを、数多く紹介します。象徴の役立て方や、スピリット・ガイドとの接触の仕方、それに自分のための儀式の仕方もわかるようになるでしょう。

忘れないでください。シャーマンはただ予測を行なうだけの存在ではありません。生まれながらにして持っているこの能力と手を取り合うようになると、私たちは開拓者になって、この世界で変化と癒しを促進する宇宙の力と同盟することになります。私たちは、過去の束縛から自分自身と他人を解放し、ほんとうの生へと旅する方法を知ることになるのです。

PART2　予言者を活動させる
さまざまな存在を透視する
昔から、私には、ほかの人には見えないものが見えていた。しかし、ほかの人に見えるものが、私には見えなかった。―サルバドール・ダリ

幼いころの私がひどく怖れていたのは、盲目になる、つまり、ものを見る能力を失うことでした。どういうわけか、私には、目があること―外部の世界の光や色を体内に吸収することがどれほど貴重か、よくわかっていたのです。

木の葉が落ちたり、子どもが靴ひもを結んだり、鳩がパンくずを追ったりするのをただ見るだけで、わかることはとてもたくさんあります。古くからある日本の俳句は、この点をみごとにとらえています。俳句の基本になっているのは、生を率直に観察すること。月光に照らされた水面に立つさざ披から不意に悟りを得るほど、心を静かに、かつ明瞭にすることなのです。

　今日、私たちの多くが視覚的に満足を覚えるのは、膝にポップコーンを抱えて暗い映画館にすわっているときだけです。私たちは、カーチェイスや爆発や砲撃や、頭の中にたたきつけてくるような不快なイメージを渇望しています。樹木を見るだけでは十分ではありません。私たちは、天使が宙に現れたり、閃光に呆然とさせられることを、望んでいるのです。

　しかし、予言者の能力を高めるためには、日本の俳句に見られるような感覚を磨く必要があります。私はつねづね、ワークショップの参加者たちに言っています。「テレビを見る時間を減らし、自然の中にいる時間を増やしなさい。偽りのないもの、すなわち、花や木や流れる水の繊細な実に、自分の未来を見通す力を調和させなさい」。自然の中にいると、目はものの奥深くを見通し、精細な部分を探求するのです。

　ほんとうの意味で目をひらくと、あらゆるものが語りかけてくれるようになります。笑い方によって相手がどんなふうに育ったか、また、話すときの手の握り方によって相手がどれくらいリラックスしているか、といったこともわかるようになります。

中国のサイキックたちは、この点に精通しています。彼らは、体全体について―足、口、額についてリーディングを行なうのです。感覚が魂と調和していれば、ナプキンからでも、相手の人生を洞察することができます。ジプシーは、紅茶の葉やコーヒーのかすからものごとを解釈します。予言者は、どんなものの中にも、意味を見出すことができるのです。

　西洋の世界では、私たちは、内と外、後ろと前、探さと浅さという考え方に夢中になってきました。目を閉じれば、空想の世界。開ければ、現実の世界といった具合です。禅の教えでは、そういう区別はなされません。内なる世界と外の世界はひとつのもの。夜に見る夢は、日中に見る夢と同じく真実です。どれほど深く木を見つめようと、あなたは自分自身の姿を見ることができるのです。

　スピリチュアルなものの見方とふつうに見ることとでは、ただひとつ、見ている深さだけが異なります。隣家の窓辺の望遠鏡や空に浮かぶ月が見えるように、目を訓練すれば、飼っているネコのオーラから死後の世界の光り輝く領域まで、さまざまなレベルの存在を知覚できるようになります。

“透視”を教えるとき、私は、何が神聖で、何が神聖でないか、ワークショップの参加者たちに言わないようにしています。ある人は、生来的に、数学的な形を通して魂を見る傾向があるかもしれませんし、別の人は、想像上の人物やマグネティック・フィールド（磁場じば‥イメージとしてはオーラのようなもの）を知覚するかもしれません。私が口出しして、見るべきものを教えることは、倣慢であり、また参加者を誤った方向に導いてしまうでしょう。モネに対して、睡蓮の花にそんなにたくさん紫色を使うなといったり、レンブラントに向かって、肌の色が青白すぎるのではないかと意見したり、そんなことをする人がいるでしょうか？

　不幸なことに、多くの人はそういうふうにしてサイキック・アートのことを教えられます。スピリチュアルな世界は一定の方向から見るべきだ、決まった方法で見なければ、未来を見る経験をほんとうにすることはできないのだ、といわれるのです。

　実際には、魂が意識に投影するイメージは、一人ひとりによって異なります。それは、年齢や文化、性別、信仰に左右されるのです。十歳のときには、私たちは神のイメージを、髭と笏(しゃく) を持つものとして描いたかもしれません。しかし、四十歳になれば、エルビスのようなイメージとして思い描き、七十歳では、孫の顔を思い描くかもしれません。

　芸術家にとっては、目にしているどんなものにも意味があります。彼らには、”透視”という言葉を使う必要がありません。なぜなら、芸術家にとっては、宇宙全体が神聖だからです。宇宙が、どこからともなく現れるスピリットだとしても、テーブルの上の果物だとしても、そこには魂があるのです。

　人間一人ひとりの飛躍的な進歩は、新たな深さで“見る〃ことから始まります。望遠鏡を発明したとき、ガリレオは、地球が太陽系の中心にあるのではないことを示し、当時のカトリック教徒たちに、ほんとうに必要な混乱を与えました。十九世紀には、ヴァン・レーウエンフークが、物質は固形ではなく、細胞と呼ばれる小さな基礎単位からできていることを発見しました。この知識のおかげで、医者たちは瀉血しゃけつをやめ、ほんとうに必要な治療を施せるようになりました。

　現実についての新しい見方を発見し、世の中と分かち合うと、それは野火のように広まり、接触するすべてのもの―映画にコンピュータ、機械、それに人間関の価値を高めていきます。
今から千年後に私たちがどんなふうにものを見るようになっているか、誰にわかるでしょう。科学者は、実在しえない原子やクォークを発見するかもしれません。あらゆるものは赤いということを、すなわち、原子のカーテンの陰には、濃く、情熱的で、うっとりさせるような赤以外何もないということを見つけ出す可能性もあります。あるいは、コンピュータ・グラフィックスで使われるモーフィングの技術がもはや時代遅れということになれば、遠い将来には、代わりにどんな方法がとられることになっても、何のふしぎもありません。

″透視″のためのエクササイズ

　もっとあとの項では、視野を広げてほかの時代や場所を見通す方法を紹介しますが、ここでは、その準備となるエクササイズを記します。いうなれば、目覚めのエクササイズ。目を覚ますための一杯のコーヒーといったところです。楽しんでやってください。急いで読み進めなければ、と思う必要はありません。自分に合ったペースで進みましょう。

ステップ1　書店か図書館へ行って、絵画の本が並ぶ棚を見てぐださい。恋人か友人といっしょに出かけましょう。時間をかけてください。絵がたくさん載っている、大きな、光沢のある本が見つかるはずです。芸術が重大な意味を持っていた、ルネッサンスの時代にいるのだと思ってください。どの画家のことも今初めて目にするかのように、じつくり見ていきましょう。とりわけ、作品を見たことのない画家に、心をひらくようにしましょう。

　絵の世界にあまり触れたことがなくとっかかりが必要なら、サルバドール・ダリ、アレックス・グレー（彼の『セークレッド・ミラーズ聖なる鏡』はとくにおすすめです）、ジョージア・オキーフ、クロード・モネの中から、誰かひとりを選ぶとよいでしょう。

　あなたが引き寄せられる本には、あなたの魂と共鳴するイメージや色が含まれています。ゆっくりと、ページをめくってください。心から感動する絵に出会ったら、それはあなたの視覚細胞がゆり動かされているということです。そのまま、しばらくその絵を見つめてください。その絵の光と色で、自分を満たしてください。

　もし大きな町に住んでいるなら、本を見る代わりに、美術館を訪れてもいいでしょう。

ステップ2　気に入った絵について、短い文章を書いてみましょう。なぜ、その絵に感動させられるのか。その絵の何が、あなたの魂を目覚めさせるのか。心に浮かぶとおりに書いていきましょう。「私はこの絵が気に入った。なぜならこの絵は、神や、子ヤギであることや、臆病なやさしさについてかぎりなくふしぎに思う気持ちのことや、体の奥底にある興奮のことを考えさせるからだ」といった具合に。思うがままに書きましょう。考えを抑制してはいけません。

ステップ3　現実の世界に、つまり、家や会社や隣のコーヒーショップなどに戻ったら、周囲の物や人々の中に、あなたが絵の中で見たのと同じレベルの美しさがあるかどうか、たしかめてください。画家が厳密に無意識から絵を生み出すことは、めったにありません。彼らの多くは、隠された自己と周囲の世界を結びつけ、スピリットを事物とたくみに混ぜ合わせています。

　こんなふうに二重レンズを通して生を知覚したり、魂のビジョンを日常生活の中に持ってきたり、他人の顔に、絵の中に息づいていたのと同じふしぎさや激しさが見えたりすると、どんなふうに感じられるか、たしかめてみましょう。

　うまくできないようなら、目を閉じて、絵のことを心に思い描き、それからふたたび目をあけてみましょう。これを二、三度くり返してください。こうすると、その絵をあなたの外側に引き出しやすくなります。

　これは、サイキック・アーティストがなすべき課題です。自分の中にある美しいものを外の世界へもたらし、食べ物のように、仲間の人間と分かち合わなければならないのです。

　選んだ絵が有名なものなら、複製画を購入して、家のどこかに置きましょう。複製画は、あなたの魂が世界をどんなふうに見ているかをあなたに思い出させ、今日経験したように、目を美と調和させ続けてくれることでしょう。

色を透視する
まさしく正反対だが、私は死の色であり、あなたは生の色である。もし私たちが互いの言葉に耳を傾けなければ、庭は存在しえないだろう。－ルーミー

私たちが、心の状態の多くを色を使って表現するのは、偶然ではありません。

　彼は激怒(レッド)している。彼女はひどく嫉妬(グリーン)している。私は憂鬱(ブルー)な気分だ。

　私たちがこうした表現を使うのは、それが真実だからです。科学者によって確認されたとおり、人間の体は色彩に富んだマグネティツク・フィールド、つまり、オーラと呼ばれる光の境界に囲まれています。ある感情から別の感情へ移ると、この私たちのまわりにある色が変化します。直観を通して見れば、私たちの体は静的ではありません。私たちは絶えず動いている絵、変幻自在なひとつの芸術作品のようなものなのです。

子どものころ、私たちは、この原始的なレベルの視覚にもっと深く結びついていました。私たちは、クレヨンやフィンガーペイントを使って、気持ちを伝えました。オレンジ色の風船を目にしたときは、それに触ろうとして、ベビーカーから落っこちそうになりました。それほど遠くない昔において、私たちは体を持つことなくあたりをさまよい、色やバイブレーションといったふしぎな言語を使って、ほかのスピリットたちと意思を通い合わせていたのです。それが、オレンジ色が私たちをわくわくさせた理由。オレンジ色はよく見知った言語でした。私たちにはそれの意味するところもわかっていました。

　予言者を成長させる際に重要なステップとなるのは、色についての認識を生の中に取り戻すことです。リーディングのときに私が受け取る多くのメッセージは、色によって分類されます。家族や仕事上の問題について質問を受けたとき、私の心にはまず色が浮かぶこともあります。色は、私の霊魂(プシュケ)の中に不意に現れ、細胞のいたるところに鮮烈な印象を残していきます。

　私は色をふたつの方法で解釈します。まず、その色を感じます。色を体の中に吹き込み、その色が運んでくるちょっとしたニュアンスのすべてを、すなわち、隠された特質や直観的に悟っていることを受け取るのです。次に私は、その色を、私の心の中にあるカラーチャートに当てはめます。オーラとカラーセラピーを研究したため、私は、人間の精神的・心理的な成長に関して、それぞれの色がどんな意味を持っているか、ひととおりのことを理解しています。

　このふたつの方法を使うことによって、私は膨大な量の情報を、クライアントに伝えられるようになります。いうなれば、ファッション∴アザイナーのようなものです。布地を得て、ようやくドレスをデザインできるようになるのです。

　これから、人間の体に関する七つの（七カ所あるチャクラに合わせました）主要な色について述べ、それらの色をどう使えば魂の道にもっと誠実でいられるかを示します。それぞれの色は、独立した本能のようなものです。これが活動的になれば、認識できる領域をもっと広げることができます。

　色について述べたあと、私が考えたエクササイズを紹介します。これらのエクササイズをすると、時間と空間を超えて、色を伝え、受け取る方法がわかります。シンプルなエクササイズですが、効果は絶大です。きっと、あなたの役に立つことでしょう。

　読み進めるうちに、私とはちがう解釈をあなたが持っていると気づいたら、それを大切にしてください。私はテーマを、すなわち、仕事を通して発見した癒しのための標準的な道具を伝えているにすぎません。本書を読むときは常に、「汝自身に忠実であれ」を貫いてください。

●赤

　赤は、力を表す色です。生き延びることに、すなわち、私たちにアイデンティティを教える主要な力に関係があります。赤は、ルート・チャクラの色、つまり、脊椎の基底部に位置するエネルギー・センターの色でもあります。赤い色は、人間関係における強い境界を私たちに与え、信じるもののために戦うよう励まし、足をしっかりと地につけさせてくれます。

　赤い色をたくさん発していたら、その人は、性的、闘争的、精力的で、ほしいものを手に入れるために進んで努力をする人だということです。赤と聞くと、私は、マドンナやヘンリー・ロリンズやゲーリー・オールドマンを思い出します。三人とも、情熱と激しさを持って境界を超える、いうなれば、秘めた、荒々しい魂をさらけ出すアーティストたちです。

私が多くの女性のクライアントに伝えたいと思うのは、赤いもので身のまわりを満たすこと、たとえば赤いシャツや、赤い絵や、赤い彫刻を、着たり置いたりすることです。多くの女性たちは、燃えるような感情を表せるのだということに、野性的な激しさは、慈しみ育てることと同じくらい大切なものだということに、気づく必要があるのです。

　もし、態度を明確にしたり、ストレスの多い状況に置かれ続けたり、権威ある人物に面と向かったりすることが苦手なら、おそらく、あなたは生活にもっと赤い色を取り入れる必要があります。

　赤い色について思いをめぐらせたり、まるで熱い液体のように赤い色が体の中に満ちていくのを想像したりしてみましょう。あるいは、赤い曼陀羅まんだらや、赤い仏像や、赤い花に意識を集中して、外からこの色を取り込んでもかまいません。

　体を積極的に動かすどんなことも、赤い色を呼び起こします。武道、アフリカの踊り、セラピーのひとつであるホロトロピック・ブレスワーク・。これらはいずれも、あなたの血を呼び覚まし、激しい感覚を目覚めさせ、人生と向き合う力強いエネルギーを与えてくれるでしょう。

●オレンジ

　オレンジ色は、創造性を表す色です。芸術や生殖、発明、自発性と関連があります。ペルビック（下腹部）・チャクラの色、すなわち、生殖器のすぐ上に位置するエネルギー・センターの色でもあります。私たちが朝オレンジジュースを飲むのは、何のふしぎもないことです。オレンジは目覚めの色であり、生命エネルギーを回復させてくれるのです。

　クライアントが心配事のために途方に暮れ、重苦しい思いを感じているとき、私はオレンジ色のことを深く考えるようにアドバイスすることがあります。

　芸術家やビジネスパーソンに対しては、アトリエやオフィスに何かオレンジ色のものを置くようにアドバイスします。オレンジ色は、衝動に対して―仕事に独創性をもたらす、妖精や詩的霊感から送られるひらめきに対して、常に心をひらかせておいてくれるのです。

　赤ちゃんがほしいと思う場合も同様です。ベッドのそばにオレンジ色の花を何本か置いておくと、多産や新たな命の誕生の空気を呼び覚まします。未来のわが子を歓迎すべく、まるで小さな果樹園のように、子宮がオレンジ色の光で満たされる様子を思い描いてもいいでしょう。

　奔放で喜劇的なエネルギーをうまくあふれ出させている俳優のロビン・ウィリアムズのような人たちは、たいてい、オーラの中にオレンジ色をふんだんに持っています。オレンジ色は、「深刻になるのをやめなさい」「新聞を下に置いて、子どもたちとモノポリーゲームをしに行きなさい」「ツイスター（パーティーゲームのひとつ）　のマットを広げなさい」「四つん這いになって犬のように吠えなさい」などと言うのです。

　もしあなたが、元気を出したり、わけもなくはしゃいだりすることがなかなかできない人なら、オレンジ色が助けてくれます。オレンジ色は感情の流れを止め、自己イメージについての不安を解消してくれます。するとあなたは自由になり、ふたたび子どもになることができます。

●黄

　黄色には、思考と行動という、ふたつのテーマがあります。深遠な文学作品を読むことや複雑な設計図を書くことに集中しているとき、あなたのオーラは黄色に満ちています。また、黄色は、あなたが意志を表しているとき、すなわち、凝縮された力を使って、契約をまとめたり、山に登ったり、誰かと出かけたり、といった出来事を起こしているときにも、あなたの周囲に現れます。

　黄色は、ネーブル（へそ）・チャクラ、すなわち、みずおちのすぐ下に位置するエネルギー・センターの色でもあります。ク腹の中の火ク　（やる気、の意味）という表現は、魂の命令を体が実現しているとき、すなわち、なすべきことを然るべき瞬間に遅れずしているときに腹を通り抜けていく、熱く黄色いエネルギーのことを述べています。おそらくマルコムⅩは、オーラに黄色い色をたくさん持っていたことでしょう。
　人生を変えるようなこと、たとえば、家を買ったり、アフリカへ旅行したり、新しい事業を立ち上げたりといったことをしたいと思いつつ、怖くて実行せずにいるなら、黄色に意識を集中する必要があります。これは、意識の動きをもっと速くしたいとき、つまり、もっと多くの仕事をこなしたり、電卓を使わずに小切手帳の帳尻を合わせたり、量子物理学を理解したいときも同様です。
精神的な能力を高めるためには、勉強したりテストを受けたりする一方で、脳が、大きなひまわりのように、黄色い光とともに広がり、あらゆる方向へ伸びて、輝く光についての情報を吸収し、思い起こすところを想像してみてください。

意志決定に対する不安を克服するためには、瞑想をして、腹の中央にある黄色い炎の球が全身へ広がっていく様子を思い描いてください。この瞑想は、あなたの意志を強くし、障害を切り抜けるのを手伝い、さらに、未知のものへ向かうのに必要な勢いを与えてくれるでしょう。

●緑

緑は、愛と癒しの色です。友人と深いところでつながり、直観や感覚で意志を通じ合わせているとき、全身をツタの葉が覆うように、あなたのオーラは緑色で満ちています。

緑は、ハート・チャクラ、すなわち、胸の真ん中に位置するエネルギー・センターの色でもあります。マザー・テレサやネルソン・マンデラといった人々は、この神聖な色を持っています。彼らの言葉の中にも、深い博愛主義的な行ないの中にも、この色は存在します。

　クライアントが、疎外されているとか、世間から締め出されていると感じているとき、私は、生活の中に緑の色を取り入れるように、つまり、周囲に花や植物をふんだんに置いたり、もっと自然の中を歩いたり、キャンプに行ったり、木を植えたりするようにアドバイスします。体の中に緑の色を吸収すると、古い心の傷を癒したり、誰かを許したり、涙が出るほど人を感動させる芸術を生み出したりできるようになるのです。

　恋人や新しい友人に出会って間まがないときには、緑色の光線があなたと相手をひとつにするところをイメージしてみましょう。こうすると、信頼や寛大さといった感覚が、すなわち、秘めた自己をさらけ出すのに必要な安心感が促されます。

　赤ん坊を産むと、母親の存在には緑色があふれるようになります。緑は、修繕の色、ふたつ以上のものがひとつに合わさる色でもあります。調和のあるところにはかならず、この色があります。緑の色を発する人は、そつのなさや如才なさ、適度であること、バランスといったものを心得ています。感情的かもしれませんが、その感情は理にかなったものです。彼らの心は、緑の色の持つ歌を伝えるのです。

●青

　青は、解放と、魂のこもった感情を表す色です。ブルース歌手は、自分の悲しみや苦しみや怒りを取り上げ、それを音楽の中に表現します。青色には、憂鬱な気持ちから恍惚となるほどの平安まで、いうなればファツツ・ドミノからエンヤまで、実にさまざまな感情が含まれます。青は、私たちを現実に引っばり込む色、隠しているものと向き合わせ、真実が見えるまで自分自身を見つめさせる色でもあります。

　青は、スロート（のど）・チャクラ、すなわち、のどの奥に位置するエネルギー・センターの色でもあります。青い色について思いをめぐらすと、ゆったりとした気分になり、内なる世界、つまり、不安な心の陰に隠れているゆるぎない現実とつながることができます。青は、気持ちを落ち着かせ、囲い込み、眠りを誘い、また、かぎりがありません。

　もし、自分を表現することが苦手なら、のどが、螺旋らせん状の青い光に通じているところを思い描いてみてください。スピーチやセミナーの前にこれをすると、言葉が刺激され、話の内容を豊かにするアイデアが、自然に思い浮かんでくるはずです。

　青い色に共鳴する人たちは、多くの場合、思慮深く内向的です。生を探り、その中に浸り込み、隠されたたしかな真実を突きとめます。知に関する考古学者であり、無意識の探求者です。

アナイス・二ン、カール・ユング、仏陀。彼らはみな、核心部に、高貴な青の色味を持っていたように、私は思います。

人が大勢集まる部屋で、避難する場所、つまり静寂の境界が必要になったら、プールで仰向けに浮いているかのように、自分が青色の平原に囲まれているところを思い描きましょう。青い色は、心をかき乱される回数を減らし、水の浮力を与え、あなたの空間を守ってくれます。
●紫

　紫は、未来を見通すカヤ洞察力を表す色です。発明家やサイキック、詩人、予見力のある人はみな、オーラに高い濃度の紫の色を持っています。紫は、サードアイ・チャクラ、すなわち、額の中央に位置するエネルギー・センターと関連しています。

　魂からイメージや画像を受け取るとき、それらは紫の光を通してあなたに送られています。紫は色の宅配人です。あなたが、言葉を使わずに考えを放出したり受け取ることを、魂から知識をもらって人生に組み入れることを、可能にしてくれるのです。

　紫の色は、まるで徹底的に調査をするかのように、極度の明瞭さを持って、過去を吟味し、未来に生かす手伝いもしてくれます。また、永遠や客観性、広い視野といった感覚を呼び覚まします。もし、未来を見通す力が妨げられ、魂の道から外れてしまっていると感じているなら、紫の色に意識を集中すると、進むべき方向や案内が得られるでしょう。

　プロジェクトを始めたり会社を興そうと思っている場合は、そのプロジェクトや会社が紫色の光に包まれているところを思い描いたり、あるいはロゴに紫色を少し取り入れても、良い効果が得られます。そうすることで、あなたと同僚は、よりレベルの高い考え方や、直観で得たアイデアや、創造的な解決法に、常に心をひらいておけるようになります。

　寝室に紫色の花や小さな像を置いておくと、夢を思い出すときに役に立ちます。以前より意識を明瞭にして眠れるようになり、朝日が覚めたとき、心の中を通り抜けたストーリーを思い出せるようになるのです。

　オーラに紫をたくさん持っている人、もしくは生き物の前にいると、あなたの心は先々を見通した考えで満ちあふれることでしょう。リルケが“知性の輝き”と呼んだものを、あなたは経験することになるのです。

●白
　白は、神性の理解を表す色です。オーラに白い色を持っていることは、高い知性、つまり自　　　　　　

身の精神(マインド)を超える精神(マインド)とつながっていることを意味します。白は、クラウン・チャクラ、すなわち、頭のてっぺんに位置するエネルギー・センターの色でもあります。この部分がひらいていると、天使やガイドの存在を感じ取り、生きとし生けるものの中にある神の力を見ることができます。

　白は、保護フィールドとしても使われ、好ましくないもの、たとえばテレビの静電気や放射能やウイルスを閉め出してくれます。エアコンや電子レンジをはじめとする多くの文明の利器は、私たちのオーラを弱め、病気にかかりやすくしたり、精神(マインド)の状態を乱したりします。しかし、白い光の保護があれば、人工的な環境―ショッピング・モールやオフィス―に入ってもあまり影響を受けず、しばらく蛍光灯の下を歩いても、気分よく感じられるようになります。あなたが看護師か医者なら、静かにすわって白い光に囲まれているところを想像しながら日々の仕事をこなすと、免疫システムを強くしておくことができます。医療用の衣服がたいてい白なのは、偶然ではありません。白い色は、病気を追い払い、負の力が入ってくることのできない境界を生み出すのです。

　人間は、死ぬと、螺旋状の白い光を通って、あの世へ入るといわれています。死の恐怖に打ち勝つ最良の方法は、体がまだ健康であるうちに、この変移に自分を慣らしておくこと。そのためには、瞑想に勝るものはありません。瞑想をすると、クラウン・チャクラがひらかれ、あの世へ入る順番がめぐつてくる前に、ほかの次元を探求することができます。詩人が“死の白い翼”と呼ぶものと出会い、完全なる自由を味わうことができるのです。

　白は、始まりであり、終わりでもあります。白のことを考えるとき、私の心にはロック歌手ジム・モリソンの歌の一節が浮かびます。「われわれが、どれほどかぎりを持たず、自由になれるか、想像できるかい？」これこそが、白い色のメッセージなのです。

エクササイズ‥色を送り、色を受け取る

　リラックスした雰囲気の中でパートナーといっしょにすわり、パートナーに、赤、青、黄の三原色のうち一色を思い浮かべてもらってください。目を閉じて、それが何色か、感じ取ろうとしてみましょう。色を思い浮かべている人は、その色が自分の体から霧のように放出され、空間をわたり、相手の心に届くところを思い浮かべてください。色を受け取る人は、全身を視覚器官にしてください。色が、つま先から入り、頭にまで伝わっていくのにまかせましょう。

　受け取った色を二度、声に出して言ってください。始めたときに一度。一度目を受け取ってから二、三分後にもう一度。色を発する側と受け取る側、それぞれを二度ずつやってみて、それから、どんなことが起きたか話し合ってください。用意がととのったと感じたら、色を増やし、緑、紫、オレンジ、自を加えてください。

　私たちは、それぞれのスピードでものごとを吸収しています。自分がどんなふうに活動しているか、提供されたものをつかむのにどれくらい時間がかかるか、よく理解してください。徐々に本能が研ぎすまされてきていますか。回を重ねるにつれ、的中率が上がってきていますか。

　パートナーが、仕事中あるいはよその都市へ行って遠く離れたところにいても、色を送ることは可能です。いつ送るか相手に伝えておき、あとで、受け取った色を電話で知らせてもらいましょう。いろいろと工夫してみてください。思いつくかぎりのさまざまな方法で、このエクササイズをやってみましょう。

色を送り、受け取ることは、昔からある癒しの方法です。あなたはさまざまな色の持つ意味を知ったのですから、自分自身にも周囲にいる人々にも、一日中、色を送って、癒しの効果を試してみてください。
　たとえば、誰かが寂しがっていると感じたら、緑色の光が、癒しの思いとともに、その人の心に入っていくところを思い描きましょう。あるいは、会議のまとめ役をしていて、あなたの考えをみんなに受け入れてもらいたいと思ったら、会社に行く前に、会議室が紫色の光で満ちているところを想像してみましょう。

　事がうまく運ぶようになることに、あなたはきっと驚くことでしょう。愛と確信を持って用いられると、色は大きな力を発揮します。色を使うことは、人生をよりよくするための、きわめて実際的かつ効果的な手段なのです。

エクササイズ：自分自身の色を読む

人生におけるそれぞれの局面において、私たちはひとつの色をほかの色より多く発しています。それは基本となる特徴のようなものです。私たちの中には、あるひとつの色を死ぬまで持ち続けていく人もいます。また、ころころと色を変えてしまう人もいます。

　成長の各段階においてどの色があなたを通じて表現されたがっているかを知り、表現されるまでその色を持ち続けることができたら、あなたはたった一度の人生において、とてつもなく大きな進化をすることになります。心理学者が“全体性(ホールネス)”と呼ぶもの、すなわち、心と体と精神(マインド)が統合された状態に達することができるのです。

　ところが、私たちは安楽と習慣を好む生き物なので、多くの人が、ひとつの色、魂のひとつの表現にばかり取り組み、人生の持つほかの色に対しては抵抗感を強めていきます。

多くの男性は、赤の領域―攻撃、競争、力―に囚われてしまい、その色を、緑や青に、すなわち直観や感情の豊かな広がりに、けっして変えようとしません。

　また、スピリチュアルな探求者たちは、自や紫の王国に囚われてしまい、自分の低いレベルの知性から―すなわち、私たちを刺激して、自分の空間を守ったり、生計を立てたり、笑ったり、踊ったり、遊んだりさせる、動物的な本能から離れてしまっています。

　これを防ぐには、どの色があなたを通して現れたいと思っているか、どんな調子や感情があなたの人生において発言権を持ちたがっているか、チェックすること。次のことをすると、どの色があなたの注意を引こうとしているか、わかるようになります。

　毎月末に、瞑想をして、注意を向けるべき色を教えてほしいと、魂に頼んでください。あらゆるスピリチュアルな感覚の中で、色はいちばん受け取りやすいものです。頼むときは、まずゆったりとした気分になって、心が澄みわたり、導きの声をすんなり受け取れる状態になるのを待ってください。

瞑想がすんだら、その色のあなたにとっての意味と、人生にどのように取り込むかを、簡単に書いてください。あれこれ考えず、すばやく書きましょう。たとえば、こんな具合です。

―青は僕の悲しみを表す色だ。僕は、もっと泣く必要がある。海辺をひとりで散歩して、死んだ父さんと話をしなければ。父さんが僕を呼んでいる。僕を助けたいと思ってくれている。父さんがいなくて、僕は寂しい―。
　また、ときどき、クローゼットの中をよく見て、今までとはちがう色に惹きつけられるかどうか、たしかめてみてください。もしそういう色があったら、心を惹かれるその色と調和する行動を探しましょう。

　私は、赤い色に惹きつけられた年に、ワイン色のＴシャツ二枚と、深紅のブレザーと、サーフィン用にサクランボ色の短いズボンを何本か買いました。クローゼットの中をのぞくことにときよって、私は、自分の激しさを表に出すべき瞬間を知りました。赤という色がガイドとして機能し、私の中のどの部分を、私自身が表現したいと思っているかを教えてくれたのです。

　手持ちの衣裳の色の中に気に入らなくなったものがあったら、それは打ち捨てておきましょう。パステルカラーのスカートや灰色のブレザーはおしまいにして、注意を引かれる色の洋服を買いましょう。内なる魂に調和する衣服を身につけることがどれほど気持ちがいいか、きっとあなたはびっくりすることでしょう。

　また、行きたいと思う風景のことを考えてみましょう。紫色の状態にあるときは、寺院や精神世界の書を扱う書店を訪れたいと思うかもしれません。オレンジ色の状態にあるときは、踊りに行ったり、あるいは、家で恋人といっしょにべッドに横になって、テレビを見たいと思うかもしれません。心を惹かれるところへ―その色の中に飛び込み、思う存分その色を感じられるところへ行きましょう。

ワークショップの参加者たちにいつも言っていることですが、ほんとうの生を生きるために、私たちは、自分の存在全体を高め、体内に眠るすべての色を活動させる必要があります。ここで紹介した棟習はきっと、そうしたことをうまくこなす手助けとなるでしょう。

エクササイズ：自分の外にある色を読む

色についての認識を自分の外へ向けて使うと、他人の性格をより深くつかんだり、未来の状況を見抜いたりすることができます。次に挙げるのは、私自身や魂の道へ向かう人々を導くために、私が日常生活の中で使っているテクニックです。

目を閉じて、友人か、会ったばかりの人の存在に同調してください。彼らが、あなたとともに、同じ部屋にいる必要はありません。別の町や、食事をしているテーブルの向かいにいてもかまいません。

色を受け取るエクササイズで、最初にしたのと同じことをしてください。ただし今回は、あなたの心に投影される色ではなく、相手のオーラの色を読み取ります。全身を受信機にして、体のすみずみからオーラの端まで、その人を見てみましょう。

友人といっしょにこのエクササイズをしているなら、その色が意味していると思うもの、友人の耳には届いていないかもしれないけれども、その魂が伝えようとしている情報を、友人に話してください。

　よく知らない人といっしょにこのエクササイズをしているなら、感じることをすべて書きとめてください。そして、後に、その人のことをもっとよく知るようになってから、感じたことを話し、自分の洞察の正しかったところを調べてみましょう。

　忘れないでください。色を見ることは、新たな脳細胞を目覚めさせ、思ってもみなかった考えを、ペンを通してあふれ出させること。自分の書いたものをあらためて調べてはいけません。色があなたを、新しい領域の言葉へ、新しい深みを持つ話へと押し出すのにまかせましょう。

　大事なデートや重要な会合がひかえているなら、その状況に対して心をひらき、それからそのデートや会合に臨みましょう。手を取り合うべき色を体の中にイメージし、生き生きとしてその出来事を経験してください。

　私もときどき、ハリウッドのレストランヘリーディングをしに出かける前に、そのようにすることがあります。オフィスや車の中で静かにすわり、レストランの様子をじっくり思い浮かべ、その晩支配的になる色は何か、調べるのです。ちょうど、キャンプに行く前に、テレビで天気予報を見るようなものです。

　白い色が見えたら、より高いところへ上がるよう招かれ、おそらくガイドか死んだ身内と話をすることになるだろうということがわかります。それがわかると、私は家で、“高みへ登ること”、つまり、祈りを捧げたりマントラを唱えたりといったことを始めます。すると、仕事に取りかかるまでに、適切な高さで仕事を進める準備がととのいます。

　赤い色が見えたら、一定の時間をかけて、動物的な意味での肉体を目覚めさせます。冷たいシャワーを浴びたり、ドラムの演奏に合わせて踊ったり、呼吸を速めて直観を活動的にしたりすることもあります。

世の中で成功するためには、私たちは常に自分を微調整し、自分のオーラをその日の課題に村応できるようにしておく必要があります。ある出来事の全体的な色を事前に知っておけば、不意を突かれるようなことはあまりありません。

ここでは触れませんでしたが、色はほかにも、ピンクをはじめ、黒、赤紫、茶、ターコイズなど、たくさんあります。そうした色も、人のオーラに現れることがあります。もし私が、あなたの特別な色を書きもらしていたら、類書でその色のことを調べたり、あるいは、その色があなたにとってどんな意味を持つか、詩に書いてみてください。私が述べた七つの色は、混ざり合って、無限のパターンを生み出します。自分の勘を信じましょう。魂のレベルにおいて、私たちはみな、色が意味するものを知っているのです。
“聖なる人”を透視する

過去は、われわれの中央にあり、新たな目で見つめられるのを待っている。

　今日の文化においては、私たちは、本や映画や絵画といった手段を通じてしか、過去を訪れることはできないと教えられます。

　しかし私は、自分の予言者の能力を追究するうち、もはやこれを真実として受け入れなくなりました。そうなったのは、十三、四歳の、詩に興味を持つようになったころでした。私はよく机に向かって、遠い過去について詩を書いていましたが、そんなとき、頭の中が映画のスクリーンのようにバッと光って、私は記憶と同じくらい生々しいイメージを、洪水のように受け取ったのです。

　数年してサイキックとなっても、不意に出会う超常的な状態に、変わりは全くありませんでした。クライアントの過去の一片を見るとき、その状況は、詩を書くときに見たイメージと同じ輝きを持って、私の脳裏に現れました。ちがいはみじんもありません。想像力は、見るための手段になっていました。私は知ったのです。三百年前の出来事―たとえば腹黒い王が城の廊下をゆったりと

歩いているところ　－　を目撃するのは子ども時代の一場面を思い出すのと同じくらい簡単なのだということを。私たちの魂は、世界のあらゆる記憶とつながっています。

私たちがなすべきことは、注意を言に集めて、じっとしていることだけ。そうすれば、過去が現在のほうへ歩み寄ってくるのです。

　私のワークショップでは、“仏陀を透視する”と名づけたエクササイズを行ないます。パーティー・ゲームをもとにしたもので、「過去の誰かと夕食をともにするとしたら、誰としますか」と問いかけます。目的は、参加者に、時間についての制約された考え方を手放し、過去の誰かに対して視野をひらき、その人の生に関して鮮明なビジョンを受け取ってもらうことです。

　私は参加者たちに、単に誰かに意識を集中するのではなく、”聖なる人”と呼ぶにふさわしい人を選んでもらいます。私のいう”聖なる人”とは、宗教的な息味で敬虔な人という意味ではなく、魂のこもった人生を送った人、思い出すことを促す何かを人類に与えた人のことです。この観点からすると、ランボーやサッフォーやアインシュタインが挙げられるでしょう。専制君主より“聖なる人”に意識を向けるほうが賢明です。というのは、このエクササイズはあなたを害するのではなく、あなたに糧を与えるもの。”聖なる人”の生に流れ続けた、人々を啓発するものを、あなたの体内に注ぎ込むものなのです。

もし、これまでの人生の中に、あなたにとって”聖なる人”だと思える人がいなければ、ゼウスやアフロディテ、マーリン、クリシュナといった、架空の物語に出てくる人物を思い描いてもかまいません。彼らは、実際の世界に生きた人と同じくらい、現実味があり、接触しやすいのです。まさかと思うかもしれませんが、試してみてください。

　次に、儀式の進め方を記します。

ステップ１　ひとり以上の人といっしょに円になってすわり、透視したいと思う聖なる人を、過去からひとり、共同で選んでください。選んだら、円になっている人全員で、目を閉じ、手を握り合って、透視を始めてください。方法は、色を受け取るときに用いたのと同じです。大脳からつま先まで、全身で、イメージを感じ取ってみましょう。ゆったりと息をしてください。リラックスしましょう。

できれば、自分が、目に見えない歴史書―地球を歩いたすべての偉人についての百科事典―を広げているところを思い描いてみましょう。あるいは、まるでスーパーマンの映画のように、その人の人生の重要な場面を含んだ、記憶のクリスタルが心に入ってくるところを想像してみましょう。あなたのビジョンを刺激するものは何でも、思い描いてみてください。

　私のワークショップでは、ふたりの参加者がガンジーを透視しました。一方の女性は、ガンジーが庭にいて、両手を地面に突き立て、まるで目の前には植物と野菜のほかには何もないかのように、恐ろしいほど集中した眼差しをしているところを見ました。パートナーの女性は、寂しい道を群衆とともに歩いているガンジーのイメージを受け取りました。彼女いわく、ガンジーのまわりには強く惹きつけられる光があって、今していることを全部放り出し、ガンジーとともに歩き出さずにはいられなかったそうです。彼女は、ガンジーの本質に触れただけでなく、ビジョンによって糧を―困難なときに戻るべき豊かな記憶を与えられました。

　何らかの理由で、自分は現実味のある出来事を見ていない、想像力がカメラを操作しているだけで予言者が活動しているわけではない、と感じても、その経験を大切にしてください。こうした儀式では、私たちの想像力はふつう、それほど遠くへは行きません。見えたものを、粉飾したり理想化することもあります。しかしそれでも、イメージの背後にあるエネルギーはほんものです。スピリチュアルな分野においては、本をその表紙によって判断できるとはかぎりません。見えるものより感覚のほうが大切になることもあるのです。

　友人のジョンがキリストを透視したとき、彼は怒りや暴力的な場面をたくさん見ました。予想していたのは、癒し手たるキリストのイメージを受け取ること。両手の光で病人を癒すキリストの姿です。キリストとは、天のエネルギーを感じたり、すべての人に後に付き従いたいと思わせたりする人のはずであり、よもや、キリストの人間くさい側面に引き寄せられるとは、ジョンは思いもしませんでした。しかし予言者は、〝聖なる人“の中の、あなたにとって見る必要のある側面へ、あなたを導きます。ゆったりと構えてください。その人の胸の鼓動を感じてください。

ステップ2　五分か十分のあいだ透視したら、円になってすわっている人たちに、あなたのイメージを、すなわち、あなたが見たり感じたり発見したりしたものを話してください。同意できるところ、できないところ、洞察したところを話し合いましょう。もはや瞑想の状態にな　くても、あなたが接触した人は、今なおあなたとともにあり、あなたの体に広がっているはずです。その人を感じながら、話してください。その人に、言葉に命を吹き込んでもらってください。

　続けて透視できるようなら、また別の”聖なる人”を選んで、初めからやってみましょう。初心者の方は、慣れるのに何度かやってみる必要があるでしょう。最初は、ほんの少しのことしか得られないかもしれませんが、やがて、このエクササイズは意義深いものになります。透視によって残されたものは、一日中あなたとともにあります。ショッピング・カートを押して野菜売り場を歩きながら、かたわらにガンジーを感じたり、恋人の顔にアフロディテのつややかな肌が見えたりすることでしょう。

　このエクササイズがうまくできるようになったら、日常生活の中で役に立つようになります。友人たちがあなたの全く知らない歴史的な話題、たとえば、有名な指導者や戦争や絶滅した種について話をしている場合、心の中を探って自分自身の情報源をチェックすることが―すなわち、すばやく透視を行なって、心の中にどんなイメージや感覚がわいてくるか、調べることができるようになります。

　楽しんでやってください。世界のすべての歴史が、あなたの自由になるのです。

親しい人を透視する

見るために、私は目を閉じる。－ ポール・ゴーギャン

　生きていると、愛する人にもっと近づくことができたら、と思う瞬間があります。肉体を抜け出し、空間を超えてもっと親密になりたい、と思う瞬間です。十九世紀の詩人たちは、この願いを絶えず表現していました。溶けてあなたとひとつになりたい、私の魂を、あなたに注ぎ込みたい……。

　ひとつの種として、私たちは、スピリチュアルな意味で親密になる必要性を、さまざまな方法で裏切ってきました。共同体にいるというより、私たちは孤独であることを選んでいます。直観的に結びつく代わりに電話やインターネットを利用し、親密になることを体に恐れさせ、誰かと溶け合うことに対して、心に抵抗感を覚えさせています。

幸い、私たちの中には、昔ながらの生き方を今なおしている人々がいます。魂とつながる方法を―恋人が肉体に触れるのと同じようにスピリットに触れる方法を、知っている人々です。瞑想をする中で、母は、アボリジニの一団のビジョンを得ました。彼らは、生まれつき予言者で、空間を超えて視線を届かせ、ほかの人の心の奥底に触れることができました。

　母が見た彼らは、森の中にいて、大きな火のまわりに腰を下ろし、言葉を発することなく話をしていたといいます。エネルギーの流れによって部族の人々は額と心で結びつけられており、気持ちや考えを、互いにダイレクトに送ることができました。彼らは、ひとつの存在として、精神的理解の結合体として、生きていたのです。

　予言者を体内に呼び込むと、そうしたことが起こります。あなたと友人、あるいは配偶者、あるいは亡くなった愛しい人とのあいだにある、胸のうずくような隔たりが消えていきます。少しずつ、あなたはより大きな体の中に存在するようになり、私たち全員を結びつけるエネルギー網を、その目で感じるようになるのです。

　未来にあるべき姿のために一体になると、私たちの力は強くなります。重要な力を呼び起こして、全世界に癒しの効果をもたらすこともできるようになります。母は、アボリジニたちは今まさにそれをしていると言いました。私たちが、頭上に放射能の光を見ることなく、優雅に新たな時代を迎えられるよう、彼らは、未来を見通す力を使って、人間がより高い認識と調和するのを助けている、と。祈りとは何かと問われれば、これこそがまさにそうでしょう。

　私は、愛する人とスピリチュアルな意味で親密に結びつく方法や、心の目をたしかなものにする方法を知るための儀式を考案しました。私はこの儀式を“ジェーンを透視する”と呼んでいます。そう名付けたのは、それが昔ながらの、ありふれた方法だったからでした。

この儀式をうまくこなすためには、率直で、信頼がおけて、あなたの幸せを気にかけてくれる友人が必要です。もしそういう友人がいないなら、人生に呼び込みましょう。

　ひざまずき、魂に対して叫んでください。実在する友人がほしい。私と気持ちを分かち合い、火の中でも恐れず歩き、涙を流し、詩を読む友だちを、私のもとによこしてくれ、と。

　まちがいなく、友人はやってきます。声の大きさが十分なら、あなたの叫びは彼らの耳に届くのです。

ステップ１　毎週、どこか離れたところにいる友人に時間をとってもらい、互いを透視して、見えたものを伝えましょう。午後の遅い時間か夕方の早い時間に、友人の一日を透視し、朝からその時間までに何があったか、見てみましょう。”聖なる人”を見たように、友人を見てください。心を無にしましょう。心の目を使ってください。

　集中できたら、友人について、心の中で簡単な質問を始めてください。今日はどんな気分でいるのだろう。うきうきしているんだろうか、憂鬱なんだろうか、うっとりしているんだろうか、それとも落ち着かないんだろうか。今の心の状態は、どんな具合だろう。

　少し時間をおいて、何が起こるかたしかめてください。どんなイメージが、あなたの意識に流れ込んでくるでしょう。体のちょっとした変化にも気づいてください。胃が痛くなったり、肩がこったり、口の中が渇いたり、性器が熱くなったりするかもしれません。
　イメージをノートに書きとめてください。そして、ふたたび相手に同調し、今度はもっと具体的な質問をしてください。着ているものは何だろう。誰といっしょにいるんだろう。朝食に何を食べたんだろう。靴の色は何色だろう。

ステップ2　十分か十五分、透視をしたら、友人に電話をして、あなたの見たものを伝えてください。

　心に浮かんだことをすべて、友人に話してください。友人が巨大なネコに食べられているイメージを受け取ったなら、そのように伝えましょう。友人は、上司と衝突したり、動物園へ出かけたり、あるいはターザン映画の再放送を見たりしたのかもしれません。抽象的なイメージが実はあたっているということは、間々あることです。そうしたイメージが意味をなすまでには、数分あるいは数週間かかるかもしれません。しかしたいていは、的を射た、正しいものです。常識にとらわれないでください。包み隠さず話しましょう。

　ただ、気をつけてください。はじめのうち、あなたの精神(マインド)はあなたをからかうかもしれません。友人に同調するたび、友人がガーターベルトをつけていたりカウボーイ・ハットをかぶっていたり、あるいは金魚鉢の中で泳いでいるところが見えることもあるでしょう。でも、あきらめないでください。しばらくすると、想像上のものと現実のものとのちがいがわかるようになります。直観的に、ピンとくるようになるのです。

ステップ3　三度か四度、友人と交替で透視をしたら、実際に会って、アボリジニの儀式をしましょう。向かい合って腰を下ろし、光線が第三の目と心でふたりをつないでいるところを想像してください。ここでは、何も話さないこと。見えたものを、何も伝えてはいけません。ただ単に、十五分か二十分のあいだ、互いと同調し、イメージが頭の中を流れていくのを見てください。

　これは、あなたが相手とスピリチュアルな絆を確立し、次回の透視をより正確なものにするのに役立ちます。明くる週に互いに電話をするときには、以前より結びつきが強くなっているのを感じるでしょう。ふたりがいっしょに瞑想することは、相手と調和するひとつの方法であり、ふたりのあいだの絆をたしかで不可欠なものにし続けてくれるのです。

PART3「共感者を目覚めさせる」では、精神的なつながりをさらに深める儀式を紹介します。そうした儀式からは、ほんとうの親交に心をゆだねる方法や、完成されたスピリチュアルなつながりに浸る方法がわかるでしょう。超自然的なエクササイズはいろいろありますが、いちばん最初に知るべきは、ほかの存在と親密になる方法であり、あらゆる生き物と意思を通じ合わせる道が存在する、本質的な現実に入り込む方法なのです。

予言者を活動させると、私たちの目は、世界を縫い合わせ、知覚したことのすべてを、一枚のタペストリーへまとめあげるようになるでしょう。
別の場所を透視する

この部屋の様子が、今夜はとてもよくわかる。―マイケル・オンダーチエ

 映画撮影技師のように、予言者は、非現実か現実かのどちらかをフィルムにおさめます。そして、空想上のラブシーンや、現実の戦争の戦闘シーンを、閃光のように、私たちの意識の中に映し出します。

　私たちの多くは、このことを知りません。そのため、サイキックたちは自分とは異なる目を使っているとか、タヒチについての自分の空想は、カード占い師が目を閉じているときに見るものほど鮮やかではないと思っています。

　実際には、両者は同じものです。地下鉄にゆられているときにわいてくる想像は、ノストラダムスが地下室で瞑想しているときに得たビジョンと同様、予言者が見せるもの。メカニズムは変わりません。それは意思であり、そのように現れるもの。私たちは精神的理解をする生き物です。私たちは見ます。それが私たちの本質なのです。

　ワークショップでは、私は、心の目を使って、空想の世界より現実にある場所―人をはじめ、思い出やソファやペットや料理の匂いなど、いろいろなもののある人間の家を透視するよう、参加者たちに言います。どういうわけか、三次元の空間を透視すると、感覚が鋭くなります。歩きまわったり、玄関に入ったり、ドアをあけたりといったイメージがわくと、それによってビジョンが目覚めるのです。

それはちょうど、さいころを振って想像1の風景の中へと入り込んでいく、双方向のアドベンチャー・ゲームのようなもの。濠ほりを渡ったり、穴の中へ降りたり、先史時代の鳥に乗って天空を飛びまわったり―。予言者は旅人です。そして、動けば動くほど、記録できる事柄は多くなります。

ほかの人の家を透視すると、エネルギー・フィールドを突きとめ、部屋の雰囲気をうまく利用し、微妙な状況を判断する方法もわかります。大切なのは、危険な領域、すなわち、体が不快感を覚える場所を感じ取れるようになること。あるいは、私の妻のように、レストランで、いちばん会話が弾むテーブルを選べるようになること。こうしたことがわかるようになれば、楽しい気分になれるだけでなく、命を救われる場合も出てくるでしょう。

エクササイズ：家を透視する

パートナーといっしょに腰を下ろして、パートナーに、．子どものころに住んでいた、そしてあなたが訪れたことのない家を、思い描いてもらってください。もしふたりが小学校に上がったときからの親友で、パートナーが住んでいた家を見たことがあるなら、親戚の家や別荘や勤めている会社を思い描いてもらいましょう。あなたが行ったことのない場所なら、どこでもかまいません。

　用意ができたら、意識を心に向けて、その家の中に入ってみましょう。玄関から入ってください。必要なら、ノックをどうぞ。化粧品の販売員になったつもりで、中に入って、お茶を呼ばれ、新しい口紅を並べてください。こうした小道具が作用して、心の緊張を解き、力を発揮させることがあります。

　感覚を総動員してください。オーブンからは、何が焼ける匂いがしますか。どんな音楽が流れていますか。二階建ての家ですか。家具は明るい感じのものですか、それとも暗い感じのものですか。その住まいから、どんな印象を受けますか。

　心が無になったら、簡単な観察に戻りましょう。暑いか、寒いか。楽しいか、それとも悲しいか。その家に犬はいますか。小鳥はどうですか。窓辺に木は植えてありますか。

　受け取ったイメージをすべて、パートナーに伝えてください。まちがっていても、気落ちしないこと。探索を続けましょう。次の部屋へ入り、階段を下り、ドアを通り抜けてください。行き詰まったら、その場所は暑いのか、それとも寒いのか、パートナーに質問をしてみましょう。パートナーの人は、「暑い」もしくは「寒い」と言って、指示を与えること。親切になってください。ヒントをあげましょう。

　私が行なったあるワークショップでは、キッチンの物入れのところまで来た女性が、中に入りたくないと言ったことがあります。何か痛々しい感じがする。近づきすぎたら、つらい思いをしそうだ、というのです。私はエクササイズを中断し、その女性が透視した相手で、過去にその家に住んでいたローラという女性に、物入れの中に入るように言いました。ためらうことなく、ローラは指示に従いました。

　ローラが、自分がその暗い空間に入り込むところを思い描くと、私は彼女に、そこに隠れているのは誰なのか尋ねるように言いました。物入れの中に、人がいる気配が感じられたのです。助けを必要としている、孤独な人の気配でした。やがて、物入れの住人は一歳の子どもであることがわかりました。誰なのかと尋ねたローラの耳に、自分の名前が聞こえてきました。

　その子どもと意思を通じ合わせることで、ローラの過去について、さまざまなことが明らかになりました。ほんの小さな子どもだったころ、ローラは、生まれるべき家をまちがえたように感じていました。家族の誰も、彼女が必要としているレベルで、彼女と話をしようとしませんでした。両親からあたたかな心を感じることもありませんでした。

　そうした傷は、彼女の体に消えることなく残っています。のどにしこりがあって、彼女は、抑えた、ささやくような声でしか、話すことができませんでした。また、自分を守るために、ローラは内気でおずおずとした性格になりました。笑われたり無視されるのではないかと思って、ほんとうの自分を隠し続けてもいました。

　物入れは、ほんとうに物入れに隠れていたということではなく、封じ込められた人格、すなわち、適切な愛情を受け取ることのなかった幼い子どもを暗示するものでした。

　ローラがその子どもと話をするうち、部屋が熱を帯びてきました。幼い子どもに救いの手をさしのべているのは、彼女だけではありませんでした。ワークショップの参加者全員が、怯えている一歳の子どもと、愛情をこめて心を通わせていたのです。そんな心のふるえる場所へ向かうことを、私は意図していたわけではありません。私たちは、高いレベルの力によって、すなわち、体内にたまった不安と孤独を癒す共通の必要性によって、そこへ導かれていました。

　このエクササイズでは、表面的なことを調べるうち、それと気づかずに、感情の深いところへ入り込む場合があります。古くからいわれるように、家は心の宿る場所。テーブルや椅子や野球のトロフィーのほかに、家は心の傷のいっさいを残し、そして住む人の人生を伝えます。家の中を歩くときは、そのことを思い出してください。カーペットの中に沈み、壁の中で息し、目にするあらゆるものの中にぎっしりと積み重ねられた記憶に触れてください。

　パートナーが偶然、過去の何か、あるいは誰かがあなたを呼んでいるのに気づいたら、交替して、調べに行きましょう。失われた子どもや、大人や、あるいはペットと、まるで彼らが目の前にいるかのように、話をしてください。

　心の傷を乗りこえて、過去へ立ち返り、その傷を癒すだけの強さと洞察力を持てるようになるには、ふつう、十年から十五年かかります。かつて住んでいた、深い悲しみのつまった部屋や家を、大きな喪失感と悲しみを味わつた場所を思い出せたら、自分で透視をしてみましょう。心の目を使って、いまだその場所に囚われ、あなたが魂の道に住むのを妨げている、あなた自身のその部分を、思いきって解放してください。ろうそくに火を灯し、目を閉じて、過去の中で動けずにいるその傷と、話をしに行ってください。隠れた部分に触れたときには、大いに涙を流すことになるでしょう。しかし、大いに成長することにもなるでしょう。

パートナーといっしょにエクササイズを終えたら、物理的な空間のことを、もっと認識するようにしてください。特定のカフェにどんなふうに惹きつけられるのか、書店を歩いているように感じるのはどういう場所か、家のどの場所にいるといちばん心が安らぐか、レストランでどのテーブルに引き寄せられるか、調べてください。自分流に風水を取り入れるといいでしょう。見た目によいというだけでなく、正しいと思われる場所に、花瓶や写真を置きましょう。カーペットの上にもっと寝そべってください。新しい観点から、ものごとを見てください。

ネコのように暮らしましょう。風にそよぐカーテンから、恋人の手から放たれる琉拍色の光まで、周囲のことを鋭く認識しましょう。注意力は時とともに増していきます。さらに多くのものを見る用意がととのったら、見えるようになります。目に見えるものを正しく認識することから始めてください。ふしぎなことに、目に見えないものが現れてきますから。

予言者からのサインを受け取る
あらゆるものは、あらゆるものの一部である。―トム・ロビンズ

病気になったり事故にあったり若くして死んだりすることは、多くの場合、人々が、体の中のサインも外の世界のサインも読み取れなくなっているために起こります。私たちは、野生という、サインを読み取れなければ生き延びることのできない世界を抜け出してしまったため、魂が自然環境を通していつ語りかけてきているのか、なかなか気づかなくなっているのです。私たちは、サインを読み取るための新しい方法を考え、神話の世界とつながる必要があります。

　ジャングルに住んでいたころ、私たちはどんなものも無視するわけにはいきませんでした。小さな虫でさえ伝達者になることがあり、何らかの自然災害がこっちへ向かっているというサインを、私たちにもたらしてくれました。世界は何も変わっていません。あなたが目をひらけば、世界のすべてのものがあなたを導いてくれるようになるのです。

　私たちが受け取るサインの中には、あまり理にかなっていないものもあります。私たちだけに向けた特別なメッセージをこめて、予言者がとんでもなく奇妙な瞬間に手渡してくれるサインです。雑誌を読んでいるときに、香水の広告の言葉が飛び込んできて、弁護士と会う約束を思い出すこともあるでしょう。仕事へ行く途中、コーヒーショップを通りすぎたときに、大学時代の友人のことが不意になっかしく思い出され、その夜電話をかけてみると、母親を亡くしたところだとわかったりすることもあるはずです。

　サインはいたるところにあります。注意を怠らずにいれば、いつでもサインを受け取ることができます。信号の点滅の仕方。飼っているネコが、部屋に入るとかならずすわる椅子。学校からの帰り道に、わが子が摘んできてくれた花の色。日常のありふれた出来事でも、メッセージを―進むべき道を進みながら、次に起きることに対して準備をさせてくれる直観的なヒントを、もたらしてくれることがあるのです。

　サインに敏感になってください。しかし、サインに支配されてはいけません。あなたは、主人(あるじ）であり、予言者であり、サイキックです。サインというのは、あなたのまわりにあるものの中に現れる、あなたの心の声なのです。

サインを解読する

　サインだと思うものに注意を向けたものの、何を意味するのかわからないときは、予言者に、説明してくれるよう頼みましょう。しばし目を閉じ、声や映像や音といったヒントが、心の中からわいてくるのを待ってください。日誌の、何も書いていないページをひらいて、思いつくままにペンを動かしてください。

あなたに話しかけているのが、たとえば樹木なら、樹木のイメージを意識したまま、心に浮かんでくる言葉を書きとめていきましょう。次に、そのページを見て、パターンがないかどうか、つまり、明確に現れているメッセージがないかどうか、調べてみてください。

　魂はしょっちゅう、私たちの精神生活について、何かを伝えようとしています。私たち人間は、キャリアを積んだり金を稼いだり欲しいものを買ったりといった、世俗的なことはたいていうまくできます。ところが、スビリチユアルな作用のこととなると、多くの人が戸惑ってしまいます。樹木というのは、ペースを落としたり、休憩したり、じっくり考えたり、一服したり、絵を描いたりする必要があるというサインにすぎないかもしれません。ときには、そういうシンプルな内容が示されていることもあるのです。

同時性のサインを感じ取る

人生においては、私たちが魂と完璧に調和して行動しているために、サインが外の世界に現れて私たちの行動を祝福してくれる場合があります。

　田園風景を絵に描いているときに、カラスが声をかぎりに鳴いて、その絵が神聖なものになることを告げる場合もあるでしょう。あるいは、銀行で順番待ちをしながら見知らぬ人と話をしているときに、サインを得ることもあるかもしれません。自己紹介をしようとしたまさにそのときに車のクラクションが鳴って、あなたが相手に感じる親近感はほんもので、別れる前に電話番号を聞いておくべきだと促す場合もあるはずです。

　サインは、明確なメッセージを含んでいることもあれば、あなたの気分を良くするために、つまり、あなたはひとりではないとか、高いレベルの知性が世界の混沌を管理していて、あなたはそれと調和しているといったことを思い出させるために、現れることもあります。

　私が今までに受け取ったサインの中でとくに美しかったのは、数人の友人と公園で話をしているときに現れたものでした。話題は、男として、長く独り身でいるか、結婚してあたたかい家庭を築くか、それを選択するときの難しさについてでした。友人が、ちょうどガールフレンドから別れたいと言われたところで、久々に自由になれるのを喜ぶべきか、婚約指輪を買いに行くべきか、思い悩んでいたのです。

　会話が途切れたとき、二匹のチョウがやってきて、ふざけ合う恋人同士のように、らせんを描いて飛びまわりました。自然は私たちに示してくれたのです。ふたつの生き物はいっしょにいられるということを。互いに相手のじゃまをすることなく飛べるのだということを。

　そのサインは、私たちの心の奥深くへしみ込みました。私たちの会話には、別の力が加わっていました。私たちはみな、にっこりと笑いました。

　何かが起きるのと同時に送られるサインをより深く感じたいなら、瞑想しながらサインに意識を集中させましょう。気持ちを楽にして静かにすわり、精神(マインド)を、サインが現れた瞬間に同調させてください。「このサインは自分に向けられたものだ」と気づいた瞬間に、体内を流れる電気を感じてください。意識という配電網の中に入り込み、直観に、さらなるメッセージを送ってもらいましょう。

　サインを受け取った瞬間、私たちのアンテナは、まるで避雷針(ひらいしん）のように、非常に敏感になります。こうした瞬間について深く考えると、あなたのスビリチェアリティが高まります。あなたの中の予言者が訓練され、かすかなサインでもとらえられるようになるでしょう。

サインを求める

私たちは一日中活動しているため、順調に道を歩むための案内を早急に必要としながら、どのようにすればそれが手に入るのか、わからずにいることがめずらしくありません。

　しかし、電話で顧客と話しているとき、異国の街を歩いているとき、あるいは深夜に家へ向かって車を走らせているときに、不意に、より高度なアドバイスが神からのサインが必要になることが、きっとあるでしょう。

　そうした切羽詰まったときでも、次の方法を用いれば、予言者と連絡をとり続けられます。ストレスの多い瞬間に、私にとって奇跡を引き起こすこのエクササイズは、楽しいものです。

　まず、今いる場所がどこであれ、意識を心に向けて、あなたを困らせている問題に集中してください。ゆっくりと呼吸をしましょう。

そのもんだいを、体内に広げましょう。あなたを困らせているのは、高価なサングラスを買うべきかどうか、ある医者に診てもらうべきかどうか、人を馬鹿にしたような冗談を言う友人にひとこと忠告するべきかどうか、といった問題かもしれません。サインを得られれば、あなたは、今が行動を起こすべき時なのか、それとももっと適切な時機を見はからったほうがいいのか、判断しやすくなるはずです。

　用意ができたら、周囲をよく調べて、最初に強く注意を引かれるものは何か、たしかめてください。それは、電灯か、リンゴか、あるいは広告板かもしれません。あれこれ考えず、注意を引かれるものが何を意味しているのか、あなたが抱える問題に対してどんなメッセージを持っているのか、直観に話をさせましょう。

　最初は、ばかばかしいことをしているように感じるかもしれません。物体をじっと見つめていると、頭がぼんやりとして、困惑を覚えるでしょう。椅子やコップから英知を求めようとしている自分を、笑いたくもなるでしょう。

　予言者を活動させるには、練習と、ひらかれた精神(マインド)と、楽しみながらどんどん試そうとする子どものような気持ちが必要です。このエクササイズを日に何度か行なえば、じきに、ペンやドアノブやネクタイピンや鉢植えの植物といったちょっとしたものの中にも、サインを読み取れるようになります。会議のときもデートのときも試験のときも、魂があなたのところへやってきて、あなたが目をちょっと動かすだけで、導いてくれるようになるのです。
　この項を書こうと思ったとき、私は予言者に、サインを与えてくれるように頼みました。このエクササイズのことをどのように書いたら、読者に、非生物の対象から導きの声を得るなんてどうかしていると思われないか、それに対するメッセージをくれ、と。

すぐに、私の目は机の上にある電気スタンドに釘付けになりました。そして直観的に“光”という言葉が頭の中に浮かびました。予言者は、このエクササイズを、明るく、シンプルで明瞭、かつ楽しいものにするよう、アドバイスしてくれたのです。

　サインは、これまでとはちがう世界へ入るための入口です。深く入り込み、探究し続ければ、やがてほしいと思うまさにそのものが見つかります。サインを探して目を凝らすことは、私たちの生を、より真実のものにしてくれるのです。

　最後にもうひとつ。毎朝、目が覚めたら、あなたを導いてくれる、明瞭でわかりやすいサインを三つ与えてくれるよう、魂に頼みましょう。すると、その日一日が、魅力あふれる、重厚なものになります。サインを得たら、心に達成感が満ちあふれるのが感じられるでしょう。なぜなら、それを生み出したのはあなたなのですから。

　しばらくすると、二つの世界に住んでいるように感じるようになるでしょう。嵐になる前に救命ボートを出して自分自身を救えるようにもなります。進歩した魂は、そのように生きています。常に二つか三つのグラスを冷凍庫で冷やし、心惹かれる客が来るのを待っているのです。

未来を予測する
ビリー・ピルグリムは言う。トラルファマドール星人にとって、宇宙はまたたく星の集まりのようには見えない。彼らには、それぞれの星がどこにいて、どこへ向かうのかがわかる。そのため、天は、すぐれた夜光のアンテナで満ちている。また、トラルファマドール星人は、人間を二本足の生き物だとは思っていない。彼らは、人間というのはヤスデだと思っている……一方には赤ん坊の脚が、もう一方には老人の脚が並んだ、巨大なヤスデだと……。―カート・ヴォネガット

　未来を予測することは、日常生活の中でごくふつうに行なわれていることです。私たちは、なにげなく、たいていは気づくことさえなく、始終、未来を予想しているのです。

　たいていの人にとって、予言者とは、無意識の力であり、危急を救いながらその痕跡をいっさい残さないヒーローです。パスタをゆがいている鍋がふきこぼれそうになるほんの少し前に、私たちは何かに導かれてキッチンヘ行き、コンロの火を消します。たまたま道をまちがえたために、恐ろしい事故をまぬがれることもあります。気まぐれに適当な馬券を買って、千ドル儲けることもあるでしょう。また、オーディションのときにふと思いついて赤い服を着たところ、あとでそれがディレクターの好きな色だとわかったりすることもあります。

　私が出会ったほとんどの人が、予言的な瞬間を経験したことがあるといいます。とくに母親は、この才能が豊かです。わが子がまだ幼いころ、母親は数えきれないほど正確に未来を予測して、その命を救っています。同様に、警察官も、絶えず洞察力を使います。

　予測は、霊魂(プシュケ)が自然に行なう働きであり、呼吸したり眠ったりするのと同様、私たちが生きていくのに不可欠なものです。私たちには、次に何が起きるのか、どんな形のどんな大きさの波が自分の乗っている船を襲ってくるのか、ぜひとも知らなければならない瞬間があるのです。

　予測するというのは、思い出すことの反対です。時間の、後ろではなく前へジャンプするというだけのことなのです。子どものころ（大人に、「人間は未来を見ることはできない」と教えられる前）には、私たちは、過去の記憶だけでなく、数年先という未来の記憶も持っていました。私は、「幼いころに、この場面を見たことがある」という既視感(きしかん)を、何度も覚えたことがあります。妻と出会ったときも、似たような感覚を、絶えず覚えていました。

　プロセスを表現する仕方はまちまちですが、多くの芸術家は予測というものをたくみに支配しています。友人の脚本家によると、脚本を書くときは、書く前にまずシーンが見えてくるのだといいます。第一幕を書いているときに、第二幕の場面がちらりと見えてくるわけです。

モーツァルトのような天才は、常にこの状態にあったにちがいありあません。コンチェルトの出だしの部分を書いているときには、彼の意識の中心部分はすでに曲の最後にあって、クライマックスへと向かうバイオリンの音やフルートの最後の息継ぎを感じていたのでしょう。

予測がどれほど正確でも、未知の部分は残ります。予言者が明らかにするのは、ものごとの断片だけ。私たちはやはり、その未知の部分へ旅をしなければなりません。

神の代弁者であるかのように未来を予言する超能力者のことは、疑ってかかりましょう。未来は不変ではありません。ほんの少し意識を変えるだけで、私たちは新たな方向へと旅立つことができるのです。

すべての時間は現在である

アィンシュタインが発見したとおり、すべての時間は現在です。子ども時代の経験も老年期の経験も、出来事は、網の目状に広がる川のように、私たちの体内を駆けめぐつています。心を無にしてじっと考えていると、実際、経験という人生の痕跡が、心からあふれて人生のほかの段階へ流れ込むのを感じたり、五歳の子どもの声から老人の笑い声まで、さまざまな声があちこちで起こるのが聞こえたりするでしょう。

内なる世界を流れているものをただ観察するだけで、あなたは、自分の未来について、大量の情報を見出すことができます。先を読む前に、昨年来、あなたが自分の中で感じているすべての新しい変化を、そして、その変化があなたをどこへ導こうとしているかを、ノートに書き出してください。

　たとえば、今までとはちがうユーモアのセンスが育ってきているように感じている場合、そのユーモアは、将来どんなふうに表されると思いますか。書こうと思う芝居がありますか。ちょっと変わった友だちを引き寄せそうですか。

　あるいは、あなたは最近、独断的になって、会話をしているときも大胆になっているかもしれません。その変化は、あなたをどこに連れていくでしょう。新しい仕事へ導いてくれそうですか。新しい本はどうでしょう。新しい恋人は？政治的な役目は？

　苗木の段階にあるものをつかんだとき、あなたは苗木の生長を支配する力を持ち、適切な栄養剤を与えたり、いちばん良い角度で日光を当てたりすることができます。未来に驚かされる必要はありません。私たちは運命と建設的な関わりを持つことができるのです。

　忘れないでください。予測というのは、あなたの中で起きているちょっとしたことに気づくことから生まれるのだということを。瞑想や、日誌をつけることや、ブレスワークといった練習をすることによって、あなたは自分の体のリズムと調和し、どういう手順をとれば、新しい経験に生を与えることができるか、気づくようになるでしょう。

　また、暗い感情の外皮を破る方法もわかるでしょう。その結果、健康な茎が現れ、あなたの未来に栄養を与えてくれるようになります。多くのすばらしい書物が、憂鬱な気分の中で書かれ、また、多くのすばらしい政治的運動が、子ども時代の怒りと戦っていました。今あなたの中にあるものは何でも、理由があって、そこにあります。あなたに何を言おうとしているのか、魂の道のどの地点にあなたを連れていこうとしているのか、よく調べてみましょう。

予測する力を高める方法

●予測の日誌をつける

　家で日誌をつけ、予測したことを書き並べていきましょう。自分に、友人に、あるいは世の中に何かが起こると感じたときはいつでも、書きとめてください。何かを予測した日付と時間をリストアップし、あなたがどう感じたか、予測が心に入り込んできたときにあなたの体内をどんな感情が流れたか、といったことについても、メモをしておいてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　予測をするときは、詳しく描写するようにしましょう。創造的な精神(マインド)を引き寄せると、予言者は、あなたが書いているときに、より多くのことを教えてくれるようになります。

　―今日、三時に、『タイムズ』紙で労働組合のストライキに関する記事を読んでいると、見覚えのない、ふわふわした白いペルシャ猫が、私の生活に入ってくるビジョンが浮かんだ。そのネコが見えたとき、体がふるえた。今後半年のうちに、私はそのネコに出会うと思う。

　ひと月分の予測を、キッチンのボウルにためておいてもいいでしょう。請求書を整理するついでに、先月分の予測を読んで、新しい予測をいくつかすることができます。これは、子どもが予言者に話をさせるのに、とても良いエクササイズになるでしょう。

●過去にした予測を思い出す

　ちょっとしたものから壮大なものまで、今までにしたすべての予測をリストアップしてください。そうした予測をしたとき、どんなふうに感じたか、記憶をよみがえらせましょう。あなたは何をしていましたか。精神(マインド)はどんな感じでしたか。体にどんな感覚を覚えましたか。

　自分は予測など一度もしたことがないと思う場合は、もう一度考えてみてください。私たちにはかならず、先のことが見えた瞬間があります。母親がディナーにどのドレスを着ていくか、フットボールの試合でどのチームが勝つか、初めて家を買うまでにどれくらいの年月がかかるか、あらかじめわかったことがきっとあるはずです。霊魂(プシュケ)が未来を見るのを止めることはできません。私たちの洞察力は、先のことを見るよりほかないのです。

　また、魂から切り離され、肉体的に無気力に感じるときはいつでも、あなたの予測がよく当たる事柄のことをじっと考えてください。これは、使い慣れた眼鏡をかけるようなもの。あなたの内なる目は元どおりになります。また未来が見えるようになるのです。

●手を使って予測する

　未来は、手を握ることによっても読むことができます。私はこの方法を兄のジョージから学びました。それは祈りのようなもの。ある人から別の人へ、深い洞察を伝えるものです。
　やり方を紹介しましょう。

　友人といっしょに静かな場所にすわり、手をつないで、目を閉じてください。深く息をしましょう。ふたりのあいだにあるエネルギーの流れに心をひらいてください。ゆったりとした気分になったら、友人の未来について何か教えてくれるよう、予言者に頼みましょう。友人に触れているため、ビジョンはいつもよりすばやく、まるでプラグを通して流れる電気のように、あなたの心にさっと流れ込んでくるはずです。ビジョンが見えたら、ただちに話してください。

ためらうことなく、まるで、映画の内容を盲目の人に書きとらせるように、伝えましょう。

　兄は、私に対する最初のリーディングで、こんなふうに言いました。

―アンドレイ、きみが膝にギターを抱えて、赤いステージに立っているのが見えるよ。ゴシック建築を思わせる、古い劇場だ。聴衆は五百人くらい。ステージにいるのはきみひとり。きみと、椅子と、マイクだけだ。黒いスーツを着て、四十歳くらいの顔をしている。音楽がきみの中からあふれてくる。きみは幸せに包まれでいるよ。

　以来、このイメージは、少なくとも百回は私の心に浮かんできました。ただし、音楽家として成功する可能性については、私はずっと、とても訝(いぶか)しく思っています。兄の予測は、自信を持たせる薬のようなもの。私が夢の実現を信じるのに、一役買ってくれています。

　このエクササイズをするときは、あなたと友人に勇気を持たせてくれるようなビジョンを与えてくれるよう、予言者に頼みましょう。私たち人間は、未来に光があることがわかると、より多くのものを創造する強さを持つことができます。どこへ向かっているのかというビジョンを心に持つことは、すでに道のりの半分まで来たということなのです。

●楽しんで予測する

　日中には、楽しい予測をする機会がたくさんあります。仕事へ向かう途中なら、上司の今日のネクタイは何色だろうと予測することができます。子どもたちが動物園へ校外学習に行く前なら、どんな動物が気に入るだろうと予測することもできます。友人の家の冷蔵庫に何が入っているか、開く前に予想することもできます。火曜日の天気がどうなるか、自分のチームが何本ホームランを打つか、今夜の恋人の下着は何色か、といったことも予測できます。

　予言者の力を気楽に使って、ありふれた日常の出来事について予測をすればするほど、ほんとうにその力が必要になったときに、予言者とより深く調和できるようになります。

　今日はぜひ、楽しい予測を十個してみてください。ウェイトレスの髪は何色だろうとか、郵便受けに請求書が何通人っているだろうとか。まちがうことを怖がってはいけません。気ままにやってください。スピリチュアルな力を持つ、風変わりな人になりましょう。
PART3　共感者を目覚めさせる
自分のほんとうの感情と調和する
われ感ず、ゆえにわれあり。
　感情は、人間が行なう意思伝達の中で、最もとらえにくいものです。言葉より控えめで、知性を迂回(うかい)し、血流や骨や細胞の中へそっと入り込みます。体内の音楽であり、いうなれば、神経をゆったりと流れ、心を燃えあがらせるメロディーです。
成長する過程で、私たちは、感情とは不合理なものであり、ほんものの洞察は、知的な精神(マインド)、すなわち理性と冷静な判断を通してもたらされるのだと教えられました。しかし、サイキックとして、私は逆のことを学びました。私は、ほかの何より、自分の感情を信頼するようになったのです。

　ビジョンは現れないことがありますし、考えは偏っている場合があります。しかし感情はけっして嘘をつきません。感情と調和していると、私のリーディングは水のように澄んだものになります。感情は、私たちが持つ導きの声の中で、最も頼りになるものなのです。

　感情がスピリチュアルになって、あなたを魂の道へと導いていくためには、あなたは感情と親密になり、体じゅうの感覚を積極的に探究しようとする必要があります。しかし現代社会は、こうした生き方に合っていません。私たちは感情から遠ざかり、楽しいことや気晴らしの世界へ逃げ込んでばかりいます。

　また、スピードが、世界的に重要視されるようにもなっています。しかし、共感者を目覚めさせるには、私たちは、スピードを落とし、ゆっくりと息をし、昔のリズムに立ち返って自分の感情を吸収しなければなりません。私たちが急いでいると、共感者はあとに取り残され、私たちの直観力はしぼんでしまいます。たとえ共感者から、メッセージや映像や音を受け取っても、心がここになければ、私たちにはそれらが何を意味するのかわからないのです。

　魂が送ってくる感情の中には、絹や愛撫やささやき声のように、心地よいものもあります。ベートーベンを思わせる激しさで私たちを襲い、船にたたきつける彼のように、全く別の方向へ私たちを押しやるものもあります。こうした感情の動きを、精神にじゃまさせずに体内に住まわせておくと、自分のあらゆる行動の中に魂の存在を感じられるようになります。

　感情と一体になると、魂が、体内にあり、細胞を通って流れていくのを、感じることができます。もはや他人に導きを請うことはありません―あなたの体があなた自身を導くようになるのです。

　スイスの心理学者カール・ユングは、感情は理性ある器官であり、「われわれの意識が、経験に村する態度を決める方法のひとつ」だと考えました。感情を使って、私たちは、信頼できるのは誰か、何に情熱を傾けるか、どんな食べ物が体に良い作用をおよぼすか、といったこと　を決定します。感情を遮断すると、私たちは道に迷ったように感じます。しかも、方位磁石の針を取り去っておきながら、それでもまだ家へ帰る通が見つかると思っているのです。

　次の項で紹介する一連の儀式は、通り道をきれいにして、ほんとうの感情に話しかけさせ、あなたをもっとスピリチュアルにするものです。私たちはみな、心の中にバリアをつくつて、魂が体内で十分に表現されるのを妨げています。こうした儀式は、あなたが鎧を脱ぎ、あなたと共感者とのあいだにある無関心さを溶かす手助けをしてくれるでしょう。

　簡単な作業ではありません。感情に対して心をひらくには、多大の勇気と忍耐と信頼が不可欠です。それは、大洋を泳ぐようなもの。次にどんな流れがやってくるか、けっしてわかりません。

日記を書く

　日記を書くのは、感情と親密になって、ありのままの魂の声を聞き出すのに、きわめて有効な方法です。こうした対話があって初めて、自分が何者なのか、私たちは十分に理解するようになるのです。

　日記を書く目的は、抑制することなく、恋人のように自分自身の中に入り込み、心の奥にしまってあること―詩や空想や夢や過去の出来事―をさらけ出させること。これは、自己評価をするためばかりではありません。気持ちを高ぶらせ、恥や困惑や不安や非難のない世界へ飛び込むためでもあります。そうした世界でこそ、魂は心地よく自分を表現することができるのです。
気持ちを自由にすることができれば、スピリチュアルになるのは簡単です。私たちは、遠慮なく自分自身と話をし、意識的な精神(マインド)が阻止していたメッセージを、ペンを通して、あふれ出させられるようになるでしょう。

ただ、日記は、個人的なものであるという意味において、他人の目に触れることがあってはいけません。さもないと、きわめて危険なものになってしまいます。あなたは丸裸にされて、核となる部分を見せることになってしまうのです。

日記を書くとき、私は、句読点を打つのももどかしい気がします。然るべきところで改行することなく、どんどん書きたいとも思います。私は、芝刈り機のごとく、次から次へと書き進めていきます。叫びたいと思えば、叫びます。書くことを、全身で体験します。ひたすら書き続けて、自分の中から出てきた言葉に、いちいち驚かされます。

ナタリー・ゴールドバーグの著書『クリエイティヴ・ライティング』（春秋社）は、日記の書き方について、実に多くのことを教えてくれました。ゴールドバーグは禅の研究者であり、「最初に浮かんだ考えが最良の考えである」という古いことわざを信じている人でもあります。考えずに書くことがうまくできなければ、彼女の本を読んでみてください。ペンを使ってスピリチェアルになる方法を、いくつも教えられることでしょう。

　私たちが持っている感情には、それぞれに、声や“顔”があります。日記の中では、すべての人に話をさせましょう―疑り深い人にも、夢想家にも、現実主義者にも、恋人にも、芸術家にも。もしひとつの声だけが大きくなったら、それと釣り合いのとれる声を探しましょう。

　私の中には、マーガレットと名づけた声がいます。実は女装好きのホモ・セクシュアルで、機知に富んでいますが、やたらと危険なアドバイスばかりしたがります。彼女は私の社交性に富んだ面と釣り合いをとっています。勇敢で気性が激しく、いつも私に、正直であれ、歯に衣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(きぬ)を着せるな、真実によって人々を満足させる作家になれ、とアドバイスをします。

何ものも抑制せずにおくと、日記を書くことは魅力あふれる経験になります。心の中の舞台をきちんと分け、新たな声や素質や情熱をさらけ出すひとつの手段にもなります。自分自身と親密になる方法を、すなわち、一日中あなたに話しかけてくる直観的な感情の数々に気づく方法を、教えてもくれるでしょう。

うまくいかないときは、有名な日記を読んで、励ましてもらいましょう。私の場合は、アナイス・ニンの作品に、人生を変えられました。彼女の作品を深く読み、彼女とともに心の中のいくつもの回廊を通り抜けてからというもの、私のリーディングは飛躍的に進歩したのでした。

呼吸する

呼吸と感情は相互に結びついています。緊張すると、私たちの呼吸は速くなります。リラツクスすると、呼吸は、深くゆったりしたものになります。

呼吸の種類とリズムは、私たちの、世界に対する知覚の仕方に影響をおよぼします。つまり、呼吸を変えれば、私たちは、意識や、脳の働きや、人生の見方を、変えることができます。

ヨーガ哲学信奉者はこのことを、何千年も前から知っています。彼らは呼吸を使ってみずからを変え、死に近いほどの眠りへ入ったり、唐突に神の悟りを得たりします。

また、スピリチュアルな力を育てるという意味では、意識的な呼吸は、魂から肉体へ伝えられる微妙なメッセージに気づくのを後押ししてくれます。私たちが受け取る直観的な合図は、たいてい、とても静かです。そうした合図を解釈するために、私たちは、穏やか息に体内を流れさせ、安定した肺によって体じゅうを空気で満たす必要があります。

私は、リーディングをしているあいだに、方向を見失って必要なヒントに触れることができなくなると、かならず呼吸の助けを得るようにしています。これによって私は集中し、直観的な感覚が体内を通るだけのゆとりを得ます。呼吸が速く思いどおりにならなくなっているときにスピリチュアルになろうとするのは、ジョギングをしながら詩を読もうとするようなもの。微妙な差異、すなわち、あなたのスクリーンにあるシグナルをすべてとらえるためには、心を静かにしなければならないのです。

何らかの状況でより直観的に育たいとき―恋人がどう感じているか、なぜ子どもが怒っているのか、どの時点で会話に参加すべきか、といったことを知りたいとき―はいつでも、ただ深く呼吸をしてください。ゆったりと息を吸って、体内を通り抜ける情報を残らず観察しましょう。

　うまく呼吸をしているときは、感情を抑圧することなく、思考の場を離れて知の領域へ入ることができます。すると、認識力が鋭くなります。受け取る必要のあるスピリチュアルな感覚がどんなものであれ、現れやすくなります。あなたのセンサーもより研ぎすまされます。呼吸が一点に集まっていないときはとらえにくかったものが、呼吸が穏やかになることで明瞭になるのです。

　呼吸は、緊張感の基本要素です。うまく呼吸していれば、私たちの意識は洗練されます。そして私たちはネコや樹木やクモの世界へ入ります。呼吸に関していちばんすばらしいのは、私たちの直観を高めるだけでなく、害のないエネルギーを収集・整理する健全な境界を生み出して、私たちを守ること。呼吸がうまくできていれば、私たちの体はバランスを、すなわち、私たちが共感者の声を聞くのに必要な清澄さを見つけ出すのです。

瞑想する

　多くの人が、瞑想を利用して、感情を逃れ、より高いレベルの意識へ、いうなれば、人間らしい苦しみを味わうことのない天空の椅子へと上ります。これは、シャーマンの広大なビジョンを得るのに欠かせないエクササイズです。しかし、瞑想によって直観に結びつくためには、あなたは地にとどまり、感情から離れるよりむしろその中へ入り込む必要があります。

　マントラや祈り、想像、呪文などは全く必要ありません。そうしたものはほかのスピリチュアルな領域では役立つことがありますが、共感者に関して必要なのは、耳を傾けること。あなたとあなたの感情とのあいだにいっさいバリアをつくらず、純粋に受容することなのです。
　心は、知的な精神(マインド)とは異なる声を持っています。それを聞くには、私たちは心の中へ入って、感情のひとつひとつに注意を払い、その感情を源まで追っていく必要があります。しかし、ほんとうの意味で探究するようになるまで、私たちは感情を判断し、その価値をおとしめるラベルを貼ってしまうことが少なくありません。感情は川のようなもの。メッセージや考えや導きの声といった、貴重なものを運んでいます。感情をよく調べずないがしろにするなら、私たちは自分を傷つけ、貴重な贈り物を投げ捨てることになってしまうでしょう。

緊張や怒りの中心には、外へ飛び出したがっている創造的な考え―詩や予測や心を癒してくれるアドバイス－があるかもしれません。深い悲しみの中に、解放や変革の歌が秘められていることもあります。感情が何を含んでいるかということは、その感情を経験して初めて、すなわち、静かに瞑想し、その感情を血の中に入ってこさせて初めて、知ることができるのです。

是が非でもよく調べなければならないのは、私たちの体内で警告を発する感情です。つまり、私たちに叫びたい、泣きたいと思わせる感情、あるいは、私たちを無関心や無気力の状態に追いやる感情です。そうした感情を抱いたときに重要なのは、心を無にして、体内でその感情を十分に放出させること。これは、実際に叫んだり泣いたりする必要があるという意味ではありません。感情というのは、劇的に解放しなくても、経験することができます。ただ目を閉じて炎と化せば、言葉を発することなく癇癪(かんしゃく)を起こすことができるのです。

　私たちをいちばん苦しめる感情、すなわち、さまざまな経験が引き金となってくり返し味わうことになる感情は、たいてい、私たちがまだ癒していない古い傷、たとえば、親の死や、結婚生活における虐待、高校時代の失恋といった事柄と関係があります。そうした感情のことをじっと考えていると、スピリチュアルな旅の途中、その苦しい感情の原因のところへ連れていかれます。あなたが自分の領域を完全なものにし、欠けたところのない人間として前へ進めるよう、共感者があなたを過去へと案内し、癒すべきところを教えてくれるのです。

　気分のすぐれないとき、たとえば、体が緊張や疲労や怒りや心配を覚えているときには、次の瞑想をするのがいちばんいいでしょう。過度の精神的負担を覚えたらすぐに、どこかで五分か十分のあいだ腰を下ろし、脚を組んだり、好きな体勢をとってください。すわったら、目を閉じて、その感情に体内を流れさせましょう。止めようとしてはいけません。逆らわず、その感情に合うリズムで呼吸をしましょう。緊張や怒りを覚えているなら、呼吸を少し速め、それから一定量で、すなわち、体内にあるすべての感情に耳を傾けられるだけのスピードで、呼吸を続けましょう。
　一日に何度かこんなふうに瞑想をすると、感情との距離が縮まり、それぞれの感情が持っている直観的なメッセージを、どうすれば意識の中に吸収できるか、わかるようになるでしょう。また、他人の感情も、うまく読み取れるようになるはずです。誰かに出会ったときも、反発を感じる時間が少なくなります。自分が何を感じているか、そしてどう行動すべきか、ただちにわかるようになるのです。

そんなふうにすばやく感情がわかるようになると、多くの悲しみから自分を救うことになります。害をもたらす関係や、胃痛や、病気から、自分を守ることにもなります。みずからのスビリチェアリティと調和しようと思うとき、自分のほんとうの感情をすばやく知ることは、欠かせないことなのです。

PART5の「シャーマンを呼び出す」では、より啓発的なスビリチェアリティを活発にして、ガイドやスピリットと話ができるようになる、そんな瞑想の仕方を紹介します。共感者に関して必要なのは、腰を下ろして、呼吸をし、感じるだけ。それ以外には、何もいりません。
世界の声に耳を傾ける　
聞くことは、受け入れることの、ひとつの形である。―ステラ・テリル・マン

 多くの神話において、スビリチユアルな人は闇の中で生活し、その洞察を、外の世界の色や形からではなく、深く聞くことから得ています。また、さまざまな物語に登場する盲目の賢人は、この世の物質は何ひとつ見えませんが、驚くほどズバッと本質を見抜くことができます。

　こうした直観的な感覚は、聞くことから得られます。耳という経路を通して、私たちは、スピリチュアルな力によって得た情報を体の奥深くへ集めながら、最深のレベルで世界を解釈する方法を知るのです。

子どものころ、私たちの聞く能力は今よりずっと発達していました。歌や屋根に落ちる翌日を聞くとき、私たちはそれらを全身で感じていました。聞いていると、わくわくしました。車のクラクションでもおもちゃが出す音でも、新しい音が聞きたくてたまりませんでした。

大人になるまでに、私たちの多くはそんなふうにわくわくすることはなくなってしまいます。意識的に聞くのではなく、ほかのことをしながらBGMとして音を聞くようになるのです。

　耳をふさぐとバランス感覚がなくなるのと同じように、世界の声に心から耳を傾けるのをやめてしまうと、共感者の能力は衰えてしまいます。スピリチュアルな受容力と日々耳を傾けることのあいだには深い結びつきがあります。一方が弱まれば、もう一方も弱くなります。

　魂からのかすかなメッセージを聞くために、私たちは世界の声に、すなわち、私たちの空間を通り抜けるさまざまなレベルの音や感覚に、耳を調和させる必要があります。現代の芸術やエンターテイメントは、目に見えるもの、すなわち、目の部分、ものごとの表面に意識を向けています。しかし、スピリチュアルになるためには、この傾向とは逆に、どのような表現においても、聞くことを尊重しなければなりません。

音楽を聴く

　イギリスの哲学者アラン・ワッツが、講義の中で言いました。「芸術の中でいちばんスピリチュアルなのは、音楽だ。なぜなら、いちばん短命だからだ」。彼はこうも言いました。「西洋では、山や海のように、永遠や不変を思わせるものの中に神聖さを見る。しかし東洋では、神聖さというのは、束の間のはかないもの、手の届かないものの中にあるとされている」

　音楽にはそうした性質があります。感覚の中を飛び抜け、それから、幻のように消えていきます―記憶のほかには、すなわち、それが存在したことを証明する感情の波のほかには、何もあとに残すことなく。

　こういう性質を持っているために、音楽は、スピリチュアルな認識力を高めるための、すばらしい教師になります。私たちの体が送ってくる直観的なメッセージには、すぐに消えて、神秘的で、つかまえるのが難しいという、音楽の音と同じ性質があるのです。

　私たちがもっと心を傾けて音楽を聴けるようになれば、体内のシグナルを今よりうまくつかめるようになります。理性的な精神(マインド)にじゃまされることが少なくなって、共感者が話している瞬間に、その声を聞けるようになるのです。

　スピリチュアルな感覚を刺激するのに役立つ音楽には、さまざまなものがあります。

　市場には今、ニューエイジの音楽が彼のように押し寄せていますが、その多くは、あなたを感情の外へ連れ出し、白い光と天使のような穏やかさに包まれた世界へと促すようなものです。

　しかし、共感者と結びつくのに必要なのは、骨や血や、体内にある感情の中心へとあなたを引きずり込むような音楽です。シャーマンを呼び出すには、ニューエイジの音楽ほどふさわしいものはないでしょう。しかし共感者に対しては、人間的な音楽が―あなたを心の旅路へ運んでくれる音楽が必要です。例をあげるなら、ベートーヴェン、モーツァルト、ジョニ・ミッチェル、ピーター・ガブリエル　（『最後の誘惑』　のサントラがおすすめです）、レナード・コーエン、アニー・レノックス　（とくに『ディーバ』）、ワーグナーなどもいいでしょう。

　こうした人たちの曲が家になければ、探しましょう。CDショップへ行って、アルバムを試聴し、胸に響くもの、涙があふれそうになるものを見つけましょう。これは楽しいスビリチュァル・エクササイズになるはずです……第六感を使って、音楽アルバムを探すのですから。

　見つかったら、家に帰って、床かソファの上に寝そべり、四十五分のあいだ、一心に聴きましょぅ。ヘッドホンがあったら、使ってください。ブラインドを降ろして、ろうそくを灯すのもいいでしょう。おごそかな雰囲気をつくることは、その音楽と親密になり、共感者が語りかけてくることのできる隔絶した空間を生み出しやすくしてくれます。

聴くときは、全身の小さなセンサーがその音楽を受け取っているのだと想像してください。音としてだけでなく、波動としても、感じてみてください。

　ときおり、ひとつの楽器を、そのメロディーどおりに後を追ってみましょう。それからまた、雨粒が落ちて水たまりをつくるように、すべての楽器をひとつに融合させましょう。

音楽は、小さな音の集まりとしても、振動するエネルギーの波としても、経験することができます。両方の聴き方をしてみましょう。ひとつの曲でどんなにさまざまなとらえ方ができるか、たしかめてください。

どんな感情にとらえられようと、かすかな感覚あるいは荒々しい感覚があなたの心にからみつこうと、存分に表現させてください。どんな感覚も、抑え込んではいけません。体が感じる直観の小径を、体自身に追っていかせましょう。

十分か十五分聴いたら、その音楽は、あなたの心に注がれる液体なのだ、傷ついた感情を癒す緑の川なのだと想像してください。音楽が流れ込んでくるところに、熟を帯びた円を思い描きましょう。両手を胸に当ててください。そこが共感者の家です。不意にわき起こる洞察は体のそのあたりで生まれることに、慣れてください。

　音楽が終わったら、五分ほどそのまま寝そべって、あなたがつくつた空間の中でくつろいでください。耳はすませたままでいましょう。体はあなたに何と言っていますか。泣きたいですか、歌いたいですか、叫びたいですか、それとも踊りたいですか。

　このエクササイズをすると、体が何を切望しているのか、どんな感情や活動を生活の中に取り入れれば成長し続けられるか、といったことが、よくわかるようになります。音楽によって促された行動を、すべて書き出してみましょう。そして、時間のあるときに、そうした行動を日常生活の中に取り入れていってください。

　起きあがる前に、軽く全身を伸ばしましょう。ゆっくりと、規則正しいリズムで、意識の世界に戻ってください。できれば、音楽に聴き入っているときに体を流れたさまざまな感情を、日記に書きとめておきましょう。そうすることで、直観力が強まり、スピリチュアルな音楽鑑賞に浸っているとどんな感じがするか、いっそうよくわかるようになるでしょう。

詩を聞く

詩を読んだり聞いたりすることは、昔から、心を目覚めさせるひとつの方法でした。詩人は、多くの場合、深い感情を持っているとか、人生の機微や見すごされがちないわく言いがたい美と調和している人だといわれています。

　しかし、現代の文化においては、詩は、多くの人が読みたがるほかの文学ジャンルの陰に追いやられてしまっています。詩を読む時間や根気を持っている人も、あまりいないように思われます。私たちが読みたいと思うのは、もっと実際的なもの、たとえば、新聞や雑誌や自己啓発書といった、具体的な目的を持ったものなのです。

　問題は、こうしたジャンルの書物は、詩が持っているのと同じ洗練された感覚を、私たちに提供しないという点です。専門的な情報は知らせてくれますが、詩とちがって、体内の音楽を、すなわち、共感者が意志を伝える優美な波動を、私たちの中に呼び起こすことはありません。

　詩をどのように読むか、あるいは聞くかということで、詩がどんなふうに私たちに影響を与えるか、どの程度にまで直観的な生き方を高めてくれるかが決まります。私は、『Seeds from a Birch Tree』という、俳句に関するすばらしい本を読みましたが、そこに記されていたのは、この短い日本の詩を読むための適切な方法でした。
　著者はこう言っていました。「俳句はまず暗記をすべきであり、空(そら)で言えるようになるまで、

声に出して読むべきである。それから、頭の中でゆっくりとその俳句をくり返し、同時に、体内に流れる俳句のイメージを、ゆっくりと目で追わなければならない……イメージを聴きながら。感じながら。吸い込みながら。そうするとようやく、俳句が持っているほんとうの意味を、理解することができる」

　共感者を育てるためには、同様の精神的注意を払って詩を読む必要があります。詩が描く世界に入り込み、それぞれの言葉を、それが体内にすべり込んでくると同時に感じること。あとで理解しょうなどと思ってはいけません。

　最初は、ただ読んで、感じてください。空に浮かぶ雲を見るときのように、あるいはイチゴを味わうように、それぞれのフレーズを楽しんでください。詩は感覚的な体験です。言葉で書かれているからといって、その意味を限定しなければならないということにはなりません。

　その詩を共感者に贈りましょう。その詩がどんなすてきなものを持っているか、直観に教えてもらいましょう。詩は、考えではなく感覚を伝達する手段です。詩を読むときは、心が解説者になります。

　詩人リルケは、著書『オルフォイスへのソネット』の中で、心で聴くことに関して多くを語っています。パブロ・ネルーダも、心の耳を育てるのに読むべきすばらしい詩人です。彼の詩には、リズムと官能性があって、体のずっと奥底の、直観が生まれるところにまで届きます。

　共感者を目覚めさせるのに役に立たないのは、アカデミックな詩人です。彼らの詩は、思索的かつ難解で、心に刺激を与えるのではなく、脳を悩ませてしまうのです。心の耳を目覚めさせるには、詩の簡潔さと明瞭さこそが重要です。難しい言葉が並んでいると、魂はすぐに黙り込んでしまうでしょう。

ひとり詩を読むのがあまりおもしろくなければ、友だちを呼んで、交替で読み合ってみましょう。聞くほうにまわったときは、音楽を聴いたときと同じように仰向けに寝て、言葉とイメージが、頭のてっぺんからつま先まで、全身に沈んでいくのを感じてください。音や、隠された意味や、神秘の空間と、戯れましょう。

　詩の作者は現実世界ではどんな人なのか、その意識の中を言葉がどんなふうに流れているのか、なぜ詩を書くのか、子どものころはどんな感じだったのか、といったことを、体で感じられるかたしかめてみてください。言葉の裏にある感情こそが私たちの心を動かすこと―使われた言葉ではなくその心こそが私たちの魂をゆさぶることは、めずらしいことではありません。

　いくつかの詩を聞いたら、今度は友だちのために読んであげてください。互いに相手を音の世界へ導きましょう。恋人が詩の好きな人なら、ぜひこの儀式をいっしょにやってください。相手と親密になればなるほど、詩は生き生きとして、心の声を目覚めさせてくれるようになります。わが家では、詩は祈りになっています。妻と私は、詩を通して、心から心へ、意思や直観的なメッセージを伝え合います。

世界の音を聞く

　聞く力を訓練する機会は、一日のうちにたくさんあります。通りを歩いているとき。買い物をしているとき。渋滞で動けなくなっているとき。公園をぶらぶらしているとき……。聞く能力は、どこにいようと、高めることができます。一日のうちのあらゆる瞬間に、音のほんのかすかなバイブレーションを感じ取れるくらいにまで、自分の心をひらけばいいのです。

　ある夜、レストランでリーディングをしているときのことでした。私は、人々がテーブルのことでした。私は、人々がテーブルのほうへ歩いていったり、ジョークを飛ばしたり、大声で話したりする物音に、少々閉口していました。そこで私は、レストランの中のもっと深い音に、心をひらくことにしました。

　私は呼吸を穏やかにととのえ､いレストランのざわめきに心をゆだねました。最初は、何事も起こりませんでした。それでも私は、ゆったりとした呼吸を続けながら、聞く力が体じゅうに広がっていくのを想像しました。膝が、腕が、足が、耳をすましているところを思い描きました。私は自分を、さながら“ミニチュアの聴衆席”にしたのでした。

　不意に、雑音に対する不快感が消え去りました。呼吸を穏やかにし、聞くことに集中することによって、私は意識を変化させたのです。雑音は、心地よい音に変わっていました。レストランの中には、あいかわらずフライパンの音や話し声などさまざまな物音が満ちています。しかし、私はその昔の内部にいました。もはや不快には感じませんでした。私はその混沌とした状態を楽しみ、体にストレスを感じることなく、攻撃的な物音を受け取ることができました。

　そんなふうに聞くようになって数分後、私は恍惚とした状態になりました。音が調和して心地よく感じられる、そんな波動を、私はとらえていたのです。聞く力が研ぎすまされていただけでなく、スピリチュアルな力も高まっていました。人々を見ると、何を感じているのか、どんな種類の考えが頭の中をめぐっているのか、正確に感じることができました。聞くためのエクササイズをしていたことで、私は、自分自身の中だけでなく、ほかの人の中にも深く入り込めるようになっていたのです。

　感情の中には、荒々しい外面を破らなければ内に秘めたやさしさに触れられないものがあるのと同じように、多くの音も、意識を瞑想的な状態にしなければ、正しく認識することができません。とりわけ現代世界においては、日々聞こえる音の多くに対して、私たちの体はなじみがありません。聞く力も、街を歩くたびに飛び込んでくる多くの工業的な波動を心地よく吸収するほどには発達していません。私たちは、みずからのハーモナイザーになって、世界の耳ざわりな音を自分の体と調和するものにする必要があるのです。

　私は、車のクラクションや電子レンジのうなる音を聞く練習をするべきだと言っているのではありません。ただ、激しい音が聞こえてきた場合、そうした音を受け取る方法には選択の余地があるのだということを思い出してください。そういう音が聞こえてきたときにリラックスする唯一の方法は、その音になること―すなわち、混沌としたエネルギーの波に身をゆだね、引き受けることです。この練習は、あなたが敏感で感じやすい人なら、とくに役立つでしょう。

　逆に、自然の中へ行き、静けさに包まれて、そよぐ木の葉やセミの鳴き声や小川のせせらぎといったかすかな音を聞く練習をすることも、共感者の力を高めるのに大切です。自然の微妙な波動は、全身のセンサーを使って聞くなら、直観的な感覚を目覚めさせるのに役立つのです。
　私がレストランでしたような黙想は、森の中でもうまく作用するでしょう。大切なのは全身が耳をすませている、すべての細胞が音を受け取っている、と思い描くことです。

　聞く力を研ぎすませば研ぎすますほど、いっそう、周囲の世界とつながっていることを感じるようになるでしょう。私は何度となく、車のクラクションや鳥の鳴き声から洞察を得て、今まさに起ころうとしていることに気づかされたり、油断なく警戒するよう警告を与えられたりしたことがあります。音が体内に沈み、認識の中の直観の場に触れるがままにさせると、全世界があなたのガイドになるのです。

　共感者は常に耳をすませて、音を意味のある言葉に、物音をメッセージや洞察に、翻訳しています。このプロセスは神秘的でとても個人的なもの。どのように世界の音を聞くかということは、どのように感じるか、あるいは見るかということと同じくらい、一人ひとり異なります。あなた自身のやり方を、独自の耳のすませ方を、何にもまして信頼してください。

会話の方法

　会話をするときにいちばん大切なのは、よく耳を傾けること。話すのは、二の次です。十分に聞いているときは、静寂、すなわち言葉と言葉のあいだの空間を通して、多くのことが理解できるでしょう。

一方の人、もしくは両方が相手の言葉をよく聞いていなければ、直観的な対話をすることは不可能です。テレバシーの回路が妨げられてしまい、どんなにたくさん話をしても、ふたりのいる世界は別々のままになってしまいます。

　会話しているときに共感者の力を高めるには、相手が話している言葉の中でとくに意義深いものを選び、それらを頭の中でゆっくりくり返すという方法が有効です。そうすると、その言葉は体の中のより深いところへ落ちて、混沌とした思考を貫き、いっそうしっかりと理解できるようになるでしょう。

　また、声にも注意を払ってください。話をしているとき、私たちは実にさまざまな声を発します。ある瞬間には、理性的で、的を射た、明瞭な言葉を発する大人の部分が話をしますが、次の瞬間には、子どもの声がしゃべり出すかもしれません。話すときの調子が高くなると、体が開放的になり、さまざまな影響を受けやすくもなります。

　集中して聞いていると、相手の言っていることが嘘なのかほんとうなのかということも、判断しやすくなります。誠実に話をしていれば、エネルギーが高まって、部屋の温度が上がり、相手と融合するような感覚が生まれます。逆に、何かを隠して、話の一部分にしか真実がなければ、拘束されるような感覚を覚えるはずです。声の調子も、薄っペらなものになるでしょう。

　私たちが日々くり返していることの中でもとくに難しいのは、話すことです。ペチャクチャとすごい勢いで話す人たちでさえ、言葉によるコミュニケーションについて不安を覚えています。話すときは呼吸を穏やかにととのえること。そして、時間をかけて、自分の感情を消化すること。そうすれば、洞察したことを言葉にして表すことができるでしょう。

　逆説的ですが、ときには考えることなく先へ進むことも、会話においては重要です。リーディングをするとき、私はいつもそんなふうにしています。神の魔法を得てリーディングを始めるとき、私は、新しい表現や生き生きとした描写が、私の考えに影響をおよぼしたり、速度を上げたり下げたり、抑揚を変えたり、叫んだり、ささやいたりするのにまかせます。これも、聞くことの一部です―聞くこととは、言葉が生まれるところと調和し、言葉を適切な強さで空気中へ運ぶことなのです。

　自分の話し方に気づかずにいると、意思を伝える方法が定まってしまい、スピリチュアルな声を封じ込めてしまうことになります。共感者に話をさせたいなら、声の調子をひとつにとどめてはいけません。魂は多様で、次々交替していくもの。私たちは、すべての魂に話をさせ、数多くの声の調子を体内に住まわせる必要があるのです。

　会話をするときに、自分の内なる声を聞くことは、相手が言うことに耳を傾けるのと同じくらい重要です。これをすると、より強い力が現れます。まず、会話が広がります。創造的な考えも浮かびます。スピリチュアルな情報もどんどんやってくるようになります。耳と舌が、最強のパートナーになるのです。

不安を消し去る内なる声
声が心を持つと、百万人の人を癒すことができる。―ドクター・ヒユーバート

私たちはみな、頭の中で声を聞きます。人間の脳には、みずからとの対話を楽しむところがあり、多くのキャラクターに分かれて会話をしています。スピリチュアルな力を高めるために、私たちは、そうしたおしゃべりの中から、直観的な声を―私たちを魂の道へと導いてくれる直観力を持つ声を、選び出す必要があります。

リーディングをしてわかったことですが、私たちの多くは、大人になる過程で吸収した声に従って生きています。自分の魂に導かれるより、むしろ私たちは、母親や父親、メディア、友人の声に促され続けます。霊魂(プシュケ)は吸収性にすぐれているため、私たちはたやすく、外の世界からの声を吸収し、その声に自分の生を支配させてしまうのです。

私はこれを、多くのクライアントに関して経験してきました。彼らは、「どのロースクールへ行くべきでしょうか」とか、「この人と結婚すべきでしょうか」などと尋ねますが、彼ら自身の声がそう尋ねているというより、私の耳には直観的に、両親や社会の声がそう尋ねているように聞こえます。

クライアントにそう告げると、たいてい、大きな安堵のため息が返ってきます。―ちょうど、美しい花瓶からほこりよけのカバーを取り払ったような感じで。

ようやく、彼らは自分で選択できるようになります。もう、誰かほかの人の未来の一部になる必要はありません。彼らは、自分自身の声に従って、心が呼んでいるところへ行けるようになるのです。

多くの不安や疑念や心配は、ほかの人の声であり、自分の音楽を奏でるのをじゃまする古いテープです。「あなたは太っている」「あなたは芸術家ではない」「あなたはけっして結婚できない」‥‥‥。魂の声を呼び起こすと、そうした偽りを述べる声は消え失せていきます。心はどんどん静かになっていき、やがて、話し続けているのはあなたの声だけになります。
内なる声を聞く方法

内なる声についてまず知るべきことは、それが癒すものだということです。宗教的な響きを持っていようと、鋭くきちょうめんな響きを持っていようと、その声は愛のメッセンジャーです。侮辱や脅しや恐怖であなたを脅(おびや)かすことはありません。この声と同盟を結べば、穏やかさと確信と理解を持って、話しかけてもらえるようになるでしょぅ。

　私の内なる声は、老人のような性質を持っていて、貴重な情報を簡潔な言葉で伝えてくれます。私が車を飛ばしすぎていれば、「スピードを落としなさい」と言います。パーティーに出ているときには、「青いスーツを着たあの女性に話しかけなさい」と言ってくれます。彼は、私のあとを歩いて、私という船の帆に、適切な強さの風を送り込んでくれるのです。

　内なる声と親しくなる第一歩としては、まず、ほんものの英知を持つ人に話しかけられるとどんな感じがするか、内なる声のアドバイスは体内にどんなふうに響きわたるか、想像することです。そういう人がラジオで話しているのを、聞いたことがありませんか。あるいは、あなたの好きな俳優（もしくは歌手や詩人）の中に、そういう声を持っている人がいませんか。

内なる声がどんなふうに聞こえるか、大まかな感じをとらえられたら、心を無にして、その声が魂を通して話しているのを聞いてください。自分の中に英知の声―スピリチュアル・ガイド－がいる可能性に気づいた瞬間、その声が聞こえてきます。子どものころ、私たちは常に自分自身と話をし、魂と会話をしていました。この手の対話は、私たちにとって、ごく自然なものなのです。

声に、話しかけてくれるよう頼み、そのプロセスを信頼してください。何か反応があったらすぐさま、質問をし、話をして、日々の生活の中で案内をしてもらいたいのだと伝えましょう。その声は、賢人の忠告であり、道に迷ったときに頼るべきスピリチュアルな力なのだと思ってください。

話をしているときにその声に関する映像が浮かんだら、記憶にとどめておきましょう。視覚的なイメージは、対話をより現実的なものにしてくれるはずです。あなたの内なる声は人間の姿をしていないかもしれません。単に明るい光である場合もありますし、古代の何かの象徴である場合もあります。見えたものを信頼しましょう。

　しばらくすると、あなたと声はひとつになります。声は、あなたが刺激を与えなくても、話しかけてくるようになります。あなたの認識の一部になり、困難な状況になったときにあなたのもとを訪れて、どの道を曲がれば事故を避けられるか、どの本を買うべきか、誰があなたの愛情を必要とし、電話を待っているか、教えてくれるようになるのです。

　内なる声と同調できるようになれば、声が話すのを長時間にわたって聞くことはありません。対話はきわめてかすかなものになります。感情の波があなたの体を通り抜け、声の言っていることがわかるようになります。

　最後にもう一点。内なる声をほんとうに必要としているのに、精神的なおしゃべりがうまくいかず、声が聞こえないという状態になったら、ゆったりとした呼吸を十回して、体をリラックスさせてください。体がおだやかに呼吸していると、精神(マインド)の雑音はすぐさま消えていきます。混乱は、不安げな神経やすり減った神経回路を糧にして大きくなります。ゆっくり呼吸してください。それだけで、内なる声は戻ってくるはずです。

　毎日いくらか時間をとって、内なる声を聞くようにしましょう。朝と夜、静かな場所に腰を下ろし将来するべきことについて、サイキックか心理学者にするような質問を三つ、問いかけてみましょう。最初はちょっとした質問をして、徐々に複雑な問いかけをするようにしてください。夕食にどのレストランへ行ったらいいだろう。今日は母の調子はどうだろう。誰に手紙を書くべきだろう。

　声が教えてくれる答えを、そのまま書きとめましょう。その答えが心に響き、心地よく感じられたら、実行して、何が起きるかたしかめてください。人生においては、自分の手で手綱をさばかなければならないときがあります。これは、その良い手始めとなることでしょう。
　内なる声と接触するようになってからというもの、私の人生はうまく流れるようになりました。子どものころから抱えていた多くの心配や不安は、穏やかな気持ちに変わりました。私が見つけた内なる声は、ものごとには果てがないことを―バスに乗り遅れても、次のバスが来るのだということを―知っているのです。

　内なる声が聞こえるようになったら、自分がどれほどの経験と知恵を持っているか、スーツケースの中にどれほど多くの魅力がつまっているかがわかるようになるでしょう。そして、もし内なる声が聞こえなければパニックになっているにちがいないときに、心の中でウインクをすることでしょう。
答えを教えてくれる夢
夢を見ているとき、人は天才になる。―黒澤　明

　人間が、心理学的な側面から夢をとらえ始めたのは、ほんの百年ほど前からのことにすぎません。フロイトやユングといった人たちが登場する以前は、夢は自己発見より予言と関連が深かったのです。

　村人は、夢を見ると、それを現実の世界でこれから起きることとして解釈しました。洪水が起きるとか、赤ん坊が生まれるとか、近隣の部族が攻撃してくる、といった具合です。

　眠っているあいだに受け取った象徴やイメージから、人々は正確な意味を導き出しました。夢は、星々からのニュースレポートのようなものでした。夜に見えるものは、日中に起きることと、直接の関連があったのでした。

　そんなふうに、夢を未来の出来事の前兆としてとらえるのをやめてしまったために、私たちの夢を見るスタイルも変わりました。心理状態を映し出すものとして夢を考えることが多くなった今、夢はもはや、かつてのようにスピリチュアルなものではなくなってしまっています。

しかし、現在、振り子はかつての方向へゆれ始めています。急速な変化が世界中で起こり、自己を導く必要性が高まる中、ふたたび、スピリチュアルな夢が―日々の選択を魂に示唆してもらう手段が、求められるようになっているのです。私たちは、生き残りをかけた時代へ移りつつあります。そうした時代では、適切な飛行機に乗り、適切な医者を選び、適切な水を飲むことが、私たちの生に影響をおよぼしていくでしょう。

次の項では、夢を支配する方法をいろいろ紹介します。夢を支配すれば、もっとスピリチュアルになり、結果として、共感者があなたと話をし、一日中あなたに付き添ってくれるようになるのです。

夢を思い出す

人間である私たちが、夢を見るのをやめることはありません。それは私たちの生態の表であり、すべての哺乳動物に共通するものなのです。

夜な夜な紡ぎ出される夢の物語は、覚えていようがいまいが、私たちの内部で続いていきます。魂や創造性や情熱が拒否したときのみ、夢は切断され、私たちは、意識の中を真っ白にしたまま、毎朝目を覚ますことになります。

あなたがそういうタイプの人なら、先を読む前に、次のエクササイズのうちひとつ以上をして、夢の記憶を呼び覚ましてください。いずれも、単純明快なものです。思い出したいという願望でさえもが、夢を呼び戻す力になるでしょう。

夜、眠る前に、自分に向かって三度、こうささやいてください。「目が覚めたとき、私は見た夢を全部覚えている。目が覚めたとき、私は見た夢を全部覚えている……」。言いながら、心の中でその願いを感じてください。全身が、夢に対してひらかれていることを感じましょう。

過去に見た夢の中で深く心を動かされたものを選び、そのイメージを好きなように紙に描いてください。抽象的でも、写実的でも、キュビスム風でもかまいません。描き終えたら、寝室の壁にかけてください。夢の絵を描くことは、規則正しく夢を思い出すのを手助けしてくれるでしょう。

神秘的なものを扱う店へ行って、直観的に、夢を鮮明にしてくれそうだと感じる水晶を、ひとつ選びましょう。どれを買ったらいいか迷ったら、ひとつずつ手に取って、体にビリビリッとくるものを見つけてください。夜、眠りに落ちる前に、その水晶を額の上に置いて、過去に見た夢の情景の中に、すなわち、眠っているあいだに訪れた、今なお記憶に残る世界の中に入ってください。

夢の中で私たちが訪れる場所には、暗いところや恐ろしいところであっても、かならず何らかの癒しの力があります。なぜなら、その場所を生み出したのは私たちだから。それは、眠っている体にとって、薬になります。夢の情景の中を、思いきって進んでください。いたいと思うだけ、そこにいて、映画を見ているかのように、好きなシーンを思い起こしてください。そして、眠ってしまいそうになったら、水晶を離して、ゆつたりと眠りの世界に入ってください。

やがて、水晶は、あなたの夢のエネルギーを帯びるように育ます。夜、額の上に置くと、水晶はあなたの記憶を呼び起こし、必要な回路を再編成し、その結果、朝起きたときに、あなたは夢を覚えているようになります。ベッドのそばの、箱の中か台の上に、水晶を置きましょう。夢は神聖な活動です。その夢を、水晶が思い出させてくれるのです。

スピリチュアルな夢を呼び起こす

夢を毎日思い出せるようになるとすぐに、スピリチュアルな夢を呼び出せるようになります。そのための第一ステップは、答えのほしい質問をすること。魂にアドバイスをしてほしいと思うような、自分の未来に関する質問をすることです。仕事をやめたほうがいいか。新しい恋人に出会えるか。次に書く小説のテーマは何がいいか。子どもを持つべきか。

毎晩、眠りに落ちる前に、その質問で体内を満たしてください。その間いがもたらすさまざまな感覚を、すべて感じてください。

　そして、尋ねる前に、その質問を胸に抱いて横になり、じっくり考えてください。これを、二晩か三晩、これこそが自分の尋ねたい質問だと確信できるようになるまで、続けましょう。

　確信できたら、その質問が、何か神聖なものが天へ向かうように、体から上っていくところを想像してください。と同時に、ゆっくりと安定した呼吸をしてください。どのように眠りに入るかで、どのように夢が訪れるかがほぼ決まります。体をじっと集中させ、瞑想をするように眠りに入れば、夜の夢旅行は、よりわかりやすいものになるでしょう。

　翌朝、その間いに対する答えが得られることは、まずありません。明確でわかりやすい答えを受け取るまでには、数日あるいは一週間かかるでしょう。それでも、毎晩、眠る前に、その間いをくり返してください。これは、あなたがスピリチュアルな夢を呼び覚ますのを助けてくれるだけでなく、その質問があなたにとってほんとうはどんな意味があるのかという点についても教えてくれます。答えは、あなたが眠りに落ちる前に―枕に頭をのせて神からの贈り物を待っているときに、あなたのもとへやってくるかもしれません。

夢の声に耳をすませる

スピリチュアルな夢の中には、解釈する必要のないものがあります。イメージの上に声が重なって、聞く必要のあるものを正確に教えてくれるのです。

　あるいは、夢の中に現れる人物の声を通して、メッセージが伝えられることもあります。ガソリンスタンドの店員が、その旅行には行くなと忠告することもあるでしょう。母親らしき姿をした夢の中の人物が、身内の誰かが危篤だと知らせる場合もあるかもしれません。

　目覚めた瞬間、あなたは夢の意味を正確に知ることになります。耳の中で言葉が鳴り響きます。不可解なことも、いっさいありません。答えはまさしく、あなたの中にあるのです。

　そうした場合に重要なのは、あなた自身の中の静かな場所へ入って、その言葉が体内を流れるあいだに、何度も耳を傾けること。あなたが受け取るはずのイメージ－洞察や映像や記憶―がほかにもあって、その情報をどう使えばいいか、教えてくれるかもしれません。

　夢の中で受け取るすべてのメッセージが、表向きの意味どおりであるとはかぎりません。聞いたことに対してどう行動すべきか、自分の直観を信じてください。もし夢の中で息子がガールフレンドに捨てられるところを見たなら、息子にもっと寄り添うことが、あなたにできる最良のことかもしれません。直観に従ってください。言葉がなくても、夢の中で悟ったことを活用する方法は、たくさんあります。

　夢は休み休みやってきます。夜に訪れる部分は、最初の一ページにすぎない場合が少なくありません。ほかの部分は、日中や、その週のもっとあとの日に、個人的な黙想の一部分として、皿を洗っているときや、車を運転しているときや、編み物をしているときにやってきます。

　できれば、受け取ったメッセージを、日記か、大きな紙に書いておきましょう。夢の記録をつけていくと、魂は、もっと頻繁にあなたと接触し、あなたに話しかけるようになるでしょう。

　夢の声は、あなたの問いかけと何の関係もないことを言う場合があります。あなたの友人や学校や町や国についての情報が、あなたの眠りの中に流れ込んでくることがあるのです。その洞察があなたの生と関連がありそうかどうか、たしかめてください。夢というのはおしなべて、ある程度は個人的なものです。ヒントを探して耳をすませましょう。創造的になりましょう。

夢のメッセージを読み解く

　夢を解釈することは、その夢がスピリチュアルなものであろうとなかろうと、一様に、少々骨の折れるものです。夢は統計学とはちがいます。本に書かれていることと照らし合わせ、それで整然とした答えを得られるというものではないのです。

　むしろ、夢は芸術に似ています。得られる答えは、それこそ星の数ほどあるでしょう。ひとつの夢を一年間探っていけば、何十もの洞察や、メッセージや、ヒントを得ることができます。たったひとつの夢から、全人格や、命が尽きるまでさまざまな形で現れるだろう宿命的な苦闘を、明らかにすることもできます。

　夢からスピリチュアル・メッセージを引き出すためには、ひとつひとつの夢の、イメージや色や音、さらには気分や感情の波動を吟味する必要があります。夢の情景へ戻り、ちょうど探偵が犯行現場を訪れるときのように、何が起きたのか、登場した人物がそれぞれどんな意図を持っていたのか、夢の中で抱いた感情を人生のいつごろから持つようになったのか、その感情は現在はどんなふうに行動に表されているか、正確に調べなければならないのです。

夢のスピリチュアルな部分は、あなたを新たな方向へ導き、あなたを癒し、魂の道と調和したより高度な生き方を教えてくれる部分でもあります。夢のこの層を見つけ出すためには、夢の中の、ほんとうにあなたの心をゆさぶる側面に意識を向けなればなりません。

私たちが夢の中で見るものにはすべて、多様な層があります。表面にあるイメージは、プレゼントのラッピングのようなもの。あけられ、調べられ、形を変えられる必要があります。すわって、夢のどれかひとつの面－象徴や色や気分―について深く考えましょう。すると、スピリチュアルな洞察が意識の中に浮かんでくるはずです。

私は、ある晩見た夢の中で、数人の人々といっしょに庭で食事をしていました。私がちょつと横を向いている隙に、友人が私の皿に肉を追加してくれました。私はうれしいと思いました。誰かが私の幸せを気遣ってくれているのは、すばらしいことだと感じられました。

ところが、その肉に触れたとき、それは、私がそれまで食べたほかの肉ほど十分に火が通されていないことがわかりました。生(なま)に近くて、食べるのに抵抗を覚えるようなものでした。
目が覚めたとき、私は、その夢には何か重要なスピリチュアル・メッセージがあると感じました。そして、こう理解するにいたりました。肉は、友人が私に与えてくれる、しかしかならずしも受け取りやすいとはかぎらない愛情を象徴するものだ、と。その友人の愛情は、はるか子ども時代にまでおよんでいて、私は、私の中の傷ついたままになっている部分に向き合わされています。

夢にはすべて、スビリチュアルな側面があります。あとはそれを探すだけ。直観に、隠れた層を見つけ出させましょう。とくに、リラックスして、いろいろなことに気を配れる状態にあるときは、夢を思い出しやすいはずです。夢に話をさせましょう。そうすればきっと、あなたの人生に関する、隠れたスビリチユアルな要素を知覚できるようになるでしょう。

自分を信じて、夢の中のスビリチュァルなデータを解釈しましょう。忘れないでください。夢の世界では、全く共通点のない事柄同士が関連していることがあります。悪夢の中に、祖母の健康に関する予言が含まれていることもあります。夢の情景においては常に、おかしなものにも深遠なものにも、陰にも陽にも、光にも閣にも、心をひらくようにしましょぅ。

鮮明に現れるスピリチュアルな夢

スビリチュァルな夢の中には、ある出来事が讐るのが実に鮮明に見えるものがあります。こうした夢の中では、私たちは“目撃者”になります。夢の一部ではなく傍観者になって、ある出来事が、日常生活さながらの明瞭さで目の前で起きるのを、じっと見つめるのです。そして一週間か一ヶ月、あるいは一年経って、その出来事は現実の世界で起こります。
こういう夢から目が覚めたとき、あなたの体には、解釈を超えた理解があります。まるで、夢を見たというより、ビジョンを得たように感じられるでしょう。もっとも、私たちはこうした夢を忘れてしまうので、たいていは、後日“既視感”としてその夢を経験することになります。ある店に入って旧友に出会ったとき、「この場面をすでに経験している気がする」と、体が告げてよこすのです。

　スピリチュアルな夢は、黄色いスウェットスーツを着て靴屋まで出かけるといった、きわめて平凡な出来事を予測することもあります。あるいは、愛する人の死や命に関わる大事故といった、強烈な出来事を予言することもあります。目が覚めた瞬間、あなたは身の凍るような思いをするかもしれません。ハッとなって目を覚ましたり、夜中に、汗まみれになって荒い息をしながら、ベッドの上に跳ね起きることもあるかもしれません。

多くの人は、魂とそんなふうに密接に交わることに慣れていません。そうした能力を持つ人を、映画の中で見たり本で読んだりしたことはあっても、自分の身に起きると、怖いと思ってしまうでしょう。

　そんなときは、喜んでください。ギョッとさせられようと、混乱や不安を覚えようと、人生についてそのような明白なビジョンを与えてもらったことに対して、神に感謝するのです。

　夢の中で見たものを人に話すか話さないかという点については、自分の直観を信じてください。私たちには、救世主になる義務はありません。ただ、致命的な事故や病気から誰かを救う方法があるなら、ぜひ話しましょう。一方、誰かが将来、苦しんだり傷心したりするのが見え　たなら、ただ単に祈ることが、あなたにできる最良のことになるかもしれません。あなた自身の中にある静かな空間へ入って、その人に光を送りましょう。このほうが、言葉より深く相手の心に触れる場合が少なくありません。共感者の声に耳を傾けましょう。賢明な選択へと、きっとあなたを導いてくれますから。

　もし、あなたの夢がスピリチュアルな夢として現れていないとしても、心配にはおよびません。今あなたの生の中にある夢を探究し、よく調べて、スピリチュアルな情報を探しましょう。時機が来れば、あなたの意識が変化して、直接伝達されるよう手助けしてくれるようになります。急ぐ必要はありません。態勢がととのえば、夢を見る能力も高まるのです。

　私のスピリチュアル・カウンセラーが、あるセッションで言った言葉に、私はとても影響を受けました。カウンセラーによれば、「ものごとを正確に知りたいと思っている人は、ほんのひとにぎりだ」というのです。大多数の人々は、何も知らず、見ようともせず、理解しないまま生きるほうを好みます。そのほうが楽だからです。受け取るメッセージが鮮明になれば、不安に向き合い、ほんとうの人生を歩んでいくほかありません。そういう状況に、スピリチュアルな夢はあなたを導きます。しかし、何か重要なことを決めるとき、あなたは、何をすればいか正確にわかるようになるでしょう。迷宮に光が満ちあふれるようになるのです。

スピリチュアルな関係
それは公然の秘密だ。―ラマナ・マハリシ

ある人と長年交わり、寝食を共にしたり、映画に行ったり、泣いたり、笑ったりしていると、親密さが増し、私たちは、言葉を発したりくどくど説明しなくても、自分のことを相手に伝えられるようになります。同じ部屋にいようと遠く離れた国にいようと、交信路が互いに対してひらかれ、私たちはつながり、融合し、からみ合うようになるのです。

このようなスピリチュアルな関係は、どんな人とのあいだにも起こりえます―友だちとでも、恋人とでも、姉妹や母親とでも。あらかじめ必要になるのは、魂がふれ合うことだけ。互いの存在の見えない部分が、愛と理解を持って、相手を受けとめさえすればいいのです。

職業としてリーディングをするようになってから、私は、そういう関係を築いている人に何百人も会ってきました。リーディングの最中、クライアントたちは、まるでスピリチュアル・マスターのように、シグナルをやりとりします。自分がそうしていることに、彼らは気づきさえしていません。それは本能的に、すばやく、無意識のうちに行なわれるのです。

　彼らは、私と同じ明瞭で正確な情報を、放出したり受け取ったりしています。けれども、その点を指摘すると、彼らはたいてい、私がお世辞でそう言ったかのように、笑って肩をすくめてしまいます。多くの人にとって、“スビリチユアル”という言葉は、途方もなくて、受け入れることができません。親や恋人や友人として、自分の一部であるこの力を常に使っているのはごくふつうの状態なのですが、そのことに気づいていないのです。

　人間はみな、あるレベルで、魂と魂をつなぐ糸を互いのあいだに持っています。誰かに対して安心感を覚え、心を許し、親愛を感じるようになると、あなたはこの糸にもっと触れたいと思うようになるでしょう。その糸はいたるところにあります。あなたと店のレジとのあいだにも、あなたと隣人とのあいだにも、あなたとバスで乗り合わせた見知らぬ人とのあいだにも。インターネットは、世界中の人をすでに結んでいる直観的なネットワークを、具現化したものにすぎません。Eメールのやりとりは、何百万年も前から行なわれてきたのです。

　私が話をした人の中で、とくに印象に残っているスピリチュアルな関係は、二十代初めのふたりのアジア人女性が築いているものでした。私がカードを読んでいるあいだ、ふたりは、言葉や考えを光線のようにやりとりして、完全にスピリチュアルな会話をしていたのです。見えたものを私が告げると、ふたりは顔を見合わせて笑いました。何が起きているか私が気づいたことに、驚いていたのです。ふたりの意思のやりとりはあまりにかすかで、それ以前に気づいた人はいませんでした。私は、ふたりの秘密を明らかにしたのでした。

　ときには、スピリチュアルなコミュニケーションが全くとれていない人たちに出会うこともあります。これは多くの夫婦に見られます。そういう夫婦は、話をするのをやめてしまい、ふたりのあいだに、ひっそりと静まり返った領域ができてしまっています。不安や隠れた心の傷のために、見知らぬ者同士のようになり、気持ちが離れ、冷淡になってしまっているのです。

私がリーディングをした多くの男性も、この罠に陥っています。彼らは論理を愛好し、合理的な考えという牢獄に囚われてしまっています。女性の中にもこの状態になっている人がいますが、男性ほどには孤立していません。女性は、親密になることの大切さを、愛が育つためには秘密にしている感情を伝える必要があることを、体内で知っているのです。

愛する人とスピリチュアルな接触をせずにいると、まちがいなく人生はきわめて寂しいものになります。ほかの人と魂をこめて接触することは、精神的に報いがあるというだけでなく、私たちが生き延びていくのに不可欠なことでもあります。他者に干渉されずに生きることは重要です。しかし、他者と精神的に深く交わることも大切です。それは私たちに、栄養を―孤独に耐えるのに必要なスタミナを、与えてくれるのです。

できれば、スピリチュアルな関係のことを、ふしぎな、すばらしいものというだけでなく、愛や親密さのひとつの段階としてもとらえてください。この段階では、言葉にされないことや不可思議な力が、意識にじゃまされることなく、あなたの体から相手の体へ伝わっていきます。
私は、今この瞬間に本書を読んでいるすべての人に、ここから挨拶の言葉を送っています。この世界には、壁も、仕切りも、距離もありません。私たちはひとつです。そこには、ただ愛だけがあります。

〝あなたであり、妻である〃状態

誰かのことを、恋人として、あるいは友人としてとても好きになると、私たちはその人の細胞を自分の体内に取り入れます。電話で話しているときも、いっしょに車に乗っているときも、常にエネルギーのやりとりが行なわれ、相手が私たちの意識の一部になるのです。

　アメリカの医学博士ディーパック・チョプラは、私たちは、ただ呼吸するだけで、仏陀やキリストの二百万の原子を受け継いでいると述べています。あなたが誰かを愛するとき、このプロセスは十倍の濃さになります。長くいっしょにいる夫婦が似てくるのはこのためです。ふたりの細胞は似たパターンで複製されるようになります。細胞同士が共感して、互いの肉体的・精神的特性を分かち合うようになるのです。

　瞑想の師も、こう言っていました。親密な関係にある人と互いに影響し合っているとき、両者の変わる部分は、変わらない部分（アイデンティティの中心部分）より大きい、と。

　スピリチュアルな関係を深めるためには、あなたの愛する人たちがあなたの体の中でどんなふうに生きているか、彼らの考えや感情がどんなふうにあなたの中を流れているか、この点をもっと意識できるようになる必要があります。

　私たちの中には、ほかの人とのつながりを表す、特別な情緒的領域があります。誰かを愛すれば愛するほど、この領域は広がっていきます。そして、相手といっしょにいるときや相手のことを思い浮かべるときは常に、私たちの意識は、霊魂(プシュケ)の中にある、ふたりで生み出したこの領域へ入っていきます。私たちは変わります。仏教徒が言うように、妻とともにいるとき、それは〝あなたと妻“ではなく、〝あなたであり、妻である”のです。

　これを、共依存と混同しないでください。私が言っているのは“調和”、いうなれば、ふたつの楽器を引き寄せてひとつの音楽へと導く、目に見えない法則です。恋愛においては、この統合が絶えず起こっているといえるでしょう。

私たちの体の中には、今までに持ったすべての人間関係に関する地図―あらゆる親密な絆を示す、知覚可能な心の地誌―があります。この領域を探究すると、今までに愛したすべての人の存在に出会うことができます。望むなら、彼らと一体になって、彼らの存在を感じることもできます。彼らが同じ部屋にいようとどこかほかの国にいようと、それは問題ではありません。自分自身の心の中へ入っていくだけで、私たちは、私たちの魂に触れるすべての人と、作用し合うことができるのです。

　その人と出会う場所の中には、つらい気持ちを引き起こすものもあれば、至福の喜びを感じさせてくれるものもあります。それは、その人との関係によります。相手が私たちの体内でどう感じているかで、その関係が癒しを必要としているかどうか、私たちの感情的・精神的成長にどう影響しているかがわかるでしょう。

　その人は、この世を去った後でさえ、私たちの中にいます。自分の細胞の中へ浸るだけで、私たちはその人に会うことができます。私たちは、意識を心に向けて、その調べを受けとめるだけでいいのです。

　ペルシャの詩人、ルーミーはこう言っています。「恋人は、最終的にどこかで出会うのではない。最初から、互いの中にいるのだ」と。私たちが持つあらゆるスピリチュアルな関係は、はるか昔から私たちの体の中をめぐっています。現実にその人に出会ったとき、前から知っていたように感じるのはそのためです。そう、私たちは知っていました。彼らは私たちの中に、すでに存在していたのです。

　この真実がわかると、相手の存在に意識を集中するだけで、簡単に、深いレベルで交わったり癒したりできるようになります。その人は私たちの体内にいるからです。それは、大切に思う人一人ひとりに対して、スビリチュアルなEメールアドレスを持つようなもの。相手を許し

たい、親しくなりたい、メッセージを送りたいと思ったら、あなたの体内にある、ふたりがつながっている場所へ行って、必要なものを与えたり受け取ったりすればいいのです。すると、次にその人に会うとき、もっと深いところから作用し合えるようになります。愛はより強くなります。以前には言いにくかったことも、きっと言えるようになるでしょう。

PART4　戦士を呼び戻す
日々成長するために必要なこと
ものごとを適切に行なう時機は、今よりあとにもかならずある。
　人生の岐路に立ったとき、多くの人がうまく決断できないのは、その瞬間その瞬間に正しい決定をする訓練をしていないせいです。

　私たちは、円形の線路をぐるぐる走るおもちゃの列車のように、自分にとって心地よく感じられるスピードで人生を走っています。ところが、分かれ道に出くわして、a、b、ｃいずれかの道を選ばなければならなくなると、当惑してしまいます。そして、自分が正しい選択をすることを確信できず、うろたえて、友人やセラピストやサイキックに電話をします。自分の外側にいて、自分のために行動を起こしてくれる人を必要とするのです。

　この間題を克服するためには、私たちは戦士の力を、日々の生活の中に少しずつ取り入れ、最終的に、自分の手で手綱(たづな)を握るのが心地よく感じられるようにならなければなりません。生まれながらにして持っているこの力は、一日のうちいつでも育てることができます―夕食のメニューを考えながらスーパーの通路を歩いているときでも、パーティーでおしゃべりしているときでも、書店で本を探しているときでも。そして、この力を使って、どの映画を見るかとか、パーティーでどの人と話をするかといった簡単な選択をするとき、あなたの魂は体じゅうで作用し、あなたの意志を明らかにしてくれるようになります。ある選択と同時に起きる出来事が、あなたの人生を広げ、あなたが次のレベルへ移るのを手助けしてくれるのです。

　然るべき本を選んだことから、あなたは、然るべきセミナーに参加し、然るべきビジネス・パートナーに出会い、然るべき会社を興すかもしれません。人生が、「それっ」とばかりに進み出す瞬間です。この自然なリズムに身をまかせることをためらわせるのは、知らないものに対する不安です。私たちは、自分の直観を信じて、何が起きるか見守るより、自分がなぜあることをしようとしているのか、それによって何がもたらされるのかを知りたいと思ってしまうのです。

私たちはみな、広告や、古い習慣や、未解決の不安にとらわれています。ほどほどであるかぎりは、そうした生き方も悪くありません。静かな生き方ですし、私たちをゆったりと落ち着いた気分にもさせてくれます。

　けれども、安心感を得たいと思う気持ちが度を超して、新しい世界へ飛び込むのをやめてしまったら、私たちのアンテナは働かなくなります。しばらくすると、直観力は消えてなくなります。

　スピリチュアルな力を流れ続けさせるために必要なのは、新たなシグナルに反応すること。ちょっと遠回りをするだけで、私たちは生活に刺激を与えることができます。生まれながらの力を高める機会、すなわち、限界を超えて、自分とこの星を豊かにする機会は、毎日のように与えられています。ただ、そういうふうに生きるには、少しずつ前へ進み、心地よい領域から思いきって飛び出す必要があります。

　ある年の七月四日のこと、妻は、私とふたりで、マリブで行なわれる友人のパーティーに出席するべきだと思っていました。しかし私は、映画を見に行きたいと思っていました。妻の直観に従うなど、もってのほかです。私は子どものようにふくれっ面をしました。海岸近くのハイウェイを走っているときも、私は不平ばかり言っていました。とうとう、妻が折れて、私の希望をかなえてくれることになりました。

　ところが、映画館に入る前に、私は体に重苦しさを覚えました。何かが離れていくような感じです。私は妻を見ました。「きみの言うとおりだ」と私は言いました。「僕たちが行くべきところは、パーティーだ。ここじゃない」

　その晩は、実にすばらしい時を過ごすことができました。パーティーの席で、私たちは、連れ添って二十四年になるという夫婦に出会いました。私たちはすぐさま意気投合。その夫婦は、どうすれば、ふたりの人間が、ともに生活し、それぞれの仕事を追究し、子どもを持ち、それでいて独立し、野性的な人間であり続けられるかということを示す、究極の手本というべき人たちでした。

私は彼らと出会えたことを心からうれしく思いました。その夫婦は、理由があって私の人生に現れたのです。ふたりは、私の未来の姿でした。実際私は、何というすばらしい決断を、自分の直観と妻の直観に対してしたことでしょう。もしその決断をしていなければ、彼らとはけっして出会えなかったはずでした。

　多くの人がなかなか成長できないのは、変化することを、何年も何年も、ときには手遅れになるまで先延ばしにするせいです。私たちは、何千という成長する機会を逃しています。自分の本能を信じて、心地よい領域から飛び出すことを恐れているためです。ガンになったり配偶者を失ったりして初めて、私たちは自分の心に意識を向け、ずっと私たちに呼びかけ続けていた声に従うようになります。しかし、もし私たちが、自分と他人の中にあるスピリチュアルな声に、どの瞬間も耳を傾けるなら、するべきことをするべき瞬間にし、次の段階へ進むことによって、多くの悲しみを避けることができるのです。

　日々は絵を描くようなものです。朝、ベッドから出ると、私たちは真っ白なキャンバスに向かいます。そして、描きたいと思うものは何でもレンブラントのような絵でも、ピカソのような絵でも、マンガでも、描くことができます。多くの人は、このことに気づいていません。毎日、同じ絵筆を手にとり、同じ色の絵の具をつけ、十年前から描いている絵の続きを描きます。

　スピリチュアルな人の目覚めはちがいます。彼らは知っているのです。今日は自分が別人になっていることを。眠っているあいだに成長したことを。細胞が新しい情報を持っていることを。彼らは、昨日使った緑色の絵の具ではなく、パステルブル－やサクランボ色の絵の具に筆を浸します。そして、以前からある不安ではなく本能の声に従います。同じオフィスの、同じ椅子にすわって盲を終えるかもしれませんが、さっそうと歩いていきます。彼らは、責任の範囲において、なりたいものになれることを知っているのです。

直観的に生きるためには、私たちは、新たな学びの道に対して心をひらかなければなりません。興味を惹かれるものは、きっと、私たちが魂の道を歩むのを手助けしてくれるにちがいないのです。

エクササイズ：本能の声に耳を傾ける

明日の朝、目が覚めたら、どの行動を起こす前にも少し時間をとって、自分自身と同調し、本能が語りかけてくる言葉を聞きとってください。

着る服を選ぶためにクローゼットの中を見るときには、どの色が自分の気分を表し、どのスカートあるいはジャケットが体内を流れているエネルギ一にぴったり合うか、そうしたことを感じられるかどうか、たしかめてみましょう。

さっさと選んで、それですませてしまってはいけません。どんな衝動がやってくるのかよくわからなければ、心に映像が浮かぶまでじっと立っていてください。辛抱強くなりましょう。こうした耳の傾け方は、多くの人がもっとうまくできるようになる必要のあるものです。

　朝食のときも、同じようにしてください。少し時間をとって、何を食べたいか、体に尋ねてみましょう。体がバナナと水をほしがっていると感じたら、それを与えましょう。じっくり時間をかけてください。ひたすら本能に従って、この朝の儀式を行なってください。

　病気で休むと会社に電話したい、ドーナツをまるまる一袋食べたい、ネクタイを一本残らず燃やしたい、引っ越したい。そんなメッセージを受け取ったら、あなたはどうしますか。もしかしたら、あなたは、ほんとうの自己からあまりに離れたところで生きている人で、そのために、導きの声を求めて心の中へ意識を向けると、「私の人生は私のものではない」と感じてしまうかもしれません。

　途方もないメッセージを受け取ったときは、心に浮かんだそのままの考えと衝動を日記に書きとめて、それを現実の世界に持ち込むのはどの程度実際的か、判断してみましょう。忘れないでください。このエクササイズの目的は、幻想から逃避することではなく、微調整することです。魂と調和し続けるために何が必要か、その自分自身の基本的な認識に、一瞬一瞬、耳を傾ける方法を知ることなのです。

　意識的に、しっかりと、朝の儀式を行ないましょう。それは、自分自身の内なる願望に耳を傾けるためのひとつの方法です。そうすることで、私たちは今までより生き生きとすることができます。人生に、新たな、わくわくするような未来もひらけてきます。

　私たちの行動には、精神(マインド)、肉体、感情、魂の四つが深く関わっています。毎日、ゆっくり時間をとって、あなた自身のこの四つの部分を鼓舞する方法を探しましょう。

　夜が来て、ベッドに横になったら、朝の選択によって一日がどのように影響されたか、メモをしておきましょう。身につけている衣服のおかげで、デートの約束を取りつけられましたか。朝食に食べたものが原因で、敏感になったり、あまり空腹を感じなかったりしましたか。新聞を読まないことで、楽しい気分になれましたか。詩は、新聞の良い代役になりましたか。

　朝の儀式の効果は、はっきり現れることもあれば、かすかにしか現れないこともあります。来週、もう一度、このエクササイズをやってみてください。毎回、あなたは、より楽しく、より健康的に、より心おだやかになれるものを発見し、それを生活の中に取り入れていくでしょう。あなたが必要としているものをあなたに教えることは、誰にもできません。私たちは、自分の直観を通して、自分にぴったりなものを見つけるしかないのです。

　このエクササイズをすると、導きの声を求めて意識を心へ向けることが、習慣になりやすくなります。そして、どんなこともできるようになるでしょう。

スピリチュアルな体、スピリチュアルな動き方
然るべきことが起きているときは、全身がそれを知覚している。―ロバート・プライ

人間である私たちは、歩いたり車を運転したり走ったり、動くことに多くの時間を使っています。そして、動いているときも、友だちとすわってランチを食べたりアトリエで絵を描いたりして動かずにいるときと同様、本能と調和することが重要になります。

　私たちは田舎から郊外や都会へと移りましたが、そのために多くの人が、体を用心深く敏感に動かすにはどうすればいいのか、わからなくなってしまっています。私は、これこそが、毎年多くの自動車事故が起きる原因だと思っています。人々は、地球ともっと密接に生きていたころは誰もが持っていた動物的な認識力を使って、効果的に自分の肉体を操作する方法を忘れてしまっています。私たちは、一生を通じて私たちを導いてくれる流れ、すなわち大自然のリズムを、失ってしまったのです。

　しかし、たとえば、カナダガン（主に北アメリカに住む鳥の一種）は、その飛行能力のおかげで、北方の州から中央アメリカまで、最新の飛行機なみの正確さで、毎年同じル－トを飛ぶことができます。また、オーストラリアのアボリジニは、足の裏を通して、地下七、八フィートのところにある真水の水源を探知することができます。

　こういう認識の仕方は、すべての人が手に入れることができます。この力を作用させるひとつの方法は、動きというものをもう一度学びなおすこと。二歳のころと同じ好奇心とふしぎに思う気持ちを持って、動くことを経験することです。すると、千年のあいだ眠っていた感覚が、目を覚まします。

　ここからは、歩くことから車を運転することまで、あなたの動きをもっとスピリチュアルにする方法をいくつか紹介します。今の状態をあたりまえととらえるのをやめ、どんなちょっとした瞬間にも心を配るようになると、この星での私たちの動きは、どの段階においても、直観的になるでしょう。

　この章では、未来ではなく過去へ動くことについて述べます。そこにこそ―文明が生まれる以前の偉大な静寂の中や、古い道や、古い足跡の中にこそ、答えはあります。そして、そここそが、すべての人が行かなければならないところなのです。

憧れの体を思い描く

体に関してどんなふうに動きたいと思うか、それを空想することで、あなたの生まれながらの力は高まっていきます。

私は、ケイ・リンクスという、車椅子に乗ったセラピストと知り合いでした。二年前に亡くなりましたが、彼女の子どものころの夢は、バレリーナになることでした。

　私は、ケイがつま先だって回転したり跳躍したりするところは見たことがありませんが、彼女の動きには飛び抜けた優雅さがありました。缶ジュースのあけ方も、手のこすり方も、腕のなで方も、無理のない流れるようなものでした。ケイは、魂の呼吸に合わせて話したり動いたりすることのできる、数少ない人のひとりでした。どんな動きをするときも、彼女はスピリチュアルでした。話をするときは、然るべき瞬間に、まるで火を噴くように、相手に核心を見せます。そのため、相手は、問題をしっかりと見て、それをあらためることができました。

　ケイの正確さやタイミング合わせの鋭さは、自分が舞台に立ってスポットライトを浴びているところや、音楽に合わせて回転したり軽やかに踊ったりするところを、とてつもなく長い時間をかけて夢見ていたことから生まれたのだろうと、私は思っています。下半身が不自由になってなお、彼女はバレリーナを体内に取り込みました。そして、ひたすら空想することによって、自分自身の中で、みごとに直観力を鼓舞したのです。

直観と調和していないと感じるときは、どこかに横になって、難なくできる動きを思い描いてください。ネコやカラスやシカなど、動物の動きが思い浮かぶかもしれません。あるいは、砕け散る波といった力強い動きや、燃え上がる炎といった荒々しい動きを思いつくかもしれません。どんなタイプの動きが心に浮かぶか、体を使ったどんな言葉があなたの魂を表現するか、たしかめてみましょう。

　バリシニコフ（バレエダンサー・振付師）からプラスチックマン（漫画の主人公。伸縮自在）まで、子どものころから憧れていたすべての体を思い出してください。次に、そうした体をもとに、あなた独自の体を創り出してください。そしてその体が、あなたの心の中で、階段を上ったり、踊ったり、愛を交わしたり、実生活ではけっして入らないだろう場所、たとえば、重役のオフィスや、ホッケーのリンクや、オペラハウスに入るところを思い描いてみましょう。

　その体が、時を超え、さまざまな年齢になって、強く、健康で、愛情に満ちた姿で動いているところを想像してください。できれば、その体の絵を描いて、壁に貼ってください。あるいは、その体のことを詳しく描写する詩を書いてください。

　優雅さや本能やタイミングを必要とするときはいつでも、心の中でその体のことを思い描きましょう。その体を、参照点として、すなわち、魂と肉体がひとつになるとどんな感じになるか、その象徴として使ってください。

　私が自分の中に見ている体は、しっかりとしてぐらつかず、それでいて重量がなく、光に満ちています。ジャガーのように俊敏で、水のように流動的です。自分の意志で、どんどん動きます。深刻な事態に直面しても、立ちすくむことはありません。どんなときも、自由です。

　あなたが思い描いた体はどんな感じですか。今使っている体に比べ、その体はどんな点であなたの役に立ちそうですか。その体を現実のものにするために、何をする必要がありますか。

　その体は、あなたの心の中での動き方を表すものなのだと、すなわち、あなたのスピリットが体内に入ってきたときにとる姿なのだととらえてください。あなたは、自分で思うほど従順ではないかもしれません。あなたのほんとうの体は、風のようにすばやく動くかも、あるいは、子どものような情熱を持って輝いているかもしれません。

　ディーパック・チョプラは著書『クォンタム・ヒーリング』（春秋社）の中で、私たちの細胞は、一年経つと、その九十八パーセントが入れ替わると述べています。想像することは、そうした入れ替わりのひとつの過程です。あなたのほんとうの体を思い描いてください。どこへ行くときも、難なくできる動きを思い浮かべましょう。そうすれば、あなたはまちがいなく、然るべき時に然るべき場所へ、常に導かれることでしょう。
戦士を呼び覚ます歩き方

　人間は数千年の昔から歩いてきました。自動車や飛行機がまだ生み出されていなかったころには、私たちは歩いて、世界を探索し、狩りをし、買い物をし、旅をしました。歩くことは、私たちにとって、ごく自然なことなのです。

　歩くことにもっと意識を向ければ、あなたの体内にある直観の伝達経路が刺激されます。そして、事故や犯罪や偶然の出会いといったことが起きる前に、あなたはそうした出来事に注意を払うようになります。

　歩くときは姿勢に気をつけなさいと、父が教えてくれたことがあります。背筋をピンと伸ばして歩いていると、マグネティック・フィールドが広がります。猫背になっていると、体内のセンサーがブロックされ、周囲のものから分離されてしまいます。背筋を伸ばし、ゆったり胸を張っていると、知覚する力が広がり、かすかなスピリチュアル・メッセージが意識の中に流れ込んできたとたん、それを察知できるようになるでしょう。
　呼吸も重要です。十分に呼吸していると、周囲にあるものといっそう調和できるようになります。シカを思い浮かべてみてください。シカが、人間の靴が一マイルも先の砂利を踏む音を察知できるのは、ひとつには、その呼吸が敏感だからです。歩いているときは、深くしっかりと呼吸をしてください。すると、直観が研ぎすまされていくでしょう。

　速度についても、よく考える必要があります。私はこのことを、ニューヨークヘ行ってすぐに知りました。ニューヨークには、ぶらぶら歩くのに向かない通りがあるのです。他方、パリへ行くと、パラソルや新聞を片手に、ゆったりと歩きたくなります。風景には、それぞれの音楽があります。歩いているときは、自分に呼びかけてくるペースを―リズムと気分を、体内で感じられるかどうかたしかめてみましょう。

　マサイ族の戦士は、砂漠を行くときは、オオカミのように軽やかに駆けていきます。茂みの中では、カマキリのようにゆっくりと進みます。マサイの戦士のようになりましょう。周囲の環境に溶け込みましょう。すると聞こえるはずのシグナルに注意を向けられるようになり、歩くことがもっと深遠なものになります。

　歩くときは、目の前の地面ではなく、地平線を見てください。そうすると、人生に対する展望が大きくなります。歩道の割れ目ではなく、木のてっぺんや建物に目を向けましょう。そうすることで心の状態がどう変わるか、たしかめてみてください。

　私の場合、とくにすぐれた洞察の中には、歩いているときに得たものがあります。できれば、歩くときは、録音機を持っていってください。途中、たとえば、木の下に立っているときや、バスを待っているときや、橋をわたっているときに、思い浮かぶことを声に出してみてください。私たちは、家の外に出て、テレビやエアコンから離れているときに、直観的な考えを受け取りやすくなっている場合がめずらしくありません。魂に語りかけさせましょう。魂が何を伝えようとしているのか、たしかめてください。

　映画『いまを生きる』の中に、教師が生徒たちを外へ連れ出し、全員に、自分の歩幅をたしかめさせる場面があります。魂と体がひとつになったとき、あなたはどんなふうに歩くでしょう。主人公はひとりです。あなたはどんな歩幅で歩みますか。

戦士を呼び覚ます運転の仕方

いうまでもなく、私たちは現代という時代に生きています。私たちは車を運転しなければなりません。数世紀のうちには、タイムマシンや、宇宙まで飛べるヘリコブターを操縦することになるかもしれませんが、今のところ、運転すべきは車です。多くの人にとって、車を運転することは、日常のあたりまえのことになっているといえるでしょう。

　スピリチュアルになる練習をするのに、ハンドルを握る以上に良い方法はないかもしれません。ノストラダムス的洞察力が必要になるときがあるとしたら、それは、交通量の多い道で、車を時速六十マイルで走らせているときでしょう。そういうときこそ、鋭い洞察力を持つことが重要になります。その力に、命を救われるかもしれないのです。

　この項を書くことができたのは、友人ロリン・ローシュのおかげです。ロリンは瞑想の師。彼のすばらしい才能によって、近代的な生活に翻弄されているときでも敏感かつ意識的になれる方法が、いくつも見つけ出されています。もし彼がいなければ、私はいまだに、第三の目(サードアイ)を閉じたまま運転していたにちがいありません。彼の教えのおかげで、運転するときの私の習慣は大きく変わり、タロットカードと同じくらい、変速レバーをうまく扱えるようになりました。以下に、彼のアドバイスを記します。

1　車に乗る前に、まず心の状態をチェックしましょう。イライラした気持ちや怒りを持って乗らないこと。どこへ行こうとしているのか、なぜそこへ行くのか、はっきり意識を持つこと。
　目的地に、車以外の方法で行くことができるなら、それを考えてみましょう。私は、十プロック先の郵便局へ、車ではなく歩いて行くことにしたところ、久しく会っていなかった古い友人にばったり出会ったことがあります。その友人は、私の作る曲を豊かにする、有用なギターコードを教えてくれました。郵便局までよけいにかかった二十分は、実に価値あるものでした。

　人間本来のスピードで移動すると、いろいろな経験ができます。車に乗る前に、ちょつと立ち止まってください。そこへ行く方法がほかにないか、よく考えてみましょう。

2　車を発進させる前に、目的地のことを思い浮かべてみましょう。すでに目的地に着き、同乗者もみを無事で、楽しく、ほっと一息ついているところを想像してください。それから、体のまわりには、自分を守ってくれるエネルギー・フィールドが、つまり、危険なことから自分を包み守ってくれる光の球があると思い描いてください。そこまでできたら、ゆっくりと、注意深く、想像の世界から抜け出しましょう。事故の多くは、家から一マイルのところで起きています。目的地に着くまで、気を抜かないでください。

3、通りに出たら、磁気の弦が、脊椎のいちばん下から地面に届いているのを感じましょう。あなたの全存在はこの弦に集中しています。この弦のおかげで、背筋がピンと伸び、全身の神経が張りつめているのを感じ取りましょう。

運転しているときは、地面とそういうふうにつながり続けること。ただ、注意力のすべてを、ここに集中してはいけません。路面電車の電線のように電気的につながって、自分の下に道路の存在を感じるくらいに集中しましょう。
こうすることによって、チャクラの位置が調整され、道路に三六〇度、意識が向くようになります。目がものを見るように、あなたは、体でものが見えるようになります。注意力を十分に高めて、ハンドルを握れるようになるのです。

4　直観力を妨げないスピードで、車を走らせましょう。周囲のすべてのものに目を配りつつ、道路に集中していられるスピードです。そのスピードになったことを、スピードメーターを見ず、直観的に感じることができるかどうか、たしかめてみましょう。

　しっかりと耳を傾ければ、体はスピリチュアルなヒントを与えてくれます。この経験を、直観と親しくなり、感覚を通じて動くことを知る機会ととらえてください。

5　自分自身とほかの車とのあいだに、快適だと思う空間を設けてください。友人ロリンが言うように、“道の一部を所有する”のです。自分の領分を持つドライバーになりましょう。危険なやり方ではなく、安全に。ちょうど、庭に、自分だけの領域を持ちたいと思うように。

　そうすることで、体の中にあるすべてのセンサーが活発になり、あなたの車の周囲の領域にスピリチュアル・エネルギーが満ちていきます。何か危険なことがこの領域に入ろうとすると、すぐさま体が教えてくれます。雑草があなたの大事なバラに襲いかかろうとするときに、土がふるえるのと同じです。あなたは、スピードを落としたり、車線を変更したり、ルートを変えたりして、うまく事故を避けられるようになるでしょう。

6　その瞬間その瞬間の、自分の直観を信じましょう。少し待ったほうがいい。ルートを変えたほうがいい。スピードを出したほうがいい、あるいは落としたほうがいい。そう感じたらすぐに、そのとおりのことをしましょう。車がどんなふうに運転されたいと思っているか、その点に常に意識を向けてください。スピリチュアルな精神(マインド)に、絶えず指示してもらいましょう。
　戦士は、きわめて混沌とした状況にあっても、秩序やバランスや沈着さを保つことができます。運転しているときの私たちは、死と隣り合わせです。常にもまして、私たちは自分のしていることに、きちんと注意を払う必要があります。前述の六つのステップを用いれば、あなたの運転は、もっと直観的で注意深いものになるでしょう。道路を走っているとき、行く手に何が来ようと、対応できる準備がととのうのです。

最後にもうひとつ。月に一度、スピリチュアルなドライブに出かけてください。とくに目的を持たずに車に乗り、直観をガイドにして運転してください。ふつうなら訪れないような、店や公園やカフェへ行ってみましょう。直観のみに従って移動する感覚に慣れてください。そして、最終的にどこに行き着くか、たしかめましょう。

　スピリチュアルな状態が高まるのはどんなときか、それは人によって異なります。シドニーという名の私のクライアントはこう言っています。地上にいるときは、直観はまあまあという程度にしか働かないが、飛行機を操縦しているときは完全に目覚めて、鳥のように敏感に、天気の傾向を言い当てられるようになるのだ、と。

　友人のロリンの場合は、認識力がいちばん高まるのは、泳ぐときだといいます。海にいると、彼の感覚は最高に研ぎすまされます。アザラシやイルカや水中の植物といった、ほかの生物と意思を通い合わせることもできるようになります。

　私の場合は、スキーをしているときです。斜面にいると、私のスピリチュアルな能力は、まるで扇のようにひらいてきます。山々が話しかけてくるのをさえ、私は聞くことができます。私は、ほかのどこにいるときより、生き生きとして、自分自身と調和することができるのです。

　これまでの人生をふり返って、何をしているときにいちばん自分の直観と密接に結びついていると感じることができたか、思い出してみましょう。

　目を閉じてください。過去を思い返して、無限に知覚できそうな気がする行動を探してみましょう。そして、たとえばスケートをしているときにあなたの直観がいちばん研ぎすまされるなら、その意識を、歩くときや運転するときにも持つようにしてください。

　スピリチュアルな力は何かひとつの領域でしか発揮できないというのは、単なる思い込みです。ガーデニングをしているときに直観が強くなるのであれば、その直観は、山登りをしているときもオフィスにいるときも強くなるはずです。ガーデニングをしているときと同じ力が体内を流れているところを思い浮かべてみましょう。やがて、直観的な反応が、生活のいたるところに、等しく現れるようになることでしょう。

日常生活の中で野性を高める
野性は、完全なる意識の状態だ。だから、われわれはそれを必要としている。―ゲーリー・スナイダー
地球において、人間は、“その瞬間”を取り逃がして直観を失いうる、唯一の動物です。

ワシやクモには、そういうことは起こりえません。野生の動物には、その瞬間その瞬間を勇敢に生き、周囲で起こるあらゆる些細なことを警戒する以外、選択の余地はないのです。

それにひきかえ、私たち人間は、心配や妄想や疑念に取りつかれたり、あるいは、次から次へと分析的な考えを生み出す中で直観を失ったりします。

戦士を自分の生活の中に呼び込むと、私たちの野性や直観は働き続けます。脳が知的な思考を続けていても、私たちは周囲の世界との接触を失うことはありません。たとえ、量子物理学について考えたり、歴史の授業のために資料を暗記したりしているとしても、体は十分に意識的になって、いつ車が路地に入ってくるか、チョウが窓辺を飛んでいくか、感じられるようになるのです。
ネコといっしょに暮らすようになって、私は、野性が働いているとどんなタイプのスビリチュアルな力が使えるかということを知りました。ネコは、その敏感な体を使って、私の妻が三階下の車庫に車を入れる音を察知することができます。ときには、妻がまだ近くにいるわけではないのに、帰ってきたことを感じ取る場合もあります。ネコは、妻が彼らの居住領域に入ろうとしているかすかな合図を受け取ります。そして、玄関のドア近くへ行って、妻の靴がカーペットを踏む音がするのを、今か今かと待つのです。

　私たちも、ネコと同じような身体的な意識を持つことができます。私たちの体が鈍感になり、カフェインや砂糖がなければ生き生きとして感じられないのは、自然から離れてしまっているからにほかなりません。私たちの体には直観的な感覚が満ちあふれています。その感覚を高めれば高めるほど、いるべき場所にいないような感覚は薄れていくでしょう。

　人間はこの星にやってきたわけではありません。私たちの体は、山や川をつくるものと同じ物質でできています。私たちがなすべきは、脳のスイッチを切って、森の英知に行動を導いてもらうことだけ。母なる自然は、私たちの注意を引こうと、絶えず叫び続けているのです。

　野性は、抑えつけると乱暴になりますが、そうでないかぎりは、私たちを守ってくれる忠実なガイドであり、私たちを迷宮から連れ出して、ほんとうの生へ導いてくれます。都市文化において、多くの若者が道に迷ったように感じ、絶望を覚えるのは、何らふしぎなことではありません。自然は、私たちがどんな種で、体内にどんな夢や情熱を宿しているかを教えてくれます。ところが、都会で育っている多くの子どもたちは、ろくに木に登ったことさえないのです。

　直観を取り戻すために、あなたは、自分の野性をよみがえらせ、先祖がシカの後を追って森をそっと進んでいったときと同じくらい、神経を研ぎすませる必要があります。大自然の息吹を体内に取り戻すことによって、私たちは、都市にも、もう一度そうした息吹をもたらすことができるでしょう。

次に紹介するのは、日常生活の中で野性を高め、体をもっとスピリチュアルにするための、私が考え出したエクササイズです。前にも言いましたが、自分なりの儀式が思い浮かんだら、たとえ私が紹介するものとちがっていても、思い浮かんだものを実行してください。直観に従いましょう。それこそが本書のいわんとするところなのです。

エクササイズ：野性の人を見つける

直観を目覚めさせるときに役立つのは、文明人ではない人物―電子レンジや交通標識という概念を持たない野性の人―を心の中に住まわせることです。

　この人物を呼び出すには、毎日リビングルームで太鼓に合わせて踊ったり、スニーカーを履くだけであとは何も持たずに、山へ友人といっしょにハイキングに行くといいでしょう。この人物がいると、あなたは、月に一度、野性味あふれる夕食を食べに出かけて手で食事をしたいとか、アメリカ先住民族の雨乞いの踊りに加わりたいと、思うようになるかもしれません。

私が子どもだったころ、母は、馬の背に飛び乗り、原っぱを走りまわって、自分の野性を表現していました。そういうときの母の様子は、まるで別人でした。ジプシーのように髪を風になびかせ、全身に活力と自由が満ちていました。

　ジャングルより都会のほうが危険が少ないというのは、幻想にすぎません。エスカレーターやトイレがあるというだけでは、自然の荒々しさを免れていることにはならないのです。戦士なみの正確さと時機を見はからう力をもって決定しなければならないことが、日にどれほどたくさんあるか、考えてみてください。子どもを学校から車で家に連れて帰ることだけでも、あなたの中にいるハンターを刺激して、目にもっと遠くを見ることを、耳にもっと注意力を払うことを、促す必要があるはずです。

　野性の人を自分の中に持てるようになると、ストレスをあまり感じずにすむようになります。上司にアイデアを求められたときも、答えはあなたの中に、確実に、躊蹄なく、浮かんできます。独自の知性をすばやく働かせて、体が反応するようになるのです。通りで強盗に後をつけられたときも、どうすれば身を守れるか、わかるようになります。身がすくんで動けなくなることはありません。戦士の導きを得て、体が働き続けるのです。

　あなたの中の野性の人は、さっさと定義してしまうより、時間をかけて見きわめたほうがいいでしょう。毎週少しずつ時間をとって、仮面を脱ぎ、自然と親しくなってください。

　最初の儀式としては、たぶん、月に一度ひとりで浜辺にすわり、潮の香をかぎながら、自然と一体になって暮らしていた過去の生活のすべてを体に思い出させるのがいいでしょう。それなりの服を着たり石を持ってきたりして、雰囲気をつくらなければならない場合も、少なからずあるかもしれません。

友人のロリンは、一ヶ月のうち一日を、クマの毛皮を敷いた部屋で瞑想することを勧めてくれました。これは、奇妙な考えに思えるかもしれません。しかし三百年前には、英知へと続くあたりまえの道と考えられていたのです。

あなたの中の野性の人を知ってください。どんな格好をするのが好きか、好んで食べるのは何か、どんな音を出し、どんなふうに歩き、踊り、すわるのか、たしかめてください。子どもはこれが大好きです。お子さんのいる読者の方は、いっしょに、直観の世界へ入ることができるでしょう。

この儀式にとまどいを覚える場合は、不可解で手に余るものではなく、遊びだと思ってください。私たちの中にいる野性の人は、考えずに行動します。生きていることを純粋に楽しむためだけに、木にぶらさがり、踊り、犬のように吠えます。これこそが野性というもの……生の表現にほかなりません。この状態に戻れたら、自分の知覚がどんなに鋭いか、自然の中でどれほど多くの直観的コミュニケーションが行なわれているか、気づくことができるでしょう。ものごとを複雑にしないでください。森はそれほど多くのことを考えてはいません。森はただそこに在(あ)るのです。
直観が最も強まる場所、エッジを歩く
私たちを最も恐れさせるのは、闇ではなく、光だ。―　　　　　　　　　　ネルソン・マンデラ

リーディングをするとき、私は常に、人々の“エッジ”は何かを、つまり、怖いけれども、魂の道に忠実であり続けるために歩かなければならない場所はどこかを見つけ出そうとします。

エッジは、導きの声がいちばんはっきりと聞こえるところ、私たちの直観力が最も強くなるところです。

人によっては、セラピーへ行って自分の感情と向き合うことがエッジになります。いつもより多くの時間を子どもと過ごしたり、あるいは、独演コメディの授業を受けることが、エッジになる人もいます。

エッジは、初めのうちは誰にとっても居心地が悪く感じられます。エッジは、無理にでもあなたを変化させようと―新しいパワーの中に入って、あなたをびくびくと縮こまらせる習慣を捨てさせようとするのです。

しかし、エッジへ行けば行くほど、私たちの直観は強くなります。よく言われる「どの瞬間も、それが、自分の最後の瞬間であるかのように生きなさい」といった言葉は、この世にいるどの瞬間も十分に生きることを、私たちに促すもの。そういう刺激に満ちた存在であることを受け入れ、緊張感と勇気を持って魂に従うとき、私たちの直観は開花します。エッジでは、魂の声がいちばん大きくなります。そこは、魂が、名刺がなくてもあなたのもとへたどり着ける場所なのです。
　病気になったとき、体が要求しているものを知るのがどれほどたやすくなるか、体が送ってくるメッセージがどれほど明瞭になるか、気づいたことがありますか。「スープが飲みたい」「眠りたい」「もっとスープがほしい」「散歩に行きたい」「休みたい」。これがエッジです。ここでは、すべてのシグナルがはつきりとした声で伝えられます。何が起ころうとしているのか、直観に教えてもらう必要はありません。答えはあなたのすぐ前にあるのです。

　不幸なことに、現代の文化においては、私たちはエッジをあまり大切に考えていません。私たちの多くは、自分がほんとうに必要としているものを、習慣的にみずからの奥深くに押し込めてしまいます。

　問題は、新たな挑戦から逃げてばかりいると、直観力が弱まってしまうこと。人間として、私たちは、魂を自分に近づけておくために、定期的に苦しいことと向き合う必要があります。言いかえるなら、それはエッジを広げる必要があるということです。限界の向こうへ自分を押し出すことは、アンテナを空へと向け続け、宇宙が私たちに向けて送ろうとするすべてのメッセージに対して、意識を集中させ続ける方法なのです。

　誤解しないでください。エッジは、軽率になることや不必要な危険を冒すこととは何の関係もありません。エッジは向こう見ずではありません。それは、自由や喜びとこそ関係のあるもの。不安をかえりみず、あなたを直観的に行動させるものです。

　かつてガンジーが言いました。非暴力的に生きるというのは、誰かが道で金を奪われているのを見たら、自分の命を危険にさらしてその人を救いに行くことだ、と。これがエッジです。そこには思いやりが満ちています。愛が活動しているからです。エッジに理論はありません。そこは、鳩があなたの手から自由になる場所。煙が方向を変える場所。バイオリンがメロディを奏で始めると、体がそのあとについていく場所です。

　現代社会のいったいどこに、そんなふうに大胆な波動で生きる訓練をする場所があるでしょう。多くの学校は、まちがっても、スピリチュアルな戦士を育てる訓練場ではありません。また、たいていの組織では、あまりにも多くの規則がつくられてしまっているために、独創性に満ちた行動は、批判されたり罰せられたりすることが少なくありません。足元をきちんと見ながらエッジで生きる方法を知るためには、私たちは、自分の寺を―規制されることも判断されることもなく行動できる、神聖な場をつくる必要があります。
　人によっては、それは、週に一度ダンスのレッスンを受けることかもしれません。あるいは、裏庭にアトリエをつくることかもしれません。どのようなものであれ、生活の中に、さらなる情熱を追求するための場をつくると、あなたの中の戦士は活発に動くようになるでしょう。

魂の衝動と無茶のちがい

“魂の衝動”は、あなたの最も深いところにある可能性を広げ、実現する良い機会です。多くは、あなたの心をひらく高度な経験であり、場合によっては、あなたを徹底的にゆさぶります。どれくらいのあいだゆさぶるかは、あなたがどれくらいゆさぶられることを必要としているかによります。私たちは、自分の枝に枯れた葉をたくさんつけて、ふたたび春を迎えるために、嵐の力を必要としていることがあるのです。

他方、“無茶”は、一種の自己破壊行為であり、あなたを不必要な危険へと導くものです。

　魂の衝動と無茶のちがいを知っておくと、命を救われる場合も出てきます。

　ハーレー・ダビッドソンに乗って、繁華街を時速九十マイルで突っ走ることは、無茶です。

カーネギー・ホールで、二千人を前にして最後まで歌うことは、魂の衝動です。お年寄りの手を引いて道をわたらせてあげることや、侮辱的な友人に立ち向かうことも、やはり魂の衝動です。これらも、光に満ちた魂の衝動のほうに分類されます。

戦士は、いつ行動すべきか、いつ剣を抜いてドラゴンを殺すべきか、いつ待つべきかを、知っています。無茶をしているときは、宇宙に支えられていないために、私たちは押しつぶされてしまうかもしれません。けれども、魂の衝動に従っているとき、私たちは恵みを見つけます。爪ではなく、翼を育てます。私たちは持ち上げられ、嵐をくぐり抜けて、安全なところへ運ばれます。

どの瞬間にも、自分のエッジは何かを意識してください。自分自身を気遣うことと、不安の言いなりになることのちがいを知ってください。
　日々の生活の中でやってみたいと思い、かつあなたを刺激する行動を、すべて書き出してみましょう。どれが無茶で、どれが魂の衝動か、選別してください。無茶であるものは消しましょう。それは必要のないもの。エネルギーを無駄にするだけのものです。

　以下に、私の魂の衝動にはどんなものがあるかを記します。

l　強さを得るため、旧約聖書の詩篇のうち一編を暗記すること。

2　ワークショップをたくさんひらくこと。その時間には、陽気なマジシャンになって、不安をいっさい見せず、人々に驚きをもたらすこと。

3　お年寄りと関係のある場所を見つけること。たとえば、高齢者用の療養施設などで、勇気を与え、また与えられること。

4　実在しない地図をつくり出すのではなく、導きの声をじっと待つこと。

5　全人類の体内を流れる血と調和する言葉で、人々を諭すこと。

6　無垢な子どもを慈しみ、その子のために、単純明快なことをすること。

7　あらゆるものごとについて、図書館の本を読むこと。

8　どこにいても、常に、永遠に、愛を忘れないこと。

　あなたの魂の衝動は何なのかを毎月書きとめ、そのいくつかを翌月に実行に移すことを、自分に約束してください。あなたが持つ魂の衝動の多くは、実現するのに何年もかかるでしょう。しかし、すぐに実行できるものも、きっとあります。

　魂の衝動が何であるかがわかるようになったら、とたんに、あなたは変わり始めるでしょう。たとえば、今日、医者になろうと決心したら、あなたの体はただちに、その道を歩むのに必要な特徴を帯び始めます。直観的に、あなたは然るべき人々、然るべき学校、然るべき本へと導かれるようになります。魂の衝動を大切にすればするほど、いっそうあなたは直観的になります。人生において、どんな出来事や人があなたの運命を支えてくれるか、あるいは惑わすか、わかるようになるのです。

　自分が何をするためにこの世にいるのかがわかると、あなたが目標を達成するのを、世界が手伝ってくれるようになります。ただ、このことを忘れないでください。医者になることが魂の衝動だとしても、あなたが考える種類の医者とはちがうかもしれません。あなたの魂は、あなたに、外科医ではなく鍼療法師になってもらいたいと思っているかもしれないのです。

もうひとつ、あなたにできるのは、コラージュをつくること。雑誌の中から、あなたの魂の衝動と共鳴する写真や言葉を切り抜いて、寝室の壁に貼った厚紙に、芸術的にピンでとめてください。こうすると、目覚めると同時に毎朝自分の目的を意識し、朝食を食べる前から、細胞の中で戦士にハミングさせることができるでしょう。

　忘れないでください。私たちは野性の生き物です。不可能なことを可能にするために、私たちはこの世にいます。あなたは英雄なのだと気づいてください―あなたと同じような魂の衝動を持ち、それを実現した英雄と同じなのだと。彼らのことを読み、行く手に立ちふさがる障害を彼らがどうやって克服したか、たしかめましょう。

　ジョーゼフ・キャンベルが言ったように、迷宮は数えきれないほど大勢の人が歩いてきました。この世にいるのは私たちだけではありません。一歩進むごとに、私たちは、同じような旅をしてきた人と出会うでしょう。道中にはずっと、偉大な人々が、私たちとともにいてくれるのです。
PART4　シャーマンを呼び出す
　ガイドの存在を感じ取る
われわれが経験しうる最もすばらしいものは、神秘である。―アルバート・アインシュタイン

私たちにはみな、何人かのガイドがいます。一生を通じて私たちとともに歩みつつ、時の向こう側で―あの世で生きるスピリットがいるのです。

　私たちが生まれる前に、彼らは、私たちとともに旅をして、私たちが魂の道という課題に取り組むときに手を貸すことを了解します。私たちはふつう、ガイドたちと過去に出会っています。彼らはいわば、旧友か、長期にわたる旅の道連れ。死後にふたたび出会うとき、私たちは「彼らだ」とわかるでしょうし、彼らが、世界をふらふらと歩く私たちの役に立ってくれたすべての瞬間を思い出すことでしょう。

　ガイドと同調すればするほど、直観に従うことや、ほかのスピリチュアルな力と接触することがたやすくなります。ガイドはメッセンジャーであり、スピリチュアルな考えを速やかに伝えてくれるのです。

彼らの叡智に対して心をひらくとき、私たちはシャーマンのような役割を果たすようになります。周囲の世界に大きな影響を与える情報を自分の生の中に取り入れ、できるなどとはとうてい思えなかった方法で、自分と他人を癒せるようになります。

　ガイドのことを、多くの芸術家は、“霊感の源泉”とか、〝魅力ある作品を創るのに手を貸してくれる、目に見えないスピリット“と呼びます。〝守護天使”あるいは“神性の保護者”などと呼ぶ人もいます。

　この力にどういう名前をつけるかは、重要ではありません。あなたが完全な無神論者だとしても、ガイドは、困難なときに、あなたのそばに寄り添ってくれるでしょう。ガイドは、忠実で、人間の経験に対して深い思いやりを持っています。人間がどれほど簡単に来世のことを忘れるか、彼らは知っています。彼らが、ちょっとしたことで腹を立てることはありません。

　ときには、身内や最愛の人が、息を引きとった瞬間にガイドになることもあります。私たちに対する愛ゆえに、彼らは、私たちが天命を全まっとうするまで、いうなれば、重大な試練をくぐり抜けるまで、あとに残ることを選ぶのです。
また、私たちは、ある瞭間に、ガイドが同じ部屋の中にいて、私たちの頭上を漂いながら、アドバイスを与えてくれるのを感じることがあります。あるいは、心の中で、彼らの声を聞く場合もあります。彼らは、以前に何十回も言ったのと同じジョークをくり返したり、私たちの荷を軽くしたり、私たちに励ましや指示の言葉を与えてくれたりします。
　ガイドが私たちに意思を伝える方法は無数にあります。テレパシーや透視、夢といった方法です。その導きの声の多くは、私たちの理性的な精神(マインド)をさっと通りすぎていきます。そして私たちは、理由もなく車線を変更したり、買うつもりのなかった本を買ったり、突然旅行に出かけたりします。ガイドは、私たちが、この世で達成すべき事柄を順調にこなし、じっとしているべき時機(とき)にじっとして、行動すべき時機に行動するのを助けてくれるのです。

　ガイドはいつどんなときも、あなたとともにいます。星が星座に組み込まれるように、ガイドはあなたの経験の中に組み込まれます。あなたの野心や夢や希望は、あなたにとって大切であるのと同様、ガイドにとっても大切です。こうしたことを認め、ガイドがあなたの人生の中でより強い存在になることを受け入れると、あなたのなすことすべての質が高まります。創造性が豊かになり、仕事が順調に進み、人間関係もいっそう深いものになります。

　私の母のガイドは、交通量が多い週末に駐車スペースを探すのを手伝ったり、寂しいときに母を慰めたりします。ガイドはあらゆることにおいてあなたを助けてくれます。彼らに必要なのは、あなたの心に入り込む余地。彼らの支えを喜んで受けようという、あなたの気持ちです。
　私の姉は、「わたしのガイドはいつだって、ものごとをあまり深刻に考えないようにって言うのよ」と言います。姉のガイドは、姉の人生に遊び心を加え、つらいことがあったときに微笑ませてくれるのです。私のガイドは、守られているという感覚を与えてくれます。私の心が限界を超えそうになったとき、つまり、リーディングによって森の奥深くへ入り込み、家へ帰る道が必要になったとき、私を現実へと連れ戻してくるのです。

　ガイドがあなたとどんなふうに交流をはかるか、それは、あなたが直面している問題によって変わります。ガンを患っているなら、ガイドはあなたが体を癒す手助けをし、免疫システムを強めるべく、然るべき医者や薬のもとへあなたを導くでしょう。刑務所に入れられているなら、ガイドはあなたの孤独を癒そうとし、もっと賢明な人間として世の中に戻れるよう、あなたの抱える問題に対して深い洞察を与えてくれます。

　直面している問題が病気であれ、悲しみであれ、憂轍鬱さであれ、ガイドはどうすれば苦しみを乗りこえ、幸せな人生を生み出せるかを教えてくれます。あなたがすべきことは、彼らを頼り、信じて、ものごとを成り行きにまかせることだけ。あなたが受け入れれば、ガイドはもっと速く、もっと効果的に、働いてくれるようになるのです。

　この章の最後で、ガイドともっと親密になるための儀式を紹介します。今より深く魂とつながる準備がととのったと思ったら、やってみてください。急ぐ必要はありません。こうしている今も、ガイドはあなたとともにいます。呼ぶまでもなく、彼らはすでにあなたの存在の中にいて、あなたが彼らの番号をダイヤルする前から、受話器に手をかけて待っているのです。

体をベストの状態にととのえる

ガイドは私たちより洗練された波動で生きているため、彼らと密に接触するようになると、私たちの体内の多くの感情が刺激され、癒される必要のあるすべての気持ちが表面に浮かび上がってくるようになります。そのため、ガイドがそばに来ると、つらい記憶が激流のようによみがえってきます。ガイドは、ただ存在するだけで、私たちの体を癒すことができるからです。

多くのトラウマを抱えることになるような家庭で育った場合、ガイドと交流すると、あなたの体はパニックを起こすかもしれません。鼓動が速くなることもあるでしょう。幼いころと同じように、怖さと寂しさに襲われるかもしれません。

　けれども、長い数分間が過ぎたとき、不意に力が抜けていきます。あなたは一線を越え、すべてのものがふたたび、穏やかで心安らぐものになるのです。

　体内に多くのトラウマを抱えていない場合は、ガイドと親しくなっても、強い副作用が起きることはありません。あなたはただ単に、エネルギーが高まったと感じ、あなたと魂とのあいだにあるバリアが薄くなって、世界が軽くなったことを意識するでしょう。

　スピリットの世界に近づくことは、深海にもぐるようなものです。あなたはいくつもの成長過程を経て、スピリチュアルな接触の深さと強さに耐えられるようになる必要があります。体内にたまった感情的な痛みを癒すことは、体を最も良い状態にととのえること。それは、あなたがもっと直観的になるのを手助けするだけではありません。ガイドがあなたの人生により深い影響をもたらすよう、あなたとガイドのあいだに道をつくるのです。

　私の場合は、セラピーも神託も鍼療法も瞑想も、すべてが私を癒すのに役立っています。あなたの直観に従ってください。あなたの心に訴えかける行動をしてください。公園を散歩するだけで、あるいは良い本を読むことで、癒され始めることもあるでしょう。魂に導きを求めましょう。癒しはぐずぐずと先延ばしにしてはいけないもの。私たちは今日から、するべきことを始めなければならないのです。

ガイドに出会う

　必要な瞬間に、ガイドたちは輪になって私たちを囲み、まるで光の車輪のように、それぞれの方向から私たちにメッセージを伝えます。

　日が暮れてから散歩に出かけると、彼らは、「いつもとは別の道を通って家に帰ろう」という衝動を与えて、私たちが危険な目にあわないようにしてくれるかもしれません。パーティーのときには、偶然私たちの旧友と結婚した人と、引き合わせてくれるかもしれません。

　こういう瞬間を家にいながらにして開拓する練習は、輪になってあなたを取り巻くガイドたちの存在について、じっくり考えることで行なうことができます。この儀式を毎週すると、あなたが世界を進んでいくその瞬間ごとにガイドたちが与えてくれる導きの声と、もっと調和できるようになるでしょう。

　二、三人の親しい友人といっしょに、次のエクササイズをすることもおすすめです。私たちの中のシャーマンの部分は、私たちの大切に思う人がいっしょにいると、大きくなるのです。
　そのエクササイズとは、次のようなものです。

週に一、二度、家の中でいちばん心が落ち着く部屋の真ん中に、椅子を置いてください。その椅子にすわって、ガイドに導かれ、気遣われたと感じる記憶について、じっくり考えてください。どんなことでもかまいません。内容の濃いスピーチができたときのことでも、高速道路で九死に一生を得たときのことでも、野球の試合の最終回で凡フライを捕ったときのことでも。記憶を体内にもたらし、あふれそうになるまで、その記憶とともにすわっていてください。
もういいだろうと思ったら、光線が、頭のてっぺんから、車輪の輯(や)のように、いくつもの方向へ放たれているところを想像してください。それぞれの輯(や)の先に、ガイドがひとりずつ立って、あなたを―魂を愛し、理解しているあなたを見ているところを思い描いてみましょう。

　心の目を使って、ガイドが何人いるかを数え、それぞれがどんな様子をしているか、よく見てください。まわりに彼らがいるとどんな感じがするか、彼らの存在がどれほど安心感をもたらすか、たしかめてください。

最初は何も感じないかもしれません。それは気にしないでください。あなたの感覚が、こうしたかすかなバイブレーションを感知できるほど解放されるには、時間がかかります。エクササイズをするたび、より敏感にガイドの存在を感じられるようになるでしょう。ただし、ゆっくりと、だんだんに。

　物語を書いたり演技をしたり、創造的な活動をしているときにも、このエクササイズをしてみましょう。また、近所を歩いているときや魔に花を植えているときにも、ガイドが輪になってあなたのまわりにいるのを感じてみましょう。

ガイドの存在を感じれば感じるほど、彼らはどんどんあなたの人生に関わってきます。彼らとつながりができたら、親友と話すように、彼らとおしゃべりをしてください。心の中でテレパシーを使って、どこへ行くときも、彼らを呼び出しましょう。忘れないでください。彼らはあなたの支援者です。この世を旅するあなたを助けるために、彼らは存在するのです。
この章を書いているとき、私は、私のガイドたち―老人と若い女性と子ども―が、椅子のまわりで静かに励ましてくれているのを感じました。老人は、信念を持ちなさい、自分を愛しなさいと、私を励ましてくれます。若い女性は、自由と喜びをもたらしてくれます。そして子どもは、どんなときも信じなければならないことを思い出させてくれます。あなたには何人のガイドがいっしょにいますか。なんという名前ですか。あなたに何を伝えようとしていますか。
この儀式をすると、あなたとガイドたちは集合すること自体は、適切な時機にしか―あなたの中で、魂のさらなる性質に出会う用意がととのったときにしか起こりません。

ガイドがひとりで輪ができない、という場合もありますが、数は問題ではありません。ひとりしかいないガイドに気づくことは、とても貴重なことです。見つけたものを受け入れ、大切にしてください。あの世と接触することは天の恵み。故郷へ帰る長い道のりの始まりなのです。
儀式を行なう
ものを知ることは、一瞬ごとに動くことだ。―Ｊ・クリシュナムルティ
儀式は、あなたの体内にあるストレスを減らし、あなたの背中を押して、もっと深く魂と接触させます。すると、あらゆる直観的メッセージがあなたの袖を引き、明瞭で、よく聞こえるようになります。あいかわらず車のクラクションが鳴りひびき、あいかわらず地下鉄が轟音をあげて地中を走っていようと、あなたの交信路はひらかれます。あなたの内部には、聞くためのスペースができます。意識が目覚め、理解が速くなります。
儀式は〃型どおりの決まりきった練習“とは全くちがいます。儀式においては、時計は時を刻むのをストップします。あなたの体は、地球や星や足元の絨毯と結ばれます。一回一回の呼吸が大切になり、ひとつひとつの動きが神を呼び出します。

　たとえば、公園を歩くことも儀式になりますし、カフェに入ってお茶を飲むこともまた同様です。儀式とふつうの行為とのちがいは、あなたの心の状態だけ。儀式をしているとき、あなたはほかのどこにもいることはできません。あなたは、今している行為に、完全につながっています。お茶を飲んでいるなら、それがあなたの今の行動のすべてになります。そうでなければ、あなたは集中力を失い、直観力が消えてしまうでしょう。

儀式を行なうと、私たちは、よりしっかりとした直観力と時機を見はからう力を持って、生きていくことができます。儀式は、どうすれば、その瞬間に完全に存在することができるかを―集中した明瞭な心を持って行動できるかを、教えてくれるのです。
私が日々行なっている儀式のひとつは、歩くことです。今がその時機だと感じると、私はマンションを出て、近所をしばらくぶらぶら歩きます。そして、スピリチュアルなメッセージを求めるのではなく、心を空っぽにして、まわりの細かな事柄―道路標識や、木々や、自転車に乗っている子どもたち―に注意を向けます。何かが聞こえてくることになっているなら、その情報はひとりでに浮かんでくるはずです。無理に浮かび上がらせようとする必要はありません。儀式の空間の中にいれば、それで十分です。心をひらいて注意を向けているかぎり、私は、私のもとへ来ようとするものは何でも、受け取ることができるのです。
　人生が深刻で要求の多いものになればなるほど、ますます多くの儀式が必要になります。

　もしあなたが、園芸関係の仕事をしていて、一日八時間という時間を植物に水をやったり木の手入れをして過ごしているなら、会社に勤めたり五人の子どもを抱えていたりする場合ほど儀式をする必要はないかもしれません。バラを切ったり球根を植えたりしているときに自分自身と調和するのは、とても簡単です。それ自体が儀式になっているのです。

けれども、ファックスがうなり、電話が鳴りひびくオフィスに閉じ込められているなら、あなたは、自分自身のために儀式を計画して、病んだような喧噪を抜け出し、スピリチュアルな心の状態に入らなければなりません。
遠い昔においては、儀式はもっと日常生活の一部になっていました。自然自体が、深く耳をすませる瞬間へと、私たちを導きました。私たちは自然に、「しばらく木を切るのをやめて、川べりへ行ってすわるように」と呼びかけられました。そして、川べりに腰を下ろしていると、体が私たちに、嵐が来るとか、子どもが生まれるとか、夕食にはどんな動物を狩るといいかとか、そういったことを教えてくれたのでした。

　私たちが自分たちの存在を大切にしなくなると、儀式はあまり行なわれなくなります。私たちは、あまりに急いで生きるようになっているために、生にはどれほどの神秘が満ちているかを忘れてしまい、今では、熟考したり集中したりする時間を持つことをやめてしまっています。

　こうなると、私たちのスビリチユアルな力は弱まります。私たちは惰性で走るようになります。ときおり立ち止まって、心の中をチェックし、魂がどんな導きの声を送っているかたしかめず、何度も何度も同じまちがいをくり返すようになります。

　体の中にはかすかに脈打つリズムがあり、それに従っていれば、私たちのスピリチュアルな力は洗練され、私たちは、その瞬間瞬間にしなければならないものに対して、もっと注意を向けられるようになり、健全に成長していくことができます。

　未開の地では、このリズムに従うのはたやすいことです。私たちの周囲にあるすべてのものが、このリズムに従っているからです。

　しかし、高度な文明社会では、私たちは体内に自分自身のリズムを持つ必要があります。場合によっては、二時間ごとにほんの五分のあいだ儀式を行なうだけでも、緊張を最小にし、直観の通り道を絶えずひらいておけるようになるでしょう。
日常的に行なう儀式を考える
多くの人が日常的にくり返している儀式は、体に関することに集中しています。
たいていの人が、体内にあまり心地よさを覚えていません。そのため、定期的に、タバコを吸ったり、棒状のチョコレートをむしゃむしゃ食べたり、ビールを飲んだり、ビデオを見たりして、その不快さをやわらげようとします。
　この手の儀式は、ときどき行なう分には悪くないでしょう。しかし、やりすぎると、私たちの直観力を抑えつけ、道に迷ったような呆然とした感覚を覚えさせかねません。

日常的に行なう儀式を考える場合は、あなたをリラックスさせると同時に意識を高めるものを探す必要があります。あなたが、平安とはすなわち意識を鋭敏にすることだと考えるようになればなるほど、あなたはスピリチュアルになるでしょう。
　まず、心の中であなたの一日をふり返り、あなたが日常的にくり返している儀式を全部書き出してください。そして、魂に糧を与えている儀式の横にはチェック印を、やりすぎている、何らかの点で魂の道のじゃまになっていると感じる儀式の横には×印をつけてください。

忘れないでください。どんなことでも―テレビを見ることでも、散歩することでも、じっくり考えることでも、絵を描くことでも、ものを書くことでも、儀式になりうるのだということを。私たちが行なっている儀式の多くが、生活の中に溶け込みすぎてしまっているために、私たちはそれが儀式であることを忘れてしまいがちです。自分自身をじっくりふり返ってみましょう。自分がどんな儀式を生み出しているか、なぜそれをするのか、よく考えてみましょう。

　準備ができたら、リストをよく見てください。何が欠けているか、つまり、直観力ともっと強く結びつくためにほかにどんな儀式を行李つことができるか、そして、一日のうちのどういうときにその儀式を行なうことができるか、自分に問いかけてください。

　私の場合、儀式を行なおうとする意識は、朝より夜のほうが、はるかにまさっています。

　日が沈むと、私は脳外科医と同じくらい、注意深く整然とものごとを行なえるようになります。深く耳をすますことができるようになり、聞く必要のあるすべてのシグナルに対して敏感になります。

　けれども朝は、まるで鈍感になります。かろうじてできる儀式らしきものは、ガソリンスタンドヘ行ってコーヒーを買うことだけ。当然、朝の私はスピリチュアルではありません。私の直観力は鈍っています。儀式を行おうとする自覚がしっかりできていないのです。

人によっては、仕事を終えたあとに毎日ビールを飲むことが良い儀式になる場合もあります。リラックスできて、しかもじっくり考える時間を持つことになるのです。しかし、別の人にとっては、それは逃避の手段にしかならないかもしれません。自分自身をしっかりと見つめて、どんな儀式をすると息苦しくなるか、あるいは、直観的、創造的な気持ちが生まれるか、よく考えてみましよう。

忘れないでください。ほんの少し変化を加えるだけで、平凡な習慣が儀式になります。たとえば、夜のニュースを見る習慣があるなら、テレビを見ながらヨーガをやってみてください。すると、もつと直観的なレベルで情報を吸収し、ストレスを軽くして、いっそうリラックスできるようになるかもしれません。多くの場合、これまでの人生の中で選んできた行動を捨ててしまう必要はありません。ただ、魂に糧を与える新しい意図を加えてください。

昔のシャーマンは、四元素―地、風、水、火―のバランスを頼りに、夢の世界への旅をたしかなものにしていました。そこで、以下に、儀式における四元素の活用の仕方と、それぞれの元素がスピリチュアルな力の向上にどう影響するかを、簡単に説明します。

忘れないでください。儀式と遊びは、別ものではありません。ときには、砂の城をつくることが、何よりの儀式になる場合もあります。楽しんでください。創造的になりましょう。仕事へ行く前に毎朝フィンガーペイントをしたいと思ったら、それをしましょう。衝動に従ってください。衝動は、あなたを、魂のそばへと導いてくれるのです。

儀式に火を取り入れる

　スピリチュアルな力を目覚めさせることによって、あなたはもっと深く魂と結びつくことができるようになります。この道のりの初期の段階では、火に意識を向けるとよいでしょう。火は、あなたを鋭敏にします。あなたの原始的な心を呼び覚まし、理性より感覚によって、世界を経験させてくれるのです。

　儀式に火を取り入れるには、七日のあいだ毎日、長いろうそくに火を灯して、十分か二十分、その火についてじっくり考えるといいでしょう。見つめながら、炎が目から体内に入って、ゆったりと足先まで降りていき、体の中を満たしていくところを想像してください。このエクササイズを堅実に行なうと、あなたが直観と結びつくのを妨げる心の中のバリアが溶けやすくなり、また、魂の道に対してもっとあなたの目をひらかせてくれるでしょう。

　火の前では、私たちの体内をめぐるどのようなメッセージも、解釈しやすく、また伝えやすくなります。私たちは、詩人、あるいは語り部、あるいはマジシャンになります。ぎこちなさや不安が減って、心からメッセージを伝えられるようになります。

　火の元素に意識を集中していると、私たちは体内に変化と浄化の力を引き入れます。もし、人生の大半を、直観から遠く離れた、理性的、具象的な世界で生きてきたなら、火を取り入れた儀式を毎日行って、新たな感覚を目覚めさせるようにしてください。儀式は、お香を焚いて十分間祈るといったシンプルなものか、森へ行って友人といっしょに火のまわりで踊るといった野性的なものがいいでしょう。

昨年、妻といっしょにキャンプへ出かけたとき、私たちは大きな火をおこして、儀式をしました。魂の道を歩むのを阻まれるように感じたものを、それぞれ、火の中に投げ入れたのです。私は、好きな作家が書いた本を放り込みました。私自身の声や書き方をもつと見つけたいと思ったからでした。妻が投げ入れたのは、真新しいテーブルクロス。完璧である必要性を捨てたいという、妻の願望を象徴するものでした。

あなたは、望むとおりの方法で、火を使うことができます。直観的に思いつく儀式は、あなたに大きな影響をもたらすでしょう。スピリチュアルな力を呼び覚ますために何をする必要があるか、火に教えてもらってください。教えてもらったことは、どんどん試してみましょう。
ろうそくの前にすわっているときに、大勢の人が同じ言葉を言っているのが聞こえてきたら、あなたも声に出して言ってみてください。過去のヒーラーやサイキックに対して話したように、天に話をしてもらいましょう。これこそが、シャーマンの歩む道なのです。

儀式に水を取り入れる

シャーマンは、何千年も前から、儀式の中で水を使ってきました。
　水は、体を清らかにし、神聖な儀式に備えさせます。マグネティック・フィールドの中の雑音を消して、知覚力を鋭くするのにも役立ちます。

　胎児のとき、私たちは九ヵ月を水の中で過ごしました。水の中に戻ると、私たちの細胞はかならずリラックスします。私たちは、私たちをこの世に導いた力と―母として私たちが知っている原始の女性のエネルギーと、結びついているのです。

　私たちの体は九六パーセントが水であるため、この元素と調和するのは大切なことです。私たちは、子どものころと同じように、水と親しい関係を持ち、その中で遊んだり、休んだり、水を使って心配事や不安を拭い去ったりする必要があります。

　儀式の中で水を使う有効な方法は、水を張ったボウルに両手を入れて瞑想することです。これをすると、体内にある直観の通り道が目覚め、より深い感情と結びつけるようになります。塩を加えて海水に近づけるのも良い方法です。このような瞑想を月に何度かくり返すと、今までよりはるかにリラックスして、直観力と調和しているのがわかるようになるでしょう。何か問題が起きたときには、水のスピリットがあなたの意識に現れます。あなたは、より従順になり、神の導きに対していっそう心をひらくようになるでしょう。

　この惑星を去るとき、私たちは、浜辺に立っているときに目にする海とそっくりな海の中に入ります。そこでは、私たちとほかの人たちのあいだの境界は少なくなります。体内に在(あ)るあいだに、そうした親近感を持って存在できるようになること。そのことを、水は私たちに教えてくれます。

孤独感を薄れさせたいと思ったとき、魂とひとつになりたいと思ったときはいつでも、水の中に入りましょう。風呂に入ったり、泳ぎに行ったり、雨の中で踊ったりしてください。水に、体を包み込んでもらい、体内の渇きを潤して、戻るべき家へ連れて帰ってもらいましょう。

儀式に地を取り入れる

　スピリチュアルな力を高めれば高めるほど、いつも足をつけている地といっそう結びつくことが必要になります。足もとに地がなければ、私たちは糸の切れた凧のように飛んでいってしまいます。この惑星にいるあいだ、私たちには、根源や土台や重力を与えてくれる地が欠かせません。

　私たちが錯覚や幻想に心を奪われていると、地は、私たちの目を覚まさせます。地は、心のバランスをとったり直観に注意を払ったりするのに必要な、ゆるぎない存在も与えてくれます。

　儀式に地の力を取り入れて集中する方法には、さまざまなものがあります。私が好きなのは、粘土で立体的な像をつくること。体や直観力から離れていると感じるときは、美術用品店へ行って、大きな粘土を買ってください。粘土を家に持って帰ったら、リビングルームの中央にプラスチック板を置いて、その上に粘土をのせてください。目を閉じましょう。粘土に手を触れ、純粋に感覚だけで、形を作っていってください。見た目の美しさを気にする必要はありません。あなたの魂という自然な美のイメージを形づくつてください。このエクササイズによって、あなたはしっかりとこの世界につながり、魂の道を実行するのに必要な安定と自信を得ることができるでしょう。

庭で花や野菜を植えるのも、地と心を通わせるもうひとつの方法です。私の友人は、春になって暖かくなると球根の歌う声が聞こえるといいます。庭いじりをすることで、友人は直観力が高まり、あらゆる生き物にとって自然な成長のサイクルと調和できるようになったのです。

浜辺を歩いたりハイキングをしたりゴルフをしたりといったシンプルな儀式をすることよっても、あなたのスビリチュアルな力を地にしっかりつなぎとめることができます。あなたは翼を大きくし、それでいながら足場を失わずにいられることでしょう。

　すぐに空想にふけってしまう人は、馬や牛など大きな動物の周囲で過ごしてみてください。そうした動物の体をなでたり動きを見たりすることは、“好ましくない宇宙旅行”を未然に防ぐものとして役に立ちます。

　地は私たちに、ゆっくりと歩むことや、強く耐久力のあるものは長い時間をかけて育つのだということを思い出させてくれます。私は、山をハイキングしているとき、木を抱きしめます。街を歩くときは、地から伸びるエネルギーの弦が、地面と空のあいだで私にバランスを保たせてくれているところを想像します。

　地との結びつきは、アンテナと同じくらい強いものでなければなりません。スピリチュアルであるというのは、あらゆる方向に対してしっかりと意識を持つことです。体内に在るあいだは、地が私たちのふるさと。地は、大切にすればするほど、私たちが魂の道に集中し続けるのを助けてくれるのです。

儀式に風を取り入れる

　風は、スピリチュアルな力が高まった最終段階、いうなれば、はしごの最後の段になります。

　風は、目に見えないもの、無限に広がるもの、超自然的なものを表します。あの世を見聞きし始めると、もはやひとつの次元にとらわれることはなくなります。あなたは、さまざまな波動のための交換手になるのです。

　私たちは、何か考えを持つたび、風の元素に出会います。風はすばやく動き、理由をいっさい持ちません。どの考えがほんもので、どの考えが錯覚かを決めるのは、私たち自身です。私たちは、直観と結びつけば結びつくほど、神秘的な経験がよくわかるようになります。スピリチュアルな本を読んでも、それを鵜呑みにすることはなくなります。自分の内なる力をチェックし、どの考えがほんもので、どの考えがほんものでないか、たしかめるようになるのです。

　風の力を使った儀式には、無意識の衝動を抑えたり、考えと同じスピードで行動したり、物語をつくったり、友人と寸劇を演じたり、ガイドを伴わずに知らない街を歩いたり、といったものがあります。風は、抑制や計画や意図を手放すことを意味します。

風を使った儀式をする必要があるのは、すべてが綿密に計画されていないと安心感を覚えられない人です。思いがけないものごとに対して不安を覚える人は、基本元素として風を取り入れた儀式をして、あらかじめ計画された道のりをたどるばかりでなく、その場その場で行き先を決めるやり方を学ぶことが大切です。リハーサルなしに行動できるようになったとき、すなわち、まるで手品でもするかのように、ひょいと心に浮かんだことを言ったりしたりできるようになったとき、私たちのスビリチユアルな部分はその力を発揮するようになるでしょう。
風を使った儀式としてすばらしいのは、詩をつくる会を持つことです。

ひとり以上の人を集めて、あなたの家のいずれかの部屋に、円になってすわってください。そして、順番に詩をつくりましょう。テーマは何でもかまいません。壁にかかった絵のことでも、個人的な感情のことでも、有名な人々のことでも、色のことでも。じっと考え込むことなく、声に出して、互いに詩をつくっていきましょう。

そうすると、あなたのスビリチュアリティが刺激され、魂のもっと深いところから意思を伝えられるようになります。エネルギーのネットワークが生み出され、隠れた知覚や感情に対して扉がひらかれるようにもなります。昔のシャーマンは、進んで詩を読みました。彼らが行なう治療や祈りの多くは、その場でなされ、高いレベルの力に鼓舞されていました。この儀式によって、あなたは風と結びつき、そのふしぎな力を利用できるようになるでしょう。

　風はユーモアとも関連があります。自己の中に風を持てば持つほど、私たちはたくさん笑うようになります。洞察と同様、喜びも多くもたらすような儀式を考え出せたら、あなたのスピリチュアリティが陰鬱になることは二度となくなります。あなたの直観は、どんなときも、陽気な調子を帯びるようになるのです。
儀式をすることによって、以前より楽しい気分になったり、すぐに自信を取り戻せるようになったりしても、驚かないでください。自分の内なるリズムに従って生きられるようになればなるほど、あなたは、ほんとうにあなたを喜ばせるものに対して敏感になっていきます。ある状況が自分に合っているのかどうか、自分の成長に役立つかどうか、わかるようになるのです。

心を惹かれる儀式の色やスタイルに触れるうち、自分がどんな過去を生きてきたのか、自分の心の中にどんな力や英知が埋もれているのか、そうしたこともわかるようになります。

私の場合は、自分の儀式をよく考えた結果、極東とつながりが深いことがわかっています。私はかつて極東で生き、杖を手にあちこちを歩いて、古い祈りの言葉を述べていたのでした。

　あなたはどこから来たのでしょう。あなたの体内にはどんな儀式が息づいているでしょう。その答えを探してください。ヒントは差し上げました。それをもとに考えるのは、あなた自身です。うまくいかないときは、目を閉じて、シグナルが浮かんでくるのを待ちましょう。あせる必要はありません。儀式に関する一日の歩みは、たった一歩の小さなものだとしても、一年が過ぎるころには、あなたは新たな生き方を生み出していることでしょう。
自分の象徴を知る
植物が花を咲かせるように、霊魂(プシュケ)は象徴を生み出すものだ。―カール・ユング

　私たちが直観から受け取る情報の多くは、象徴という形をとって、私たちのもとへやってきます。

　魂は、古代の人であり、私たちに話しかけるときに現代の日常語を使いません。むしろ、太古の昔から私たちの脳に浮かぶ原始的なイメージを使って、象徴的に話をします。

　象徴には、データがふんだんに含まれています。引き出すべき洞察が幾重にも積み上げられていて、本のように読むことができるのです。

　カール・ユングは、象徴には基本的にふたつのタイプがあると言いました。ひとつは、妻の香水の瓶とか子ども時代に見ていた木といった、私たちに直接影響をおよぼすもの。もうひとつは、十字架像とか弥勒(みろく)仏の像といった、宇宙的な影響力を持つものです。

　スピリチュアルな力を向上させるときには、どちらの象徴にも出会います。二種類の象徴は、あなたの意識の中に、個別に、かつ同時に現れます。

　たとえば、母親の健康について魂に質問したところ、真鍮(しんちゅう)のベッドとダビデの星のイメージが浮かんできたとしましょう。ベッドは明らかに直接的な象徴ですし、ダビデの星は、周知のように、はるか昔から使われてきました。ふたつの象徴を合わせて考えると、両者の関連、つまり、質問の答えとなる似かよった意味が見つかるでしょう。

象徴を解釈することは、骨が折れる場合もあります。定義がただひとつしかない象徴など、皆無だからです。
たとえば、鈎(かぎ)十字は、ナチスに占有される前は、多くの文化に見られました。鈎十字は、ヒトラーによって発明されたのではありまん。何千年も前から普遍的無意識の中に存在し、エジプトの儀式上の習慣の中にも、そこから遠く離れたインドの儀式上の習慣の中にも見られたのです。

象徴は広大です。体と精神(マインド)はそこで出会います。魂から生まれた言葉は、心という大気の中に入るとバッと燃えて、難解な語として出てくることがめずらしくありません。しかし象徴は、宇宙カプセルのように、いくつもの次元を超えても、変わらずにいることができます。

文化が消滅するとき、あとには、人々の存在を定義するのに使われた象徴だけが残る場合がしばしばあります。この残されたものからは、多くのことがわかります。象徴は、人々の最も深い信仰を、彼らが生活の根底においたものを明らかにするのです。
先を読む前に、目を閉じて、この世であなたを導いてきたのはどんな象徴か、あなたのいちばん奥深くにある性質を表しているのはどんな象徴か、自分に問いかけてみてください。人生の象徴を深く知ると、魂の道のことや自分がなぜこの世にいるのかということが、もっとよくわかるようになります。

　私が見つけた、私の人生にとっての象徴は、剣とハートです。剣は、意思伝達―幻想を切り捨て、真実をはっきり示すように、話したり書いたりすること―を示しています。ハートは、愛と、私のガイドと、師と、宿命を表しています。

　目を閉じて、あなたの象徴について考えみてください。ひとつも思い当たらない場合は、ほしいと訴えましょう。人生を象徴する絵やイメージを持ちたいということを、魂に知らせるのです。何か象徴を持っている場合は、日記にそれを描いてください。意識の中でどんな象徴が活動しているかを知ることは、あなたに力をもたらします。道に迷ったように感じたりくじけそうになったとき、このイメージに、励ましてもらったり、ふたたび歩み出す強さを与えてもらったりすることができるのです。

　どんな象徴が浮かんでくるか、推測してはいけません。あなたが、筋肉質の大柄な人でありながら、睡蓮の葉という象徴を受け取ったなら、それを受け入れ、詳しく調べ、あなたにとってどんな息味があるか感じ取ってください。内面が外見とひどくかけ離れているというのは、しばしばあることです。あなたが見つけた象徴は、あなたの本質を多くの人には見えないあなたの大切な部分を映し出しているのです。
象徴を解釈する

　象徴を解釈するきわめて良い方法は、ただそれを見ることです。

象徴は、観念的に定義するためのものではありません。それは、感じるためのもの。芸術作品のように、感覚を通して吸収されるべきものです。

興味を惹かれる象徴が夢の中に何度も現れたら、あるいは、ひょいと心に浮かんだら、その象徴を、絵や写真やスケッチといったものに具体化してみましょう。それから、椅子にすわって、その象徴をじっと見つめ、隠れた意味を教えてもらいましょう。

象徴が一瞬で心の中を通りすぎてしまって、スケッチする時間がない場合は、意識の中に最初に浮かんだ考えを、その象徴が意味するものだと考えてください。たとえば、奥さんのことを考えていて、魚のイメージが思い浮かんだら、その魚は何を表しているのか、自分に問いかけてみてください。最初に思い浮かんだ答えを、その象徴に対する解釈だと考えてください。

魚は、奥さんが寂しい思いをしていて、あなたにもっとかまってもらいたがっていることを、告げているのかもしれません。あるいは、奥さんといっしょに泳ぎに行ったほうがいい、海が呼んでいるよ、と言おうとしている場合もあるでしょう。

私たちの直観は優秀です。直観が何かを送ってきたときは、それを信じましょう。また、象徴を解釈するのは、流れ星を写真におさめるようなもの。機敏になって、日頃の思考パターンにとらわれず、予想外のひらめきを進んで受け取ろうとしてください。

少し前に、私はここから先の部分を書くための象徴がほしいと、魂に頼みました。心に浮かんだイメージは、いたずらっぼい微笑みを浮かべ、丸くなって宙に漂う、白いペルシャ猫。とっさに連想したのは、遊ぶことでした。その象徴は、本質的に謎に包まれているものを、もっと気を楽にして理解しようと、私に思わせたのです。
　また、ネコが宙に漂っているという事実は、象徴とは、高いレベルの思考へ通じる門であること、すなわち、象徴を得ようとするとき、私たちは神をー私たちの理解を超えたもの、私たちの心がけっして十分には解釈できないものを―得ようとしているのだということを教えてくれています。

　象徴を求め、それが心に浮かぶのを見るだけで、体内のエネルギーが変化し、私たちは新たな思考の流れへと連れていかれます。私たちの意識が変わります。私たちは、今までとはちがう私たちになるのです。

　ネコのイメージが浮かんだことで、私の細胞は新たな音楽と調和し、結果として、書く内容も影響を受けます。宙に漂うネコは、より軽い波動に対して私の心をひらかせました。私は、もっと肩の力を抜いて、次の項を書けるようになったのでした。

魂の肖像を解釈する

数年前、瞑想をしていると、自分が紫色の湖のほとりにすわっているビジョンが浮かびました。私の脚はヤギのようで、頭には角が生えていました。ビジョンの中の私は、楽しい気分でいて、まるで超現実的な神話の世界にいるように、自然とつながっていると感じていました。

そのとき、私は決めました。ときどきこのビジョンへ戻って、ビジョンが変わったかどうかたしかめよう、と。私は直観的に、今見ているイメージは魂の肖像だと―自分がほんとうはどう感じているかを映す心の鏡だと気づいたのです。

　数週間後、ふたたびそのビジョンを訪れたとき、私は黒いスーツを着て、椅子にすわっていました。私の体はもはやヤギのようではなく、湖も透明なふつうのものになっていました。

実は、初めてその肖像を見たときから、私はあまり戸外に出ず、ほとんどの時間を家で執筆して過ごしていました。魂の肖像は、その変化を明らかにしていました。私が前とはちがう状況にいることを、魂を映す別の特性を持ったことを示したのです。

　そのときから、私は少なくとも百回はこのビジョンを訪れ、そして調べてきました。肖像は、常に頼りになりますし、私のほんとうの状態について明瞭な意見を与えてくれます。肖像のおかげで、私はほかの人に尋ねなくても、何が起きているのか知ることができます。私は、私自身の直観になりうるのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この儀式があなたと共鳴するなら、あなた自身の魂の肖像を生み出して、導きを求めましょう。あなたの今の状態を示すイメージを送るよう魂に頼み、それから、心に浮かぶ最初の考えを使って、そのイメージを象徴的に解釈してみましょう。

表面的にこれといった特徴のない生活を送っているときは、心の中でほんとうに起きていることがなかなかわかりづらいものです。魂の肖像は、あなたの心の状態を映し出す鏡として機能するでしょう。目にするものを信じてください。そして、覚えておいてください。象徴はしばしば、大げさな表現を使って私たちに話しかけてくるのだということを。私の場合は、自分が、絞首刑に処せられたり、拘束衣を着ていたり、何も身につけていなかったり、銀の体になったりしているところを見たことがあります。

　象徴の世界というのは、神話の世界であり、そこではあらゆるものが大げさで度を超しています。もし、ビジョンの中に、理解不能な、奇妙なものが現れたとしても、あわてないでください。一見、ネガティブに見えるものでも、象徴の世界では、飛躍的な進歩やポジティブな変化を表している場合があるのです。

　ゆっくり時間をかけて、解釈をしてください。しばらくすると、それぞれの肖像が何を意味しているのか、理解しやすくなるでしょう。シャーマンはあなたを、理性ある思考を超えたところへ連れていきます。すると、あなたとあなたの魂のあいだにある道は、ますますはっきりとしたものになるでしょう。

サイコメトリーを使って、魂の歴史を読む
「物質は凝縮された光にほかならない」

私たちが手で触れるあらゆるものに、生きてきた歴史があります。岩にも、椅子にも、宝石にも。物質は、私たちと同じように生きています。ただ、考え方がちがいます。私たちには精神(マインド)がありますが、物質には意識が―仏教徒が“存在性”と呼ぶものがあるのです。

私たちの脳と同様、物質も情報を蓄積します。ただし、みずからの経験だけでなく、出会うものすべてを、物質は蓄積していきます。シカが石をなめたら、その石にはいくらかシカが混ざります。女性が五年のあいだダイヤのネックレスを首にかけたら、そのネックレスにはいくらか女性が混ざります。

サイコメトリーとは、物質が持つその生きてきた歴史を読む技術のことです。この技術では、表面的な歴史ではなく、魂の歴史を読みます。テーブルを例にとりましょう。表向きの歴史では、木でできているとか、どこでつくられたかといったことが示されます。魂の歴史では、そのテーブルを囲んできた人々や、テーブルの置かれている場所や、テーブルが経験してきたことまでもが含まれます。

　物質は常に動き、変化しているため、その魂の歴史も常に変わっています。たとえば時計の場合、持ち主が変われば、その時計のエネルギーが変わります。前の持ち主の個性がゆっくりと消え失せ、新しい持ち主の個性が、時計の持つ支配的な力になるのです。

　サイコメトリーは、シャーマニズムの最古の技法のひとつです。解釈するというより感覚を頼る、スピリチュアル・リーディングのひとつの形でもあります。たとえていうなら、目かくしをしたままソースの味見をして、料理人に何のソースかを告げたり、あるいは、ハチミツに指をつけて、言葉で描写したりするようなもの。サイコメトリーにおける魂との接触は直接的です。精神(マインド)がじゃまをしなければしないほど、リーディングは正確なものになるでしょう。

　クライアントからこんな話を聞いたことがあります。ワークショップのためにあるサイキックの家へ行ったところ、そのサイキックは参加者全員に、庭へ行って、花を一本ずつ摘み、それをキッチンのテーブルの上に置くように言ったそうです。そのあいだ、サイキックは別の部屋で待っていました。参加者たちが指示どおりのことをすると、サイキックは花を一本ずつ読み、参加者たちの人生について具体的な事実を明らかにしたそうです。そのサイキックはサイコメトリーの師で、人がほんの数分触れただけのものを手にとることによって、その人の人生を読み取ることができたのでした。

　この話は、あらゆるものがいかに染みとおりやすいかを示すものだといえます。考えてみてください。花がある人の人生に関する情報をたった数分で吸収できたなら、私たちは、二十年ものあいだ、ともに暮らし、ともに眠っている人から、どれほどのものを吸収することができるでしょう。想像するだけで、わくわくするではありませんか。

あなたは、本でも椅子でも古いコインでも果物でも、どんな物についてもサイコメトリーをすることができます。以下に、さまざまな物に用いることのできる具体的なサイコメトリーの方法と、スピリチュアルな情報を受け取るための体のととのえ方を説明します。

くり返しますが、私が紹介するのとはちがうやり方が心に浮かんだ場合は、その方法を採ってください。どんなときも、あなたの直観に従ってください。

サイコメトリーのための準備

サイコメトリーの練習をする前に、まず体をクリアーにして、細胞を手元の物質に集中させることをおすすめします。
　どこかに立つかすわるかして、数分のあいだ静かに呼吸してください。同時に、両手を体の横に降ろして、体内を流れるすべての緊張が、指先へとゆっくり降りてくるところを想像してください。
手が重くなってきたら、振ってください。こうすることで、あなたが持っているネガティブなエネルギーが振り払われ、読み取りたいと思う物質を解釈するためのスペースを、体内により多く持てるようになります。

これで、サイコメトリック・リーディングを行なう準備ができました。読み取りたいと思うものが何であれ、それをどちらかの手で拾い上げて、やさしく手のひらで包み、あなたのイメージを追いかけていってください。

宝飾品をり－デインクする

いちばんリーディングしやすい物質は、宝飾品です。

宝飾品は、身につけている人のすべての感情をたやすく吸い取ります。持ち主が亡くなってずいぶん経ってさえ、宝飾品は、もとの持ち主の重要な性質をとどめ、触れる人の中に、思い出やさまざまな感情を呼び覚ますのです。

最初は、自分の宝飾品ではなく、誰かほかの人の宝飾品をリーディングするほうがいいでしょう。自分自身に対して客観的になるのは、難しいことだからです。叔母さんの指輪や、おじいさんが戦争でもらったメダルを借りて、あるいは中古品を扱う店の指輪やブレスレットを使って、その歴史を探ってみましょう。

宝飾品をリーディングしているときには、さまざまなことが起こる可能性があります。何らかの場面がきちんとした形をとって脳裏をよぎることもあれば、ひとつの色や象徴だけが浮かんでくる場合もあります。体が突然、熱くなったり冷たくなったりすることもあります。宝飾品の持ち主が、あらゆる強さや弱さを持って、あなたの体内を動いているのを感じることさえあるでしょう。

　情報の受け取り方は、一人ひとり異なります。できれば、その宝飾品について、友人と話してみましょう。その宝飾品を友人にわたして、あなたが見出したものと比べてみてください。このようにすると、あなたはもっとリラックスして、思いがけない洞察に対していっそう心をひらけるようになるでしょう。

　おすすめの方法はまだあります。

　結婚したカップルに出会ったときは、パーティーのあいまのゲームとして、夫婦それぞれから指輪を借り、双方の観点から、ふたりの結婚生活を描写してみてください。あるいは、友人に、あなたの知らない人から宝飾品を借りてきてもらって、正確にその歴史を見出せるかどうか調べてみてもいいでしょう。

　宝飾品をリーディングすることは、自分のためにどんな宝石や水晶を買ったらいいか、あるいは、自分の性質にぴったり合う指輪はどれかを知りたいときにも役立ちます。

　身につける宝飾品は、銀行の預金口座以上のものを私たちにもたらす必要があります。体に合わない貴金属を身につけると、私たちのエネルギーや気分や言動にも影響がおよぼされてしまうのです。

　触れてみて自分に合っていると感じるものを選びましょう。そうすれば、自分の体と調和するもの、身につけることがあなたにとって健全であるものを、購入できるようになります。

宝飾品を手にとったときは、あなたの心の声に耳を傾けてください。心の声は、あなたが知る必要のあるものを、すべて教えてくれることでしょう。

書物をり－デインクする

書物にはふたつの読み方があります。ひとつは言葉を読むもの、もうひとつは、その本のスビリットを読むものです。

私は書店で本の拾い読みをしているとき、後者の読み方をすることがあります。表紙と裏表紙れぞれに手のひらを当ててはさみ、何が書いてあるのかを感じ取るのです。どんなストーリーが展開されるのかを推測するのではありません。むしろ、どのように書かれたのか、著者はどれくらい深い心を持っているのか、自分の書くものにどれくらい気を払っているのか、といったことを判断します。

誰かほかの人の考えや哲学を体内に取り入れるのは、輸血と同じくらい相手と密に関わることです。いったん体内に入ると、その考えはあなたの考え方に影響をおよぼす力を持ち、あなたの性質とは相容れない方法で行動させようとします。これを避けるには、まず触れて本を読むこと。あなたの体の細胞をとおして、著者の誠実さを調べることです。

あなたがほんとうに敏感な人なら、手で本に触れるだけで、何について書かれているか、ひらめくかもしれません。脳裏に戦場や死にゆく兵士のイメージが浮かび、いざ本をひらいてみると、テーマは第二次世界大戦だったとわかることもあるでしょう。

　そんなとき、私たちの体はコンピュータのスキャナーのようになっています。何かに触れるだけで、私たちは情報を吸収していきます。実際、胸の上に本を置いて眠った人が、肌をとおして本の内容を吸収していた、ということについては、数多くの報告がなされています。その人の体全体が、頭のてっぺんからつま先まで、スピリチュアルな状態になったのです。

　この儀式は、レンタルビデオ店のビデオテープでも行なうことができます。テープを手のひらではさみ、目を閉じて、借りようとしているビデオのスピリットを感じてみましょう。

　読み取るものが何であれ、サイコメトリーは、あなたの直観力を研ぎすませます。あなたの体内に、触れるだけで物質を識別する力があるという証拠を示し、もっとバランスのとれた人生へあなたを導いてくれるでしょう。

　私たちにとっては、この星に存在するあらゆる瞬間が貴重です。読んだり見たりしようと思うものの本質を前もって知ることは、自分自身を大切にする手段となります。また、私たちは感じやすい生きものです。質の良い物質を選んで魂にエネルギーを与えれば与えるほど、私たちはいっそう、心おだやかになっていくことでしょう。
写真をリーディングする

　写真はリーディングをしやすい物質です。というのは、写真は実人生の一瞬を紙に映し出したものだからです。一枚の写真の中に、私たちは、その人の性質や、過去や現在や未来のすべてを見ることもできます。

　あとで、写真をリーディングしてみてください。本の裏表紙にある著者の顔でも、雑誌に載っている映画スターでもかまいません。思考を手放し、その人の魂が見えてくるまで、写真をじっと見つめてみましょう。

　うまくいかないときは、写真を見つめながら自分に問いかけてみてください。この人を信頼することができるだろうか。この人は幸せなんだろうか。子ども好きだろうか。この人は何を恐れているのだろうか。

　見えたものは、話すか、あるいは書きとめてください。長いあいだ集中していると、その人の顔が変化し始め、その人は、大勢の人間が集まっていて、夜空のように広大だということがわかるでしょう。

　あなたが会ったことのない人の写真を友人にもらって、このエクササイズをしてみてください。それから、その友人に、あなたの解釈が合っているかどうか教えてもらってください。一種のゲームとして、家族のアルバムも使ってみましょう。いろいろな人をリーディングし、あなたが持ったイメージを話し合ってみてください。

家族の中に亡くなっている人がいる場合は、その人の写真を、今も生きている人の写真の隣に置いて、エネルギーを比べてみてください。私の母は、亡くなった人の写真は光を失って、長い歴史を重ねたような感覚を―鋭い目には明らかな感覚を―帯びるのだと言います。あなたにもちがいがわかるかどうか、たしかめてみましょう。

写真をリーディングすることは、より深いレベルで人を知るたしかな手段になりえます。これは、人が成長・成熟する途中の、人生の早い時期の写真をリーディングする場合に、とくにいえることです。そういう段階の写真を見ることは、あなたの意識をひらきます。また、その人が今のような人になった理由や、どこへ向かっているのかということを理解するのにも役立ちます。

写真は私たちに、時を超えてものを見せてくれます。それは、魂へといたる道。ほんとうに深いレベルで誰かのことを知りたいと思うなら、その人の写真を手に入れて、じっくり考えてみてください。知る必要のあることはすべて、あるいはそれ以上のことがわかるはずです。以前より、その人を愛することが、簡単にもなります。あなたはその人の仮面の向こうを―心を見たのですから。一度そうなると、あなたにとっては、どんな人のことでも、愛するのがたやすくなることでしょう。
言葉を魂の底から理解する
初めに言葉ありき。―聖書より

　言葉を魂の底から理解することは、スピリチュアルになるのにとても大切なことです。直観的になるだけでは十分ではありません。あなたは自分の考えを、言葉で表現できるようになる必要があるのです。

　魂の底から話したり書いたりすると、あなたは、あなた自身のばらばらになった部分とつながり、内なる調和というすばらしい感覚を味わうことになります。一瞬にして、あなたは癒されます。混乱を抜け、輝く洞察の場へと進んでいきます。

自分の心の中にあるものと話ができるようになると、たしかな自分らしさを―失ってはならない、ゆるぎないものを得ることができます。これは、ほかのどんなものにもまして、私たちの誰もが求めてやまないもの。私たちは、自分自身と親密になりたい、自分を自分たらしめている独特の性質と調和したいと切に願っています。言葉は、その手助けをしてくれるのです。

　ひたむきな物書きの人生を調べてみると、長い年月をかけて、彼らの言葉が進化し、どんどん深く彼らを自己の中へと突き進ませ、最終的に、彼らが独自の声にたどりついていることがわかるでしょう。彼らは自分に対して、徹底したセラピーを、すなわち、三、四時間をかけてスピリチュアル・リーディングをします。すると、詩的霊感が手を貸して、彼らに、誤ったところから離れて、霊魂(プシュケ)と適合したところでものを書き、良い作品を生み出させてくれるようになります。

夢をかなえたいと思うなら、その夢を沈黙させておいてはいけません。たとえ物書きでなくても、言葉と親しい関係を築くことが大切です。日々、あなたの意識を研ぎすませてくれるような関係を、そして、いつもの話し方から抜け出し、自分らしい魂のこもった表現の仕方へと導いてくれる関係を、言葉と築く必要があるのです。

とはいえ、オスカー・ワイルドのような詩人たちに囲まれているのでもないかぎり、会話をとおしてこの訓棟をすることは難しいでしょう。あなたは書くことを学んで、あなたの夢のごちゃごちゃとした音が、明瞭な歌に書手助けをする必要があります。

多くの人は、直観や感情という観点から話すことに慣れていません。精神生活のことを話すとき、彼らは、ほんとうに起きていることとはたいてい何の関連もない、難解な言葉を使いがちです。私もかつてはそうでした。正直になった結果をあまりに恐れていて、あげく、人々に、言っていることを理解してもらえませんでした。　
正直になって何かを意味する言葉を使うのは、天使や妖精のことを話すよりはるかに難しいものです。それは私が何度も何度も自分に言い聞かせ、今もなお肝に銘じ続けていることです。

人はみな、異なった声を持って生まれ、異なった方法で単語を組み立てて話をします。私はこう信じています。飾らない言葉へ戻れば戻るほど、いっそう人はスピリチュアルになれるのではないか、と。シャーマンは、心に浮かんだ主観的な意見をただ告げるのではなく、魂が見たものを伝えます。魂は、ユーモラスで、大胆で、気まぐれです。魂に話をさせましょう。

次に紹介するのは、この能力を伸ばすのに役立つエクササイズです。このエクササイズをすると、スビリチュアルな精神が見ているものを表現する力が高まり、また、より深く未来と過去を知覚するカヘとつながる扉が―このエクササイズをしなければ閉ざされたままであろう扉がひらかれるでしょう。このエクササイズを、私は“意識の流れの描写”と呼んでいます。

まず、父親と母親のどちらについて書くか、決めてください。どちらが先でもかまいません。最終的には両方について書かなければなりませんから。個人的には、私は母親から始めたほうがいいと思っています。母親は、あなたが生まれ出でたところです。あなたの最初の家であり、あなたを初めて抱きしめ、食べ物を与えてくれた人です。母親について先に書くと、うまく父親のほうへ導かれることでしょう。

　どちらについて書くか決まったら、白い紙を用意して、考えることなくすばやく書いていってください。母親（父親）のことを考えたときに思い浮かぶ言葉ヤフレーズを、どんどん書きましょう。ほとばしるように、言葉を紙の上に書き連ねてください。だらだらと書かないこと。弾丸のように言葉を飛び出させましょう。次から次へと、矢継ぎ早に。

〝いい人だ“”背が高い“といった言葉ばかりを並べないでください。具体的に書きましょう。母親について書いているなら、母親がつける香水や、歩くときのエネルギーや、母親を見ると思い浮かぶ風景―砂漠や山や海やショッピング・モール―のことを描写してください。感情の浮き沈みや、目や、雨傘や、好きな食べ物についても書きましょう。母親の個性を示す色についても、たとえば、青、黄、ターコイズ、自、黒、緑といった具合に書いてください。

　心に浮かぶものは何でも、書きとめてください。幼いころの記憶が脳裏をよぎるかもしれません。あるいは、うれしいときに母親がよく口にする台詞が思い浮かぶ場合もあるでしょう。どんなものも、除外しないでください。そして、正直になってください。良いことも、悪いことも、醜いことも、全部リストアップしましょう。

　母親（父親）について書けることは全部書いたと思えるまで、少なくとも十分は書きましょう。リストを見るだけで、母親（父親）の本質というべき部分がつかめるまで、書きましょう。

　書き終わったら、深呼吸をして、数分のあいだ目を閉じてください。エクササイズをすることで浮かんできたイメージや感覚が、しばらく体内を駆けめぐるがままにさせてください。
自分が、親のどの部分を好きだと思い、どの部分を恥ずかしく思うか、判断することができますか。あなたの体の中で、そういう気持ちを抱いている部分がどこかありますか。肩ですか、あごですか、それとも腹ですか。

　そういう部分がある場合は、その部分に集中して、意識の流れを迫ってみてください。そこには、その部分自身の声が、すなわち、癒される必要のあるものに関する、あなたへの大切なメッセージがあるかもしれないのです。

　この作業が済んだら、紙に書いたリストへ注意を戻しましょう。リストを何度か通読してください。とくに「正確だ」と思う単語やフレーズがあったら、アンダーラインを引いてください。そして、どういうふうに正確なのか、具体的に考えてみましょう。それが正確なのは、その言葉に茶目つ気があるからですか。情がこもっているからですか。それとも、真実を射抜く矢のように、心をズキズキさせるからですか。

　言葉を調べることは重要です。どのような方法を用いると自分の考えをいちばんよく表せるか、自分の意見はユーモラスなのか、自分のものの言い方はほかの人よりまじめで率直なのか、そういったことを理解するのに欠かせないのです。

　このエクササイズをすればするほど、あなたの声は成熟していきます。私の場合は、愚かしい声に、つまり、神聖なものを犠牲にしてジョークを言いたがる未熟な冗談好きの人間に引き寄せられる傾向があります。めいっばい仕事をすると、最終的に、そういう声が、私に害をおよぼすよりむしろ私のために働こうとする状態になるのです。今では、私はその声に対して、断固とした態度をとります。私は声に言います。話していいのは、どうしても必要があるときだけだ。しやべりすぎるよりほどほどにしておいたほうが、力を受け入れてもらえるぞ、と。

声を成長させるもうひとつの方法は、エクササイズの前に、意志を伝えることです。今度何かについて書く前には、少し時間をとって、どんなふうに書きたいと思うか、そっと魂に伝えてください。すると、あなたの中から生まれる言葉の流れに、影響をおよぼすことができます。

　スピリチュアルな人間として、幅広い表現方法を持っていることは重要です。長年にわたってスピリチュアルな仕事をする中で、私は、多くの人がなかなか夢を実現できないのは、個性のほんの一部しか表現しないよう仕向けられているからだということに気づきました。人生のある時点で、私たちは周囲の人々によって徹底して制限を加えられたために、自分のきわめて大切な部分を、愛や受容とひきかえに切り捨ててしまったのです。

大人になるまでに、ほとんどの人が重要な部分を削りとられてしまい、結果として、夢をかなえたいと思うときになって、私たちはその実現に必要な性質を自分が失(な)くしてしまっていることに気づきます。タイヤをひとつ失った車よろしく、私たちはくるくるとスピンし、目的地に到達できなくなっているのです。

それが、私がよくたとえに使う、森の中をハイキングしていて、方位磁石を落としてしまった人。スピリチュアルな部分をきちんと保っていないために、私たちは人生を、出口のない、鬱蒼(うっそう)とした原野のように感じ始めています。

私たちは原野を探り、この貴重な道具をもう一度手に入れなければなりません。それがあれば、進むべき道が見えるようになります。私たちが属する世界の一部へ、旅を始めることができるのです。

エクササイズの最後は、リストを読み上げること。三度か四度、リストが心からのものであり、あなたの存在の中心から生まれているように感じられるまで、声に出して読んでください。

　ゆっくりと読みましょう。また、読みながら、こう考えてください。「私は今、スピリチュアル・リーディングをしている。この、魂から導き出した言葉や気持ちは、ほんものだ。価値もある。私のスピリットはこういうふうに話をするのだ」

　このエクササイズは、たびたびくり返せばくり返すほど、どんどんうまくできるようになります。また、両親について書くことができたら、自分自身についても、友人や恋人やペットについても、書くことができるようになります。

　仕事で誰かとトラブルがあったときにも、その日の終わりに、みずからに施すセラピーとして“方識の流れの描写”を行なうことができます。潜在意識は、通常の思考よりはるかに良いアドバイスを与えてくれることが少なくありません。あなたの中のある部分では、上司の強情で横柄なところに、実は惹かれているのだと気づくこともあるかもしれません。

　個人的には、このエクササイズは、セルフ・リーディングの方法として、私がこれまでに出会った中で最も正確だと思っています。タロットカードやルーン文字石を使った方法は解釈に時間がかかりすぎますが、魂からのメッセージを紙の上へ手で書きとるときには、適切な答えを記すのに時間はほとんどかかりません。答えは、自分を欺く暇もなく、自然に現れるのです。

　人はよく私に尋ねます。「リーディングをするときはどんな感じがするのですか。どんなとが起きているのですか」

このエクササイズが、まさにその答えです。どんどん書いていく中で、両親の魂と―ほんとうの彼らとつながっていると感じた瞬間に、あなたが抱いた感覚。それと同じ感覚を、私はクライアントのリーディングをしているときに感じるのです。

人々が自分自身の直観を自由に話すようになればなるほど、ものごとはいっそう誠実になります。私はこう思っています。今から二十年のうちには、人々は日々の生活の中でスピリチュアルな声をもっと活動的にするのではないか。ビジネス・ランチで誰かと会ったあと、オフィスに戻る前に、その人からおびただしい量のスピリチュアルなメッセージを与えられるなどということが、あたりまえになるのではないか、と。

　そんな日を、あなたは想像することができますか。そんなふうになったら、この世界は実に楽しいものになることでしょう。
ユーモアを育てる
悲しすぎると、笑いが出る。うれしすぎても、涙が出る。―ウィリアム・ブレーク

ある夜、ハリウッドで、女性のクライアントにこう尋ねられました。お気に入りの有名な映画スターと、親しくなれるだろうか、と。

　そのスターに会ったことはないけれども、何かつながりのようなものを感じる、出会う運命になっている気がする、というのです。

　私はスターの名前を尋ねてみましたが、彼女は言いたがらず、ただカードを見てみてほしいと訴えるばかりでした。

　私は笑って言いました。「いったい誰なんです？ジョニー・デップですか？」それは、何の考えもなしに、私の口からすべり出た名前でした。

　ところが、女性は驚いて椅子から跳び上がったのです。言ぜわかったんです？」彼女は言いました。「どうやってお知りになったの」

　こうしたことは、私には始終起きます。冗談のつもりで言ったことが、あとになって、まさしくそのとおりだったとわかるのです。クライアントに、「さあ、カードを選んでください、スパーキー」と言ったところ、スパーキーというのは、そのクライアントの愛車のニックネームだとわかったこともあります。

私はあらかじめ知識があって、そうした言葉を口にしたのでしょうか。もちろん、ちがいます。その言葉は、飛び出す絵本のページがボンと前へ出てくるように、ひょいと口をついて出たにすぎません。見えない力が作用したようで、私自身も驚きました。

前もって考えていたジョークは別ですが、このようなユ－モアは、直観的な考えを伝えるすばらしい手段になります。ユーモアは、私たちがほかのレベルの思考を用いるのを助け、もしそうでなければ私たちの頭の中にとどまり続けただろう、無意識のうちに浮かんだ考えに、声を与えるのです。

そのため、私はリーディングをするとき、遊びの要素や、不合理でおかしな言葉をはさむ余地をかならず残しています。そうすると、予期せぬすばらしい言葉が現れるのを妨げずにすみます。

何かおかしな言葉があなたの中からするっと出たがっているときには、それを口に出してください。次の機会があると思わないこと。思いもしなかった言葉を、あなたの中からあふれさせてみましょう。

すぐれたシャーマンは、“ペテン師”エネルギーの指示を受け、即興で言葉を紡ぎ出しながら、最高の力を発揮します。ジャズ・シンガーが歌を歌うように、シャーマンは意図せずして貴重な言葉を口にするのです。

この力は、練習することで手に入るものではありません。あなたは、ただ心をひらかなければなりません。そして進んで、本来の人柄を抜け出して、別の人間になろうとしなければなりません。

ユーモアを持つことの長所は、あなたを人間らしくしてくれること。スピリチュアルな力を高めるとき、これはとても重要なことです。

自分のことをどんどん笑ってください。どれほど直観的になろうと、あなたはただの人間にすぎません。ほかの人たちがそうであるように、現実を誤解することがなくなるわけでもありません。

　私は何百ものまちがいをしてきましたが、それでもクライアントたちは私のところへ来つづけてくれています。彼らは私を信じてくれています。私が彼らの前でスーパーヒーローになろうとしないからです。私は彼らといっしょに笑います。冗談を飛ばし、個人的な話をします。

　スピリチュアルであることは、陰鬱であることではありません。そこでは、へとへとに疲れないよう、陽気な心が必要とされます。陽気な心を持てば持つほど、私は、完璧でなければというプレッシャーから解放され、自然と洞察が浮かんでくるようになります。私はただ、見えたものを言葉にし、あとは運命の手にゆだねます。全能になろうとすると、うまくいきません。つつましく、そしてユーモアを忘れずにいれば、すべてが良いほうへ進んでいくのです。

ほんとうであるものを見抜く

子どもには、大人の言葉が心からのものではないことを感じ取る、驚くべき力があります。昔から「子どもはごまかせない」といわれるのは、子どもがなにげなく口にした言葉は真実を突いていて、大人は、仮面を脱ぎ、ほんとうの顔を見せるしかなくなる、ということなのでしょう。

ある夜のパーティーで、私は赤いロングドレスを着た女性を見かけました。悲しげな顔をし、部屋の真ん中に彫像のように立って、誰とも話をしようとしません。どういうわけか、彼女はその姿が魅力的だと思っていて、そうしていれば人の注意を引きつけられると思っていたのでした。

彼女の様子を見ているあいだに、私は少し冗談を言ってみようと思って、彼女にこう話しかけました。あなたの中にいる小さな女の子が、外に出て、遊びたがっていますよ。

数分後、彼女は私の言葉の意味を理解してくれました。ゆったりと椅子に腰を下ろして、もっとほんとうの自分らしくなったのでした。

これが、ユーモアのすばらしさです。ユーモアは、仮面を取り払うのに使われ、表に出たがっている個性の一部分に光をあてるのです。

ただ、友人のスコットが言うように、ユーモアはふつうの会話より速いスピードで走り抜けていきます。ユーモアを受け取るのは、チョウをつかまえるようなもの。身がまえて、まさに一瞬で、さっと捕らえなければなりません。しかしそのために、ユーモアは人々の気持ちをやわらげます。それぞれの場面の背後で写真家さながらにめざとく様子を見ていて、理性的な精神が見すごしてしまう一瞬をさっと捕らえるのです。

多くの場合、リーディングで私が正直になればなるほど、クライアントはたくさん笑うようになります。正直さとユーモアのあいだには、とても深いところでつながりがあります。
　クライアントに向かって、「あなたがたの寝室はとても散らかっていますね」とか「彼氏は背中の毛が濃いですね」というと、クライアントの緊張が解けて、もっと重大な、感情的な部分が聞こえてくるようになります。また、ユーモアは、精神安定剤のような働きをする場合もあります。ユーモアによって、クライアントの心が落ち着き、愛情を受け入れやすくなることがあるのです。

　より多くのユーモアを知覚の中に取り入れると、誰かがほんとうの自分ではないものになろうとしているとき、それがはっきりと感じられるようになります。

　ある会合で、ダライ・ラマがこう言っていました。「私たちは、犬がもののにおいをかぐときのような熱心さで、スピリチュアルな師を調べるべきだ」と。「彼らの正面のにおいをかぐように、背後のにおいもかぎなさい。そうすれば、どういう人なのか、全体像が見えてくる」。ユーモアはこの手の広い視野を与えてくれます。それは、隠れているものを―ある人の個性の、良い面も悪い面も醜い面も、私たちに示してくれるのです。

ある人やある状況に対して信用できないと感じたときは、あなたの中にいる冗談好きの人に、ちょっとした矛盾点を指摘させたり、皮肉や反論を言わせましょう。すべてが見えるのを恐れないでください。長い目で見れば、あなたは思いやりのある人になります。

他人の隠れた部分が見えるようになると、あなた自身の隠れた部分も見えるようになります。そして、周囲の人が偽っているものが認識できるようになれば、あなた自身の中の偽っている部分も認識できるようになるでしょう。

とにかくやってみる

スピリチュアル・コメディアンを自称する、カートという名の男性に会ったことがあります。スウェーデン人の先祖の中に著名な透視能力者がいて、彼にもその力が備わっているのでした。

舞台に立つとき、彼は、頭の後ろや宙に浮いているパレットから、情報を引き出すのだといいます。キラキラと輝く目とカールした髪を持つ彼の姿は、まるでギリシャ神話の牧羊神パーンのようです。森の中に小屋を持っていて、ニンフといっしょに音楽を楽しんでいる、そんな雰囲気を漂わせています。笑い声は大きくて、まわりにいる人を次々笑いの渦に引き込んでいきます。

ある夜、私が沈んだ気持ちでいたとき、カートがリーディングをしてあげましょうと言い出しました。タロットカードを使ったことはないけれども、できる気がするというのです。自信なげな様子は少しもありませんでした。即興は、彼のお家芸なのです。

カートのリーディングは、私が経験した中でもとくにすぐれたものでした。ユーモアと正直さを独自にブレンドさせた彼のやり方に、私は笑い、同時に涙しました。彼は、あたたかな愛情をこめて私の目を見つめながら、カードを一枚一枚読んでいきます。声は、落ち着いた四十歳の男性のものから、テンポのいいトーク番組のホストの声になり、また落ち着いたものに戻って、あっと驚くような考えが、不意に口にされました。

二度会った後、カートと私は親友になりました。私が本書に彼のことを書きたいと思ったのは、家族と近しい友人を除けば、彼は私が出会った最初のサイキック・アーティストだからです。彼は、初めての挑戦で、みごとにタロットカードを使ってリーディングをしました。これこそが、本書のテーマ―魂の英知を即座に取り戻すということです。シャーマンになるというのは、自分の洞察力を信じ、新たな体験という機会に対して心をひらくことなのです。

ドクター・ヒューパートを見つける

ドクター・ヒユーバートは、実在する人間ではありません。去年出会った、私の中に住んでいる、風変わりで、理解するのが難しい、スピリチュアルな人格です。

　男性ばかりのグループ・ミーティングをひらいたときに、私は彼に出会いました。私たちはしょっちゅう、滑稽(こっけい)な寸劇をします。彼はある日ふと現れて、私以上に鼻にかかった声で、私をとおして話をします。今でこそ、私と長い時間をともに過ごすようになりましたが、私が彼のことを隠しておかなくなったのは、ごく最近のことにすぎません。

ドクター・ヒューバートは、チェック柄の上着にストライプ柄のズボンを身につけ、靴は特大サイズのベージュ色のハッシュパピーをはいています。好んでよくやるのは、脚を組んですわって、心に浮かんだことをかたっぱしから、きわめて複雑な言葉にして人々に話しかけること。彼の脳がどんなふうに働くかを知っていただくために、これから彼にちょっと話をさせてみましょう。

「世界が動く方法は単純だ。みんな頭を持っているし、目も誰もが持っている。頭と目がいっしょに働けば、たくさんのいいことが起きる。頭と目がいっしょに働けば、そこに手が加わって、あなたと酒を酌(く)み交わす。どうすれば目と頭と手を同時に働かせることができるか、ほとんどの人は知らない。しかしそれができたら、さらに足が加わって、ほどなく、あなたは実際に歩き出すことになる。けれども今、私はまだすわったままだ。私たちはまだそんな遠くへはたどりついていない……」

オーケー、ドクター・ヒユーバート。もうけっこうだ。

私が黙っていたら、彼はいつまでも話し続けることでしょう。彼には、意味のあるなしにかかわらず、言いたくてたまらないおもしろいことがたくさんあるのです。

　私は、私をとおして彼に話をさせました。なぜなら、それこそが、あなたにやっていただきたいエクササイズだからです。あなた自身のドクター・ヒユーバートを―あなたの中の、風変わりで、ユーモラスな、スピリチュアルな部分を表す、しかし今まで話をさせたことのないキャラクターを見つけてください。そのキャラクターが、どんな服を着ているのか、どんな話し方をするのか、どんなクセを持っているのか、結婚しているのかどうか、見きわめてください。
　できれば、ハロウィーンのときにでも、そのキャラクターと同じ格好をしてみましょう。あるいは、そのキャラクターの言葉をもとに、ストーリーを書いてみましょう。“融合″を起こしてください。私はいつか、ドクター・ヒューバートに、『癒しの牧場へようこそ』というタイトルの、前から書きたがっている自己啓発の本を書かせてみようと思っています。私たちはいつかきっと、肩を並べてすわって、その本を書くでしょう。

　そういうキャラクターを見つけてください。そうすれば、あなたは、独創的な思考を持ち、あなたの直観を目覚めさせ、あなたを楽しい遊びへと駆り立てる、新しい心を持つことになります。

　私にとって、ドクター・ヒユーバートとの出会いは、ほんの始まりにすぎません。私は、まだまだたくさんのキャラクターが―それぞれが別個のスピリチュアルな意識と通じているキャラクターが、自分の中で動きまわっているのを感じます。彼らに話をさせればさせるほど、私は、日々の生活の中であけっぴろげになります。恥ずかしく思うこともどぎまぎすることもなく、自分の直観とすんなり調和できるようになります。

追記。用意がととのったら、そのキャラクターといっしょに、自分自身もしくは誰かほかの人のことをリーディングしてみてください。心に浮かんでくる声のとおりに話しましょう。もしあまりに恥ずかしければ、書きとめてください。ドクター・ヒューバートは、多くの人に、きわめて賢明なアドバイスを与えてきました。時機が適切なら、私は彼に、リーディングの最中に話をさせたり、あるいは最後に子モラスな洞察をクライアントに与えてもらったりするのです。

スピリチュアルになることは、星明かりを頼りに飛行していくようなものです。このキャラクターは、あなたがある星座から次の星座へ飛ぶのを助けてくれるでしょう。見つけたものを信じてください。愚かになることを怖がらないでください。偉大なシャーマンはみな、偉大な愚か者でもあるのです。

■■■242
おわりに
毛虫がこの世の終わりと呼ぶものを、主人はチョウと呼ぶ。―リチャード・バック

本書を書く上で私が目指したのは、できるだけ楽しく、みなさんにスピリチュアルな世界を紹介することでした。提案したエクササイズや儀式も、一種の神聖な遊びとして練習していただければと思います。

　どのような場合でも、あなたのペースで進んでください。心地よく感じられる、無理のないスピードで、本書の内容を吸収してください。スピリチュアルな力を向上させるのに、あせる必要はありません。ある章に時間をかける必要があれば、そうしてください。また、スピリチュアルな力のある面は、ほかの面より簡単に現れるかもしれません。

　私はこのことに、ワークショップの参加者を見ていて気がつきました。たとえば、ある参加者はいち早く色を知覚できるようになりますが、別の参加者は、ガイドと接触できるようになるほうが早かったりします。

　スピリチュアルな力を向上させる作業は、とても個人的なものです。そのため、生まれる結果にも、大きなばらつきが出るのでしょう。

　もうひとつ、心に留めておいていただきたいのは、みなさんのスビリチェアリティです。スピリチュアルな直観を目覚めさせ始めた今、魂とたしかな関係を築く必要性はますます大きくなっていきます。新たな情報の場や新たな次元に対して心をひらくことは、最初はたいへんなことのように思えるかもしませんが、ゆるぎないスピリチュアルな土台があれば、精神的に負荷がかかりすぎるのを防ぐことができます。健全な瞑想プログラムをこなすことも、高位の自我と接触し続けるためのすばらしい手段になりえます。忘れないでください。ベールは、はずされるべき時が来たら、はずれます。進歩をあせる必要はありません。

また、友人を何人か選んで、本書の内容に関していっしょに旅をすることも、おすすめしたいと思います。この経験をほかの人と分かち合い、意見を聞くことで、あなたのスピリチュアルな経験はより意義深いものになるでしょう。

私はクライアントと向き合うたび、ともに旅をし、扉をひらき、新しい風景の中を探検しに行きます。スピリチュアルな世界は、ひとりより複数で行ったほうが、入り込みやすいのです。
直観を信じてください。超自然的な出来事に怖じ気づかない人、心をひらいて、積極的に成長しようとする人を選びましょう。

本書を書いているとき、私は数多くの共時性に出会い、書き進める方向に影響を与えられ、新たな洞察へと導かれました。本書を読むことで、あなたも同じようなふしぎな流れへと導かれるでしょう。本書によってあなたの進む道にもたらされる、出来事や人々を信じてください。ヘンリー・ミラーが言ったように、本というのは生き物です。木や動物と同じょうに、書物には書物自身の知性や魂があります。新たな経験へ、新たな現実との出会いへ、本書に導いてもらってください。

最後にもうひとつ。本書を読み終えたら、カレンダーの半年後のところに印をつけてください。そしてその日が来たら、本書をもう一度読んでください。そうすれば、あなたは、自分の進歩を検討し、どれくらい成長したか、自分で判断することができるでしょう。

あなたの旅が幸運に満ちていることを願ってやみません。あなたが、神のご加護を得て、魂の道という新たな地を開拓されることをお祈りいたします。
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